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「諸君に、帰る場所はない」

　篝かがり火びが焚たかれた広場に、低く、重い声が響ひびいた。

　広場には、立りつ錐すいの余地なく人が集まっている。騎き士しや文官、傭よう兵へいに、戦いくさの騒さわぎに乗じて大おお儲もうけを企たくらむ商人と、新天地を目指して故郷を発たって来た職人たち。

　彼らは一様にひどく興奮した面おも持もちなのに、決して誰だれも口を開かない。むせ返るような熱気と張りつめた空気の中、次の言葉を飢うえたように待っている。

「諸君に帰る場所はない。故ゆえに、進む以外に道はない。だが、恐おそれることはない。我らクラジウス騎士団の進む先には、常に光があった。なぜならば、我らこそが神の地上の代理人だからである！　諸君は漫まん然ぜんと禄ろくを食はむ無能な臣しん民みんではない。神の力と己おのれの信しん仰こうにより、この世の闇やみを切り開いてきた者である。諸君よ、前に進み、手を伸のばせ。さすれば、そここそが、諸君の安息の地となろう！」

　大貴族クラトール大公がそう言い終えると、人々は歓かん声せいを上げる代わりに、ごくりと息を飲み込んだ。その場にいる者の大半が、故郷を後にし、先の見えない旅路にすべてを賭かけている。

　前に進むしかない。安住の地が欲しければ、そうするしかない。そうであれば、目の前の障害などさしたる問題にも思われないと、自分に言い聞かせていた。

　最後の異教徒と呼ばれる女王が治める異教の国、ラトリア。その女王が、つい先日、正教徒に改宗した。これでラトリアは、理り屈くつとしては異教徒の国ではなくなった。異教徒との戦により勢力を広げてきた騎き士し団にとっては、敵がいなくなるということであり、これからそのラトリアの都市へ住もうとする者たちにとっては、侵しん略りやくすべき新天地がなくなったことを意味している。そこが異教徒の都市だからこそ、正教徒たちが奪うばい取り、住みつく大義名分を得られたのだから。

　とはいえ、立ち止まることはできない。川の水は流れ、二度と元には戻もどらない。

　だから、人々は、自分に言い聞かせる。

　前に進むしかない。

　そして、進む先には、必ずや光があるのだ、と。
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　所々に牛の肩かた肉にくが浮かんでいるスープを平ひら鍋なべに注いだら、こういう風景になるだろう。

　どこまでも続くなだらかな冬の草原は、たまに岩が顔を出している以外、なんの変化もない。

　そんなつまらない景色の中にぽつんとある簡素な小屋の中。

　錬れん金きん術じゆつ師クースラは、そこでのやり取りに興味が持てず、ぼろぼろの木窓の隙すき間まから外の景色を見るともなしに眺ながめていた。

「親愛なる騎き士し団にお目にかかれるこの喜び、表現のしようもございませぬ」

　大風が吹ふけば飛んでいきそうな粗そ末まつな小屋の中で、大おお仰ぎような口上が述べられる。床ゆかに片かた膝ひざをついているのは、高貴の証あかしである毛皮の外がい套とうを羽織った、この近きん隣りんの貴族だ。

　とはいえ、精いっぱいの着飾かざりだろうというのが丸わかりで、どうしたって南の国々の仕立て物と比べると見劣おとりする。要するに田舎いなか貴族であり、控ひかえている従者二人も、粗末な革かわの鎧よろいの中で窮きゆう屈くつそうに身を縮めながら頭を垂たれていた。

「うむ。そなたらの領地を治める手しゆ腕わんは聞き及およんでいる。ついては末永い付き合いを望むばかりと、我らが主あるじ、クラトール大公のお言葉である」

「ありがたき幸せ」

　紋もん切きり型がたの権力者同士のやり取りに、クースラは小さく欠伸あくびをする。

　クラトール大公が人々を鼓こ舞ぶした町を出て、かれこれ五日にもなろうかという頃ころに立ち寄った、街かい道どう沿いのいくつか目の関税所だ。古い時代の王は、宮きゆう廷ていごと各地を巡じゆん回かいして税の徴収や裁判を行ったと聞くが、当時の古いしきたりがこの辺りにはまだ残っているのか、関税所を通過するたびに、その土地を治める領主が貢みつぎ物ものを手にやって来る。

　ずいぶん面めん倒どうなことだが、行く先々で誰だれが誰の上に立っているのかを確かく認にんするのは、この手の連中にはとても大事なことだろう。加えて、今、クースラたちがいる場所は、本来ならば敵地とでもいうべき、異教徒の治める国なのだ。正確には元異教徒といったほうがいいかもしれないが、そのあたりはひどく微び妙みような問題をはらんでいる。

　椅い子すに座る者が殊こと更さらに居い丈たけ高だかに振ふる舞まっているのも、その微妙な問題を力づくでねじ伏ふせようとしているのかもしれない。

「つきましては、旅の慰なぐさみにと」

　膝ひざをついた貴族が、従者に頑がん丈じような箱を差し出させていた。

　大して大きくもないのに、ごすっと良い音がする。

「おい」

　この小屋備え付けの粗そ末まつなものながら、唯ゆい一いつ椅子に腰こし掛かけている男が小さく手を振った。彼はクースラの雇やとい主ぬしともいえる存在で、アイルゼンという。

　小屋の中の者たちの視線が集まる中、クースラはやれやれと窓辺から離はなれた。

「……失礼しますよ」

　臆おくすることもなく箱に手を伸のばし、蓋ふたを開く。その中身に小屋の中の兵士どもが喉のどを鳴らさなかったのは、よくある光景だからなのだろう。

　そこには、金きんの粒つぶが詰つまっていた。

「ふん」

　クースラは鼻を鳴らし、腰にくくり付けてある小物入れから、仕事道具を取り出した。クースラは錬れん金きん術じゆつ師であり、鉱石や金属に通じた生業だ。取り出したのは平べったく表面がざらざらした黒い石で、金の粒を手に取ると、無造作に黒い石にこすりつけた。

「……中の上ってところですかね」

　黒い石の表面に残った金色の条じよう痕こんを見て言うと、アイルゼンが椅子の上でうなずく。

「候の領地のますますの発展を祈いのる」

「恐おそれ入ります」

　そして、アイルゼンは王よろしく、地元貴族を下がらせたのだった。







　二十数年続く異教徒との大戦争。

　それは当初こそ宗教的な熱意によって始められたが、今となっては領地を分ぶん捕どるための言い訳に堕だしている。そして、そんな戦いくさの中で最も突とつ出しゆつした発展を見せているのが、クラジウス騎き士し団と呼ばれる集団だった。

　その武力の正当性は、神の代理人として異教徒を殲せん滅めつすることにより担保されているが、教皇を頂点として組織された教会とは違ちがい、彼らは布教にはあまり興味を示さない。だが、その支部はまるで教会のように世界中の町々にあり、互たがいに緊きん密みつに連れん絡らくを取り合っている。そのつながりを用いて物や人を流通させる様は、膨ぼう大だいな支店を有する大商会のようでもある。

　クラジウス騎き士し団とは、いわば教会と大商会が手を組んで、そこに強大な軍事力がいっしょくたになったような集団といえた。そして、そういう騎士団の経済圏けんには鉱山や製せい錬れん所もあり、膨大な量の金属が流通している。クースラのような錬金術師が雇やとわれているのは、冶や金きん技術の向上が莫ばく大だいな利益の向上につながるためだった。

「ふむ。この間の間ま抜ぬけ貴族の轍てつは踏ふまなかったか」

　田舎いなか貴族を下がらせた後、アイルゼンは金の粒つぶをつまみ、つまらなそうに言った。

「銅やらを混ぜて嵩かさ増ましした金を、貴重な色つきの金、と言ったのは確かに傑けつ作さくでしたがね」

　クースラが呼び出されてアイルゼンの手伝いをするのは、これで四度目だった。恭うやうやしく貢みつぎ物ものを差し出す奴やつらが面めん従じゆう腹ふく背はいであることなど珍めずらしくもないので、献けん上じようされた宝石や貴金属の真しん贋がんや質を即そく座ざに見極きわめられる腕うでは重宝される。

「野や蛮ばんな文化の連中が住む国だ。犬のしつけと同じ要領が必要だろう」

「しかも、その犬が自分は猫ねこだと言い張っていますからね」

　アイルゼンは金を戻もどして、部下に箱を片づけさせた。

「愚おろかなことだ」

　と、短く言った。

　この土地はラトリアと呼ばれる国に属していて、ラトリアはこの世で最後ともいえる、異教徒の女王が治める国だった。それゆえ、クラジウス騎士団を始めとした正教の軍団が攻め入り、多くの町を騎士団が手に入れた。中でも最大の収しゆう穫かくは、ついこの間に陥かん落らくさせた、ラトリア最大の鉱山都市であるカザンだろう。

　もはや、その町を押さえられれば、ラトリアは滅ほろびるのみ。

　そこに、ラトリアの女王による、突とつ然ぜんの正教への改宗宣言だった。

　クラジウス騎士団はいわば宗教的野や犬けん狩がりの組織だったので、突然相手が猫になれば矛ほこの向け先がなくなってしまう。それは、今まさに斧おのを振ふり下ろしている者たちにとってはなおのこと問題だった。

「ですが、彼らなりには従順なようで。あの箱だけでも、結構な額だと思いますがね」

　クースラはお追つい従しようのように言うが、それも探さぐりの一言だ。アイルゼンは今の状じよう況きようをどう考えているのか。

　物思いにふけるようにじっとしていたアイルゼンは、ふと、視線を黒い石に向けた。

「削けずるだけで中身がわかるとは便利な道具だな。どれほどあてになるものなのだ？」

「目め利ききの金細工師なら、重量百に対して一とか二の精度まで純度を測れます」

「試金石、とは比ひ喩ゆでこそ使うがな、初めて目にする」

「ご興味が？」

　アイルゼンは、クースラのやや茶化した聞き方に、怒おこりもせず視線を向けた。

「何事もこするだけで良し悪しが窺うかがえれば、それに越こしたことはない。辻つじの要かなめ石いしをこするだけで行き先を決められれば、どれほど楽なことか」

　数多あまたの部下を使い、また、進む先で待ち構えている権力者たちとの折せつ衝しようを担当するアイルゼンが言うと、あまり冗じよう談だんとも聞こえなかった。

　クラジウス騎き士し団内にある、アザミの紋もん章しようを旗はた印じるしにする部隊。

　アイルゼンはその部隊を進軍させる際に、障害となるあらゆることを排はい除じよするために触ふれを出す、伝令官と呼ばれる役職の人間だ。いわば王が通るための地ならしをする役目であり、それなりの権力者だった。

　そして、そのアイルゼンが行軍の実務を取り仕切るこの部隊は、クラジウス騎士団が暴力によって陥かん落らくさせた町を再生させる役目、即すなわち植民を専門に扱あつかっていた。

　今も、まさに騎士団が陥落させたラトリア最大の鉱山町カザンに、植民のために人々を引き連れて向かっている最中だった。

　だが、異教徒の土地ゆえに大手を振ふって分ぶん捕どれたカザンの町は、今や改宗して正教徒になったという女王が治める町になった。そうすると、いわば正教徒が正教徒の町を襲おそったことになり、このまま進んだら厄やつ介かいなことになる可能性が十分にあった。

　正教徒に牙きばを向ける異い端たんだと見なされれば、野犬を狩かる側がわから、狩られる側にもなりかねないからだ。そして問題をさらに厄介にしているのが、だからといって行軍をやめることもできないことだった。

　一つには騎士団の面子めんつゆえに。もう一つは、植民のために故郷を捨てて来た者たちの多くは、帰る場所がないからだ。彼らは騎士団を信じ、己おのれの運を信じやって来た。そんな連中が千を超こえており、新天地がなくなったと知らされれば、なにをしでかすかわからない。

　数多の戦いくさを経るたびに大きくなってきた騎士団は、失うもののなくなった人間が獣けものと変わらなくなることを、よく理解しているはずだった。

　この難しい状じよう況きようで、アイルゼンが試金石の使い勝手の良さに興味を示している。

　どれほど経験豊富な人間であろうと、未来の不確実さに対しては不安を拭ぬぐいきれないのか、さもなくば、単純に好こう奇き心しんで聞いているのか。

「閣かつ下かの慧けい眼がんをあてにしている身としては、あまり聞きたくもない台詞せりふですがね」

　弱音、とは言わなかったが、もちろんアイルゼンは含ふくみに気がついている。

　そして、そんなことでいちいち怒らないのも、手て練だれの交こう渉しよう役らしいところだ。

「使えるものはなんでも使うというだけのことだ。おい」

　アイルゼンは言って、部屋の隅すみに控ひかえていた若い文官に声をかけると、文官はすっと一枚の羊皮紙を差し出してきた。

「お前の望みのものだ。町に入る前になくすなよ」

　クースラは若じやつ干かん驚おどろきながらそれを受け取りつつ、わざとらしく卑ひ屈くつな感じに上うわ目め遣づかいにアイルゼンを見る。

「とはいえ、対価なしにってわけじゃないでしょう？」

　クースラが受け取ったのは、アザミの紋もん章しようの部隊の頂点に立つ、クラトール大公の名が入った、新しい町での行動の自由を保障する特権状だった。これがあればたとえ教会の中で焚たき火びをしたって許される。

　この特権状にひれ伏ふさない者は、騎き士し団に盾たて突つくのと同じことになるからだ。

　そして、これがあるかないかで、この先のことががらりと変わってくる。

　なぜなら、カザンの町には異教徒の残した山ほどの知識や技術があるはずで、その中には正教徒として受け入れがたいものもあるだろう。その手の知識などはどれほど貴重だろうとも、体面を気にする連中や、信しん仰こうを墨ぼく守しゆする異い端たん審しん問もん官どもが精査し、石いし蔵ぐらの中に封ふう印いんしたり、火にくべてしまう可能性がある。

　だが、クースラのような錬れん金きん術じゆつ師には、異教も正教も関係ない。己おのれの研究に益があるかどうかが問題なのであり、それ以外のことはなんだっていい。可能ならば、それらが封印されてしまう前に、その目で見て、覚えるか、複写を手に入れたかった。真っ先にカザンの町に入り、危険な知識が封印されてしまう前に手に入れるのだ。そのためには、まどろっこしい手続きなど無視して、様々なところに出入りする必要がある。

　クースラがアイルゼンのために小こ間ま使づかいのようなことをおとなしくしているのも、このためだった。

「当然だ。カザンの町での行動の自由を保障してやる代わりに、得た知識は遺い漏ろうなく私に流せ」

「……貴方あなた様には、もっと相応ふさわしい大錬金術師がいるかと思いますがね？」

　アザミの紋章の部隊には、そもそも正規の錬金術師として、博士の称しよう号ごうを賜たまわる人物がいる。

　クースラは本来ならばカザンに向かうことなどできなかったが、無理やりに自分をねじ込んだのだ。

「痴しれ言ごとを。宝ほう剣けんには宝剣の、人を斬きる剣には人を斬る剣なりの使い方がある」

　クースラも、当初自分たちが貢みつぎ物ものの鑑かん定ていに呼ばれたのは、てっきり雑用扱あつかいだと思っていたのだが、そうではない。どこの組織にも、政治力だけで上にのし上がる奴やつというのがいるのであり、それは錬金術師も例外ではなかったわけだ。

　とはいえ、誰だれかと誰かに取り入るだけで騎士団上層部に食い込めるなら、それはそれである種の錬金術ともいえるのだろうが。

「ただ、それを除いても気になりますがね」

　羊皮紙を懐ふところにしまいながら、クースラは言う。状じよう況きようが、クースラに深読みさせるのだ。

「カザンの町には長なが居いできないかもしれない、ということですか」

　クースラのような者に、あっさり行動の自由を渡わたしてしまう。それは、アイルゼンたちの焦あせりを匂におわせる。

　なにせ、ラトリア女王の改宗が世界に受け入れられれば、女王の治める町に無理やり入植することは教会の権けん威いに挑ちよう戦せんすることになりかねない。そうなればカザンの町に入った直後に追い出されることも十分あり得るし、その際に手ぶらだと目も当てられない大損害になる。

　だが、宝石や貴金属は持ち出せなくても、それ以上の価値を秘ひめる知識ならば別。

　部隊の進軍を司つかさどるアイルゼンの役職ゆえの、悪い可能性をも考こう慮りよした布石が見え隠かくれする。

　クースラは、じっとアイルゼンを見る。

　今、この行軍では、その「悪い可能性」についての噂うわさ話ばなしでもちきりだ。

「手元には常に最大限の用意をしておく必要がある。それだけのことだ」

　アイルゼンははぐらかした。

　ただ、クースラも深追いはしない。

「結構なことで」

　クースラは恭うやうやしく頭を下げ、関税所を後にしたのだった。







　関税所から外に出て、クースラはやれやれと自分たちの荷馬車に戻もどった。

　行く先のカザンの町や自分たちを取り巻く状じよう況きようは、アイルゼンの態度からなんとなく推おし量るしかない。もちろんアイルゼンの口からはっきりとした展望が聞けるなど思ってもいないし、手がかりは十分に得られた。それに、アイルゼンの考えがどうであれ、とにかく今はカザンの町での行動の自由を保障する特権状を手に入れられただけで、上出来だった。町までもあと数日なので、残りは酒でも飲んで寝ねて過ごそうと思っていた。

　だが、ふと、白い塊かたまりがなにやら火の周りでごそごそしているのに気がついた。

　昼飯の準備かとも思ったが、少し離はなれた場所では大おお鍋なべで食事を作ってひと儲もうけ企たくらんでいる商人連中がいる。味も値段もそちらを利用するほうが得なので、行軍以来ずっとそうしている。クースラたちも荷馬車に食料を積んではいるが、それらは長雨に降られても持ちこたえられるくらい保存性に優すぐれているものの、その利点は味と引ひき換かえだった。

　なので、炊すい事じをしているわけではないだろう。

　クースラは足を忍しのばせ、無防備な小さい背中の真後ろに立った。

「おい、なにしてるんだ？」

「ひゃっ!?」

　小さな悲鳴の直後、鍋かなにかがひっくり返った。焚たき火びに水がこぼれる独特の音と共に、灰が天高く舞まっていった。

「……ああ？」

　クースラが呆あきれ顔がおで舞まい上がる灰を見上げ、それからすとんと視線を下ろすと、火の前でうずくまり何事かをしていたそいつが恐おそる恐る振ふり向いた。

　真っ白い服は修道服で、肌はだも白い。その上、髪かみの毛までが真っ白なので、大きな緑色の瞳ひとみは殊こと更さらに目立つ。若い、よりも幼いという表現が未いまだにしっくりくるような少女は、名前をフェネシスという。

「火遊びしてるとな、寝ね小しよう便べんするぞ」

「そ、んなことしません！」

「それは火遊びの話か、寝小便の話か」

　クースラは真ま面じ目めに取り合わず、フェネシスの手元を見て、怪け訝げんに思った。

「鉛なまり？」

　そのわずかな間を得てようやく、フェネシスは少しだけいつもの調子を取り戻もどした。

「う……あ、あなた方が……怪あやしげなことをしていると、聞きました」

「……」

　クースラが無言で見つめ返すと、フェネシスは怒おこられた子犬のように怯ひるむ。

　クースラは小さくため息をつき、言った。

「イリーネがそう言ったのか」

　イリーネとは、この旅に同行している、フェネシスより二つか三つ年上の鍛か冶じ屋の娘むすめだ。

　フェネシスはクースラの質問に苦しげに目を逸そらす。そうだ、と答えれば告げ口のようになるかもしれないし、噓うそをつくのは神の教えに反するとでも思っているのだろう。

　見た目の悪くない小娘が葛かつ藤とうする様は見ていてそれなりに楽しいものだが、フェネシスは思いのほか早く決断を下したらしい。

　クースラを見ながら、言った。

「い、異い端たんの疑いがありますので、調べる必要があります」

「はっ」

　フェネシスがあまりに力んでそう言うので、クースラは思わず小さく噴ふき出した。

　すると、フェネシスも我ながら無理のある言い分だとわかっていたのだろう。途と端たんに顔を赤くしていた。

　出会った当初こそ、クースラたちを本当に魔ま道どうの住人だと思い込み、異端の証しよう拠こを見つけてやると息巻いていたが、錬れん金きん術じゆつ師の実体を知ってからはそんなことを思ってはいないはず。それどころか、フェネシスはクースラの相棒として活かつ躍やくできるくらいの、一人前の錬金術師になりたいとのことなのだ。

　では、フェネシスは無茶な言い分でなにを隠かくそうとしていたのか。

　クースラは、やれやれとフェネシスを見た。

「そういや、そのイリーネはどこだ？」

　話題と関係のないことを言われ、フェネシスは肩かた透すかしを食らったようにクースラを見る。

　ただ、目が合うとすぐに視線が泳ぎ、首をすくめている。

「……お、お昼の食事を作る手伝いに行っています……」

　クースラは、視線を炊たき出だしをやっているほうに向けるが、飯を求める連中が多すぎてイリーネの特とく徴ちよう的な赤い髪かみは見つけられない。確かに暇ひまならそこで手伝って小こ遣づかい稼かせぎもいいだろうが、野や盗とうと変わらない傭よう兵へいたちもうろつく中、小こ娘むすめが一人でホイホイ出歩くのは感心しなかった。

「たぶん、もうそろそろ戻もどって来る頃ころかと思いますが……」

「職人様はじっとしてられないってか」

　夜が明ける前から働きだし、夜半過ぎまで炉ろの前にいるのが鍛か冶じ職人。性格的にも、イリーネはじっとしていられないたち、というのはよくわかる。

　ただ、ここ数日の様子を見ていれば、それだけではない、というのもよくわかる。じっとしていられないのは同じだとしても、なにかを忘れようとしているような感じがあった。

「イリーネから聞いたんだろ？　これが占うらないだと」

「っ」

　フェネシスはびくりと体をすくませる。体のほうはそうでもなかったが、いかんせん、別の場所が目立っていた。

　フェネシスは修道服姿でヴェールを頭にかぶっているが、それは決して貞てい淑しゆくさを表すためだけにそうしているのではない。

　フェネシスのような小娘が、クースラたち錬れん金きん術じゆつ師と一いつ緒しよにいる理由。

　それは、フェネシスがただの小娘ではなく、ここよりはるかなる土地から連れて来られた人ならざる特徴を有した、呪われた血筋と呼ばれる存在であり、そのヴェールの下には尖とがった獣けものの耳があるからだった。

　そしてこの耳が、ただでさえ迂う闊かつなフェネシスの胸中を、いつもだだ漏もれにしている。

「……あ、あなたはウェランドさんと、占いをやっていたと聞きました。う、占いは、神の教えに反することです」

　クースラは、ため息をつく。

「気き色しよく悪いこと言うな。あいつと占いなんてするわけないだろ」

　ウェランドというのは、古い付き合いの錬金術師。港町グルベッティでは、短いながら二人で工こう房ぼうを構えていたし、これから向かうカザンの町でもそうなるだろう。

「で、でも」

　言いかけたフェネシスに、クースラは肩をすくめてみせた。

「俺たちが占いなんて信じるように見えるのか？　賭かけをしてたんだよ」

「……賭か、け？」

「溶とかした鉛なまりを水に注ぎ込んで、文字を書くってだけのことだ。うまくできたほうが面めん倒どうから放ほう免めんされる。そして、ウェランドの奴やつはあり得ないほどうまく文字を書きやがった。どんないかさまをしたのか知らんがな……。それで、結果、俺は四連続面倒事を引き受けて、ようやく今、その面倒から解放されてきたってわけだ」

　アイルゼンの小こ間ま使づかいをやって、カザンの町の様子やらを聞き出し、行動の自由の保障を得ること。いかさまだろうと、賭けに負けたのは事実なので、クースラはきっちり仕事をこなしてきたわけだ。

「ちなみに、ウェランドの奴やつもどこに行ったんだ？」

「……ウェランドさんなら……行列の、すごく、後ろのほうに行くと……」

「はあ？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスは自分が怒おこられたように首をすくめる。

「書しよ籍せきを扱あつかう商人さんがいるとかで……本を見に行く、と言っていました」

「人が働いているというのに、優ゆう雅がなもんだ」

　クースラはウェランドがいかさまをしていると思っているので、余計に面おも白しろくない。

　吐はき捨てるように言って、くつくつと火の上で煮にえている鉛に目を落とす。

　どうやらフェネシスがひっくり返した鍋なべは、水の入った鍋だったようだ。

「で、お前はなにを占うらないたかったんだ？　異い端たんかどうか調べるなんて噓うそだろ」

　クースラがずばり核心をつくと、フェネシスは哀あわれなほど動どう揺ようしていた。

　どうやら、あんな無ぶ様ざまでも隠かくしおおせたと思っていたらしい。

「どうせ、この先のことを占いたかったんだろ」

「うっ……」

　フェネシスは呻うめき、うつむいてしまう。

　修道服を身にまとっているのに占いに手を出すなどとは、という自責の念。あるいは、占いなどというもので未来を判じようとするのを、クースラが快く思っていないとよくわかっているのだろう。

　だが、そんなフェネシスを前に、クースラは笑わなかったし、怒らなかった。

　それは、クースラの中で、フェネシスの見方が少しだけ変わっていたからだ。数日前に、まさしく「こんな小こ娘むすめ」に見事してやられたことがその原因だった。

　あの時のフェネシスは、クースラに上から押さえつけられて、虐いじめられてからかわれて遊ばれる玩具おもちやではなく、己おのれの頭で考え、策を練り、自らの望む結果を引き出すために見事に立ち回った、一人の小さな錬れん金きん術じゆつ師だった。

　だから、フェネシスの策に見事に嵌はまってしまったと気がついた時、クースラを襲おそったのは頭が割れそうなほどの悔くやしさだけではなかった。悪い遊び仲間が増えたような嬉うれしさもあったのだ。

　フェネシスは、錬れん金きん術じゆつ師として、クースラの相棒になるのがお望みだという。

　それは呪のろわれた血筋として、ひたすらに命を狙ねらわれ、人々の顔色を窺うかがって生きてきた者からすれば、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自らの命も顧かえりみない無む鉄てつ砲ぽうさに対するちょっとした憧あこがれ程度のことなのかもしれない。

　ただ、動機などどうでもいい。

　問題は、そこに向けて前に進めるかどうかなのだ。

　そして、フェネシスは進む度胸と、才覚があった。こんな小さな体でも、成し遂とげたのだ。

　だから、多少の間ま抜ぬけさには目をつぶってやることにした。

　いざとなれば自分も舌を巻くほどの行動力があるのだからと思えば、その間抜けさもちょっとした愛あい嬌きようになる。

「鍋なべに水を入れろ」

「……え？」

「どうせ子供のお遊びだ」

　クースラは言って、フェネシスの隣となりに腰こしを下ろす。

　フェネシスはあわあわとしていたが、無視して話を続けた。

「鉛なまりは暖だん炉ろの火でも十分溶とける。それで水の中に溶かした鉛を注ぐと、色々な形に変わるってだけのことだ。おい、水を入れろ」

　クースラは、フェネシスが中身をこぼした鍋を押しつける。

　そして、言われれば勝手に体が動いてしまう素す直なおな娘むすめだ。とにもかくにもフェネシスが鍋に新しく水を注ぐ頃ころには、こぼした水のせいで弱まっていた火勢も元に戻もどっていた。クースラは手鍋を少し揺ゆすり、鉛の溶け具合を確かめる。

　そして、鉛の入った手鍋を持ち上げると、水の中にほんの少しずつ鉛をたらし込む。

　つい今しがたまで体を小さくしていたフェネシスは、溶けた鉛の挙動を目にすると、たちまち夢中で水の中を覗のぞき込んでいた。クースラがその横顔を見つめていても気がつかないほどだ。

　単純な奴やつ、と思う反面、何事にも興味津しん々しんな様子には、クースラも悪い気はしない。

　腕うではあっても好こう奇き心しんのない輩やからは、よき錬金術師にはなれない。

「……あの」

　と、フェネシスは水の中の鉛を見つめながら言って、ゆっくりと視線をクースラに向けた。

「こ、これは、どういう形になったら……その、どうなのですか？」

　クースラは、小さく肩かたをすくめた。

「知らんよ。占うらないは町の女どもがすることだ」

「……」

　フェネシスは、ややがっかりしたような顔をする。

　よほど未来のことを知りたかったらしい。

　クースラは、さすがに小こ言ごとを口にした。

「未来を不安に思うことそのものを馬ば鹿かにはしないがな、だからといって占うらないのようなものにすがるのは馬鹿のすることだ」

　クースラが言うと、フェネシスは首をすくめていた。

　ただ、フェネシスが抱いだいているだろう不安そのものは、もちろん理解のできるものだった。

　イリーネがじっとしていられず、炊たき出だしの手伝いに行っているのも同じことだろうし、アイルゼンが殊こと更さら居い丈たけ高だかに地元貴族に応対しているのも、根っこは同じこと。

　この植民は無事成功するのだろうか、と不安なのだ。

　してくれなければ、行くあてのなくなる者ばかりなのだから。

「不安に思うのは、決しておかしなことじゃない。だが、俺を罠わなに嵌はめた時も、ただ無む邪じや気きに結果を信じてたのか？」

　フェネシスはやや戸と惑まどってから、言った。

「……いえ」

「だろうな」

　クースラは面おも白しろくもなさそうに言う。

　フェネシスがクースラを嵌めた罠は、かいつまんで言えば、クースラはきっといい人だ、という期待に賭かけるものだった。貴族の女に手を出して、グルベッティの町に縛しばりつけられそうになった間ま抜ぬけで自じ業ごう自じ得とくのウェランドをクースラに助けさせようとしたり、秘密裏に採金を行う流る浪ろうの民たみたちを見逃のがすように仕向けようとした。どちらの結果も、今までのクースラならばあり得ないものになった。

　すべては、フェネシスがクースラはいい人だからこうしてくれるに違ちがいない、と期待を抱いてのこと。そして、クースラはあまり認めたくないが、フェネシスがそういう期待を持つ原因にいくつか心当たりがある。

　そういうわけで、他ほかのことでは間抜けなくせに、妙みようなところに目め端はしの利きくフェネシスは、自分の観察した事実から仮説を立て、うまく実行したというわけだ。

「だとしたら、今の状じよう況きようも同じことだ。事実を観察し、吟ぎん味みしろ。それから仮説を立て、特に大事なのはその検証だ。そうして初めて、なにかを言うべきだが、それにしたって予測はいつでも不確実さをはらむ。思い込み、というものは怖こわい。そして、本当に恐おそろしいのは、結果を見誤ることですらない」

　クースラが言うと、フェネシスは緑色の澄すんだ瞳ひとみをクースラに向けている。

　人の話はきちんと聞く奴やつだ。

「占いのような根こん拠きよのない予測で一番恐ろしいのは、一度そうだと思い込むと、なかなか振ふり払はらうことができないところだ。そのせいで、重大なことを見落としたり、都合よく解かい釈しやくするようになる。結果や原因が不確かな事象を扱あつかう際には、いつだって迷宮に入り込む罠わなが待ち構えている。そのうえ、道の先には人の悪意が待っていることだってあるだろうな」

　クースラは、フェネシスを馬ば鹿かにして笑いたいわけではないし、説教して優位に立ちたいと思っているわけでもない。

　せっかく自分の足で立とうとしているのだから、馬鹿な失敗をするなと言いたいのだ。

「だから、占うらないなんかで安易に未来を予測するな。ましてや、どうせいいことばかりを望んでそうするんだろう？　このくそったれな世の中じゃ、正気の沙さ汰たとは思えない」

「でも、少しくらい──」

　フェネシスは思わずといった感じで口を開き、クースラに睨にらまれて口をつぐむ。

　しかし、一度口をつぐんでから、視線を逸そらして、フェネシスには珍めずらしく、不ふ貞て腐くされるように言った。

「……あなたは、いつも、悲観的すぎる気がします」

　そして、ちらりと視線を向けてくる。

　安定した生活を送る町の職人なら、明日もいい日でありますようにと祈いのるのもいいかもしれないが、生あい憎にくとクースラは錬れん金きん術じゆつ師で、その工こう房ぼうにはいつだって悪意が忍しのび寄る。気を抜ぬいていいことなど一つもない。

　ただ、そんなことは何度もフェネシスに言った。

　それに、クースラの言いたいことは少しだけ違ちがっている。

「俺は悲観的じゃない。実際、この先のことはさほど心配していない」

「……」

　フェネシスは、やや戸と惑まどいを見せている。

　それから綺き麗れいな形の眉まゆをしかめたのは、またぞろクースラに煙けむに巻かれるのでは、と思ったからだろう。

「ただし、俺にはそれなりに根こん拠きよがある。お前が占うらないにすがるのとはまったく違う」

「……」

　しょげるフェネシスを横目に見つつ、クースラは鉛なまりを溶とかしていた焚たき火びに炭を足した。

　遠くから、うまそうな飯の匂においが漂ただよってくる。

「俺が、なんのためにアイルゼンの呼び出しに素す直なおに応じていると思ってるんだ？」

「え？」

　聞き返すフェネシスに、クースラはあからさまにため息をつく。

「私めがなんの仕事をさせられているか、ご存じですかね？」

　嫌いや味みったらしく言ってやると、子供っぽいフェネシスはすぐにむくれながら言った。

「か、関税所での吟ぎん味み、です」

「そのとおり。そして、そこで俺が鑑かん定ていしているのは土地の領主が差し出した貢みつぎ物ものについて、だ。本来は土地の領主が税を徴ちよう収しゆうする場所なのにな」

「……え？」

「恭うやうやしく膝ひざをついて挨あい拶さつするのは連中であって、騎き士し団の人間じゃない。わかるか？　土地の支配者が、自分の土地で揃そろって騎士団に敬意を表している。ここはもうラトリア国なのにな。その意味はなんだ？」

「……えっ……と……」

　フェネシスが、戸と惑まどうように視線を泳がせる。クースラはその隙すきを逃のがさず、意地悪くその顔にふっと息を吹ふきかける。

　フェネシスは驚おどろいて目を閉じ、顔を払はらってから、怒おこったようにクースラを睨にらむ。

　子供には、子供じみた意地悪だ。

「伝令官に頭を下げることに甘んじている奴やつらも、ラトリア女王の話はとっくに耳にしているはずだ。しかしそのうえでも、膝をつくのが賢けん明めいだと考えているんだよ。騎士団の権勢は未いまだ圧あつ倒とう的。そちらに頭を垂たれていたほうが得策だとな。よって、普ふ通つうに考えれば、騎士団がラトリア女王改宗なんて認めるわけがない。政治力を駆く使しして全力で阻そ止しするはずだ」

「……」

「そして、こういう根こん拠きよがあって初めて、この先にはさほど心配もないだろう、と思うべきだ。お前のように、無根拠に、いい加減に、能天気に、占うらないで手軽に未来を知ろうなんて思うのは根本から間ま違ちがっている」

　フェネシスは一言言われるたびに首をすくめ、最後には泣きそうなくらい身を縮めていた。

「俺は悲観的なんじゃない。慎しん重ちようなだけだ。そして占いに手を出そうとするお前は、楽観的というより迂う闊かつなだけだ。グルベッティや黄金の羊の時は……まあ、そこまでひどくはなかったが、とにかく大きな違いだな。わかったか？」

　理路整然と諭さとされて、さすがにフェネシスはしゅんとしている。

　ただ、正しいことを言われてへこむのは、それが正しいと理解できるからだ。

　その頭の良さも、素す直なおさも、悪いことではない。

　クースラはそう思っていたのだが、フェネシスはふと、クースラを見ずに口を開いた。

「あ、あなたの言うことは、正しい……と思います」

「思うじゃなくて、明らかに正しい」

　訂てい正せいすると、フェネシスはやや不服げに口をつぐむ。

　だが、それで黙だまり込みはしなかった。

「で、ですけど、検証しようのないことだって……あると、思います……」

　クースラはフェネシスを見る。フェネシスはクースラを見ず、視線を下げて炭火を見ている。

　クースラは数すう瞬しゆん考えて、聞いた。

「お前、なにを占いたかったんだ？」

　その言葉に、フェネシスはすねたような目を向けてくる。

　からかわれた時のように、少しだけ怒おこっていた。

「言いたくありません」

　そして、ぷいっとそっぽを向く。

　クースラは無表情のまま、フェネシスの耳をヴェールの上から摑つかんだ。

「言え」

「っ！」

　声にならない悲鳴を上げてフェネシスが身をよじる。

　強く握にぎったつもりもないが、敏びん感かんなところらしい。

　手を離はなすと、フェネシスは涙なみだ目めになってクースラを睨にらみ、頭を押さえている。
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「言えよ。なにを占うらないたかったんだ？」

　鉛なまりはまだ鍋なべに残っていて、火にかけられてくつくつと音を立てている。

　フェネシスはその鉛を見て、手元を見て、と視線を泳がせている。

　ただ、クースラが動かないので、結局諦あきらめたらしい。

　視線をクースラに向けなかったのは、せめてもの抗こう議ぎの表明だったのかもしれない。

「こ、この先も……」

　唇くちびるを尖とがらせて、言った。

「皆みなさんが、一いつ緒しよにいられるのかどうか……占うらないたかったんです」

　そして、最後に視線を上げてクースラを見る。

　クースラは呆あつ気けに取られ、とっさに表情を取り繕つくろえなかった。言葉を失ってしまったのは、そんなこと自分では思いつきもしないからだ。

　だが、いかにもフェネシスらしいといえばそうだった。無む邪じや気きで、なんの毒気もなく、ただ静かに、小さな幸せを望むような。しかも、言い方が「皆さんと」ですらない。自分は呪のろわれた存在だから、いつか必ず離はなれ離ばなれになってしまうことを無意識に前提しているような、「皆さんが」という言葉遣づかい。

　そんなフェネシスに対し、自分が冷たい理り屈くつの話を一方的にしたことに、クースラはなにか気き恥はずかしさのようなものを感じてしまっていた。

「それに」

　と、不意にフェネシスが口を開き、クースラは一いつ瞬しゆんたじろいだ。

　だが、クースラがフェネシスより明らかに優すぐれている点は、感情を表に出さないことだ。

「なんだ」

　短く言うと、フェネシスはゆっくりと視線を外し、言った。

「それに、あなたの方法論も正しいとは思いますが、だからといって、それがすべてだとは思えません」

「なに？」

「あなたは世界のことを……少し、悪く見すぎですから」

　フェネシスの目が妙みように自信に満ちていて、クースラが怪け訝げんに思った、その直後だ。

「事実の観察と、そこからの仮説……ですよね」

　緑色の瞳ひとみから、クースラは目が逸そらせない。

「この占い……いえ、賭かけについてですけど」

　クースラは、一瞬真顔でフェネシスを見据すえ、次の瞬間には目を眇すがめていた。

「どういうことだ？」

　クースラの反応で自信を得たのか、フェネシスは丸めがちだった背中を伸のばして言った。

「あなたはウェランドさんのいかさまを疑っていましたけど、そんなことはないと思います」

「はあ？」

「賭けの内容が、鉛なまりが文字の形になるかどうかなら、単純なことだと思います。町の女の人たちがよくやる占いなら、ウェランドさんは町の女の人たちと一緒にたくさんこの占いをやっていて、慣れていたのでは？」

「あっ」

　貨か幣へいを投げて裏表を当てるようなものは、慣れている奴やつがやると百発百中で裏表を操作できる。これならそういうこともできまいと思ったのだが、盲もう点てんだった。

　クースラが唸うなっていると、ふとフェネシスの視線に気がついた。

「……なんだよ」

　フェネシスは、にこりともしない。

「事実の観察と、仮説の検証です。でも、同じ事実でも、どんなことに注目するかは人それぞれだと思います。あなたはウェランドさんのいかさまを疑いましたが、私はウェランドさんはそんな人だとは思いませんから」

「ぐっ」

　自分の理り屈くつを逆手に取られた。

　大おお間ま抜ぬけにもほどがある。

「だとしたら、鉛なまりの形に未来の良い形を見みい出だすのも……その、少しくらいは許して欲しいです」

　フェネシスの、ささやかな抗こう議ぎ。

　占うらないにどっぷり嵌はまるわけではなく、ちょっとした慰なぐさめとして。

　クースラは、気き恥はずかしさの理由がわかった。遊びを遊びと理解できていなかったのは、占いに拒きよ否ひ反応を示していた自分のほうだったからだ。

　フェネシスは確かに、無む邪じや気きに今のクースラたちとの関係が続けばいいと願っている。

　だが、その無邪気さは決して、現実的なことを無視したうえでのものではないのだ。

「ただ、もしも本当にいかさまだとしたら……たぶん、知識のない私では気がつきません。ですから、そういう方向からはあなたの知識と経験、それに、観察眼が必要だと思います。ですけど……」

　と、フェネシスは気き遣づかうように言う。

「もう少しだけ……肩かたの力を抜いたらいかがですか？　もちろん、それが生き抜くための処世術、というのは私もわかります。ですが……それでもやっぱり、あなたはいつも苦しそうです」

　そんな台詞せりふを、自分が苦しそうに言う。

　そして、クースラは弱り切る。錬れん金きん術じゆつ師はいつも煙けむたがられ、猜さい疑ぎの目で見られ、雇やとい主ぬしからは道具のひとつして扱あつかわれる。そういう世の中を渡わたりきるために、人の感情に無関心になり、己おのれの利益だけを考え、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの粋すいを凝こらすようになった。その中で、こんなまっすぐな感情を向けられることなんて、クースラには皆かい無むだった。

　そう思い、クースラは、いや、と胸中で呟つぶやいた。

　あった。

　それは、クースラの心がフェネシスに初めて向いた時。《利子クースラ》のように振ふる舞まうことしかできない自分も、きちんと誰だれかを好きになれるのだと教えられた時のことだ。

　だが、とクースラは思う。その言葉に従うのは、なにかに負けるような気がしてならなかった。狼おおかみが犬に堕だしてしまうような気がしたのだ。

　クースラは苦々しくフェネシスを見返すものの、フェネシスは心の底から相手をいたわるような目でクースラを見つめている。そこには、純真さからくる澄すんだ色しかない。

　勘かん弁べんしてくれ、とクースラは対応に窮きゆうした挙あげ句く、フェネシスのその小さな鼻をつまんでいた。

「!?」

　驚おどろくフェネシスに、ぶっきらぼうに言った。

「大きなお世話だ」

　そして、フェネシスの鼻を右や左に引っ張り回し、フェネシスを怒おこらせてから手を離はなした。

　優ゆう越えつ感なんてない。

　ひどく負けた気分のまま、クースラは深いため息をついたのだった。







　しばらくして、赤毛の娘むすめイリーネが戻もどって来た。手には湯気が立ち上る鍋なべを提さげているので、昼飯も調達して来たらしい。

　焚たき火びの側そばに一人でいたフェネシスに何事か声をかけ、それから、ふと視線を荷馬車の荷台で酒を舐なめるクースラに向けてきた。非難がましい目をしているので、フェネシスがむくれている原因がなにか、多少のところを察したようだ。

　イリーネは鍋から四つの椀わんに麦むぎ粥がゆをよそうと、二つの椀を持って荷馬車のほうにやって来た。

「あんた、またどんな意地悪したの？」

　わざわざ荷馬車の荷台まで麦粥の入った椀を持って来てくれたイリーネだが、小こ言ごとも一いつ緒しよだった。

　しかし、クースラはもちろん説明を拒きよ否ひした。一体どうしたら、フェネシスに真正面から気き遣づかわれて対応に窮したから意地悪した、などと答えられるだろうか。

「……あいつが勝手に怒っているだけだ」

「まったく、悪戯いたずら癖ぐせが直らない見習いの小こ僧ぞうっこよね」

　鍛か冶じ屋の工こう房ぼうで働いていたイリーネは、世話焼きのお節せつ介かい気質。

　この間のフェネシスが仕し掛かけた罠わなも、このイリーネが後押ししたところが大なると聞いた。

　だとすれば、フェネシスがクースラに対して一歩も二歩も踏ふみ込むようになったのは、間ま違ちがいなくこの娘のせいだろう。鉄は量が倍になっても製せい錬れんの手順が変わることはないが、女はどうも数が増えると性質が変わるらしい。

　恐おそろしいことだ、とクースラは思う。

　ただ、溶とけたチーズのかかった麦粥の香かおりを嗅かいだら腹が鳴ったので、イリーネの持って来てくれた飯だけは受け取った。

　フェネシスをむくれさせるのはいつものことだと諦あきらめたのか、イリーネもそれ以上突つっ込んではこなかった。

「で、ウェランドさんは？」

「あいつなら列の後ろのほうに遊びに行ったとよ。いつ戻もどって来るんだかな」

「あれ……じゃあ、ご飯余っちゃうかな」

　と、手元のもう一つの椀わんに視線を落とす。

　イリーネは、フェネシスとは違ちがうところで隙すきだらけだ。

「嬉うれしそうに言うなよ」

「ど、どういう意味よ！」

　打てば響ひびく単純でわかりやすいイリーネは、酒場に出たらたちまち看板娘むすめになれるだろう。

　真っ白なフェネシスとは対照的なので、余計に二人は仲が良いのかもしれない。

「一人で食えないなら俺に寄よ越こせ。捨てるのももったいないだろ」

「……」

　イリーネはクースラを嫌いやそうに見てから、言った。

「半分こよ」

　食に意地汚きたないのは、大人数が共同生活する工こう房ぼうでの経験ゆえだろう。

　クースラは特に意地悪も言わずに無言でうなずいて、イリーネからもう一つの椀を受け取り、自分の椀にウェランドの分を半分取り分ける。

「ああ、それと、さ」

　と、イリーネはそんな折りになにかのついでのように言った。

「炊すい事じ場ばでも噂うわさになってたんだけど」

「あ？」

　クースラが胡う乱ろんな目を向けると、イリーネはやや怯ひるみつつ、続けた。

「カザンの町の状じよう況きようって、大だい丈じよう夫ぶなの？　あんた、アイルゼンとかいう奴やつの側そばで仕事してるんでしょ？」

　親方の未亡人だったがゆえに、イリーネは港町グルベッティの鍛か冶じ屋組合の長の地位に就ついていた。誰だれからも尊敬されず、辛つらい目に遭あっていたにもかかわらず、イリーネは弱音を吐はきはしなかった。その地位に就き、組合を治めるのが尊敬する職人である元夫との約束だと信じ込んでいたからだ。

　そして、そういう心こころ根ねの強いイリーネでさえ、先は不安らしい。それを、炊事場の連中の噂話に不器用にかこつけるあたり、あまり難しい噓うそはつけない性格なのだとよくわかる。

　そんなふうに分ぶん析せきするクースラは、一方で、このイリーネやフェネシスにしてやられることもあるのに歯は嚙がみする。歪ゆがみかける口元を木の匙さじを嚙んで誤ご魔ま化かし、わざとらしく肩かたをすくめてこう言った。

「やばい、どうしようもない、と言ったらどうするつもりなんだ？」

　イリーネは数すう瞬しゆんぎょっとしていたが、すぐにクースラを睨にらみつける。

「そういう冗じよう談だんやめてくれないかしら」

「お前は工こう房ぼうでわからないことがあった時、すぐ親方に尋たずねるのか？」

「うっ」

「目で見て盗ぬすめとよく言われたはずだ。甘えるな」

「……」

　論理的な能力では、もしかしたらイリーネよりフェネシスのほうが上かもしれない。

　イリーネも口は回るが、すぐに感情に邪じや魔まされてしまう。わかりやすい性格らしく、直情的なのだ。

「だから、俺をよく見て考えるんだな」

　そして、クースラがわざとらしい爽さわやかな笑え顔がおを見せると、思い切り嫌いやそうな顔になって歯を剝むいた。イリーネをからかうと、フェネシスをからかうのとはまた別な楽しさがある。

「今のところ、どうにかなりそうだがな」

「……」

　イリーネはクースラを見て、忌いま々いましそうにしている。

　クースラが肩かたを揺ゆらして笑っていると、ふと人ひと影かげが現れた。

「飯食ってるところ悪いな」

　クースラが視線を向ければ、傭よう兵へいらしい男が三人ほどいた。

「飯なら他ほかをあたってくれ」

「違ちがう違う。あんたらが木もく油ゆを持っていると聞いたんだが、分けてもらえないか」

　そう言う傭兵たちの手元には、使い込まれて元はなんの動物の皮だったかわからなくなっているような外がい套とうがある。

「木油？　ああ、タールのことか。あるぞ。おい」

　クースラがイリーネに向けて声をかけると、むすっとしていたイリーネは「えっらそうに」とかなんとか言いながら、傭兵たちから革かわの外套を受け取っていた。

「嬢じようちゃん、悪いなあ。午後はまた雨か雪になりそうだからよ」

「いいえ。私が不ふ機き嫌げんなのは、そこのいけ好かない奴やつのせいですから」

　傭兵らはきょとんとしてクースラに視線を向ける。クースラは別に相手にもせず、麦むぎ粥がゆをすすった。

　そんなイリーネはとにかく文句を言いつつも、傭兵たちの外套を受け取ると、荷台にひらりと飛び乗って、荷物を漁あさっていた。傭兵たちの言っていた木油、タール、あるいはピッチとも呼ばれるものは、特定の木を蒸むし焼やきにすることで得られる油の一種で、肉の保存だとか皮ひ膚ふ病を治すだとか色々用よう途とはあるが、油なので水も弾はじく。イリーネとウェランドが一いつ緒しよになって、グルベッティの工房で作っていたものだ。旅を始めてすぐに雨が降り、幌ほろに水が染しみ込むのを防ぐために塗ぬっていたのが噂うわさになったらしい。

　精製するのは難しくないが、手間と燃料代がかかり割と高価なので、貰もらえるなら貰っておこうというところだろう。クースラたちも、どうせ騎き士し団の金で作ったものなので、けちけちしなかった。

　クースラはそんなイリーネをよそに、ふと、イリーネと半分こにしたウェランドの分の麦むぎ粥がゆが置きっぱなしなのに気がついた。このまま冷ましてしまうのも忍しのびなかったし、そもそもこの麦粥はイリーネが労働の対価として貰もらってきたものだ。

　やれやれとクースラは立ち上がり、焚たき火びのほうに残りの麦粥を持って行った。

　そして、イリーネの椀わんに残りを移し、冷めないように焚き火の側そばに置いてやる。

　その間中、フェネシスはもそもそと木の匙さじで麦粥を食べながら、クースラをわざとらしく無視していた。

「おい」

　と言うと、フェネシスは猫ねこのようにびくりと反応する。

　それでも振ふり向かないあたりに、クースラは歪いびつに笑ってしまう。

　単純に子供っぽいフェネシスの反応が面おも白しろいのと、そんなフェネシスが自分を窮きゆう地ちに追いやることもある、という不思議さがないまぜになった笑えみだ。

「お前、タールのこと知らなかったよな。旅の時に雨はどうしてたんだ？」

　そして、クースラが当たり前のように質問すると、フェネシスのヴェールの下で、耳がよじれているのがよくわかった。喧けん嘩か中なのだから気安く話しかけるなと言いたいのだろうが、人の話を無視するのも嫌いやなのだ。

　もちろん、クースラはフェネシスのそういう反応が楽しくてわざと声をかけている。

　結局、フェネシスの中で、生き真ま面じ目めさが勝ったらしい。

　嫌そうに振り向いて、答えた。

「……普ふ通つうの油とか……あとは、同じ効能のあるものを使っていました」

「へえ……ん？　同じ効能？」

　クースラが聞き返し、フェネシスは会話が続いてしまう言い方だった、という自分の過あやまちに気がついたらしい。

　頭痛を堪こらえるように眉まゆ根ねに皺しわを寄せていたが、「どういうことだ？」と重ねて尋たずねるクースラに、意地を張るのを諦あきらめたようだ。

「……タールというものとは別のものだったと思います」

　そう言って、木の匙を椀に戻もどした。

「確かに、ああいう油はあるのですが、木から採るのではなくて、小さな川とか……池とかで採れるものです。水に浮いているところを麻あさ布ぬのでたくさんかき集めて、水を切ったものです。もっと真っ黒で、変な匂においのする、よく燃える油でした」

　フェネシスは、この地からはるか南に下り、さらにそこから気が遠くなるくらい東に向かった地からやって来た。その地方を席巻するのは灼しやく熱ねつの太陽と、どこまでも続く砂と岩の荒こう野やだと聞く。

　クースラは、軽く顎あごを上げた。

「聞いたことがある。タールとほとんど同じ効能で、岩から採れる油があると」

「はい。石の油ともいわれていました。でも……確か、瀝れき青せい、と呼ばれていることのほうが多かったです」

「ああ、瀝青か、思い出した。一度か二度、お目にかかったことはあるが、小こ瓶びんに入っていた程度だからな……。この辺じゃまったく手に入らない代しろ物ものだ」

「……」

　クースラが話していると、ふとフェネシスの視線が遠くなっていた。

　ここではないどこかを見ているようで、クースラはその目を覗のぞき込むように言った。

「どうした？」

「え？　あ、いえ……」

　フェネシスは我に返ると、ほんの少しだけ恥はずかしがるように、こう言った。

「昔のことを、少し……」

「昔？」

「はい。昔、瀝青の湖を見たことがあるんです」

　まさか、とクースラは思いつつも、フェネシスはここからはるか彼方かなたの遠方からやって来たことを思い出す。ほとんどおとぎ話でしか語られないような距きよ離りを経た場所だ。

「日差しの強い日には息もできないほどの悪あく臭しゆうでしたが、いつも湖のどこかが燃えている光景は、ものすごく不思議なものでした……。朝も、昼も、夜もずっと燃えている様子は……この世の終わりのような、それでいて、始まりのような……」

　当時のことを思い出しながら話すフェネシスの横顔は、クースラが見たことのあるものだった。それは、己おのれの身に降りかかる様々なことなどどうでもよくなるくらいの、世界の不思議に触ふれたことのある者の顔だ。

　ただ、フェネシスはふっと自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えみ、小さく言った。

「信じていただけないと思いますが」

　燃える湖の話など、普ふ通つうに考えれば無学な娘むすめの見た幻げん想そうだと言われるだろう。

　だが、クースラはまさしく、その幻想としか思えないことを追いかけるのに人生のすべてを費ついやす、錬れん金きん術じゆつ師なのだ。

「いや」

「え？」

「その話、詳くわしく聞きたい」

　フェネシスは、きょとんとクースラを見つめ返している。

「瀝青の湖だと？　大きさは？　詳くわしい場所はわかるか？　魚は住んでいるのか？　その瀝青はどこかから流れ込んでいたのか？　それとも、地面から湧わき出してくるものなのか？　一部が燃えているというが、どうして全体が燃えないんだ？」

　クースラの矢や継つぎ早ばやの質問に、フェネシスは目をぱちぱちさせている。

　だが、火がついたのはまさしくクースラの好こう奇き心しんだ。燃える湖のような存在がこの世にあるのなら、他ほかになんだってありうるはず。そのことは、この世はつまらない場所ではなく、歯を食いしばってでも生き延びるに値あたいする、不思議に満ちた場所なのだという何よりの証あかしになる。

「で、ですが」

　と、勢い込んで尋たずねるクースラに、フェネシスは身を引きながら、そう言った。上うわ目め遣づかいに、困ったような、あるいは、少しだけ非難するような目をクースラに向けている。

　そして、こんなことを言う。

「ですが……あなたは、私の話を真ま面じ目めに聞かないじゃないですか。そんなあなたには……は、話したくありません」

　つい先刻、フェネシスの真しん摯しな気遣いに対し、クースラはその鼻をつまんで振ふり回した。

　フェネシスの、正当といえば正当な意い趣しゆ返し。

　だが、わがままさでいえば王にも匹ひつ敵てきする錬れん金きん術じゆつ師だ。

「お前に興味はないが、お前の見てきたことになら興味がある」

「なっ」

　フェネシスは背筋が伸のびるほど呆あつ気けに取られていたが、クースラは自分の分の麦むぎ粥がゆが入った椀わんをずいっとフェネシスに近づけた。

「ほら、チーズをやるから話せ」

　ずいずいとチーズを分けてやると、フェネシスは怒ど鳴なりだす寸前のように大きく息を吸って、結局、脱だつ力りよくと共に息を吐はいていた。

「あなたは……最低です……」

「今まで俺のなにを見てきたんだ？」

　フェネシスは半目になって、むくれるようにクースラを見つめている。

「……意地悪」

　です、という語尾のない、女の子のような一言。

　だいぶ勇気を振り絞しぼって言ったらしく、フェネシスは視線を逸そらしたのに、不安そうにもう一度クースラを見る。

　クースラは、真顔で言った。

「意地悪じゃない。錬金術師だ」

　フェネシスは心底嫌いやそうな顔をして、でも、クースラから視線を逸らさなかった。

「……あくまで、私が見た話ですから」

　素す直なおな娘むすめだ。

「もちろん」

　クースラは鉛なまりを金きんに変える錬れん金きん術じゆつよろしく、自分の表情を笑え顔がおに変えた。

　フェネシスはやっぱり嫌いやそうだったが、最後には諦あきらめをたっぷり混ぜたため息をついて、でもどこか嬉うれしそうに、とつとつと昔見た光景を話し始めたのだった。







　イリーネが傭よう兵へいたちの外がい套とうにタールを塗ぬり終わる頃ころには、フェネシスから不思議な燃える湖の話を聞き出し終わっていた。

　炊たき出だしの手伝いだけでは物足りなかったのか、力仕事を終えたイリーネはだいぶすっきりした感じだったが、焚たき火びの側そばに戻もどって来ると途と端たんにその顔が訝いぶかしげなものになった。

　自分の話を聞いてもらって機き嫌げんを直したフェネシスが、最近淹いれ方を覚えた茶を、甲か斐い甲が斐いしくクースラに淹れていたからだ。

「悪い男に引っ掛かからないか本当に不安だわ」

　フェネシスが荷馬車の荷台に茶葉をしまいに行ったところで、イリーネが当てつけのように言った。

「ウェランドとかな」

「ウェランドさんならまだましね」

　クースラは、肩かたを小さくすくめておいた。そのウェランドが帰って来たのは、結局夜になってからだった。どう言いくるめたものなのか、山ほど書しよ籍せきを持って来た。カザンに着いたら返すとかなんとか言ったのだろうが、果たして。

　クースラですらやや呆あきれるくらい図ずう々ずうしいウェランドだが、書籍に対する興味はまた別の話だ。クースラも熱心にあれこれ見ていると、ウェランドはそのうちの一冊さつを手に取って、同じように興味津しん々しんだったフェネシスに差し出した。

「ほら、これはウルちゃんに」

「へ？　私に、ですか？」

　きょとんとするフェネシスに、ウェランドはにこにこと笑いながら本を渡わたす。戸と惑まどうフェネシスが恐おそる恐る本を開くと、見事な挿さし絵えがクースラにも見えた。

「これって……」

「カザンとか、この近辺にまつわる民話や伝説を集めた本だってさあ。ウルちゃん、こういうの嫌きらいじゃなさそうだからねえ」

「……」

　フェネシスは、ぼんやりした顔のままウェランドを見て、手元の本に目をやる。

　そして、もう一度ウェランドを見て、柔やわらかく笑った。

「ありがとうございます」

「なあに、別にどうってことないよお」

　ウェランドはとことん女たらしらしい。

「イリーネちゃんにはこっち」

「その呼び方やめてもらえます？」

　確かに腕うでは一人前以上の職人だが、自分の若さも自覚しているイリーネは、ちゃんづけで呼ばれてやや不ふ機き嫌げんそうだった、が、本はおとなしく受け取っていた。

　そして、本を開くと、意外そうな顔をした。

「あれ、これって」

「料理の本だよお」

「料理？」

　聞き返したのはクースラだ。そんなものをどうしてイリーネに？　と思っていると、ウェランドが笑いながら言った。

「ほら、イリーネちゃん、よく商人連中の炊たき出だしに参加してるだろお？　興味あるのかと思ってねえ」

「あ、や、それは」

　イリーネは戸と惑まどった。クースラも、見当はずれなウェランドの推すい測そくに、ちょっと珍めずらしいものを見たような思いがした。イリーネは、小こ遣づかい稼かせぎか、暇ひま潰つぶしか、さもなくばこれからのことが不安で、気を紛まぎらわせるためにそうしていたのだから、ウェランドの見立ては明らかに間ま違ちがっている。

　クースラはそう思っていたのだが、イリーネは本を胸に抱だくようにして、はにかみながら、こう言った。

「……あ、ありがとう」

　しかも、初めて贈おくり物ものを貰もらった乙おと女めのように、恥はじらいながら、嬉うれしそうに礼を言っている。クースラがイリーネの予想外の反応に驚おどろいていると、ウェランドは当たり前のような顔をしてうなずいている。

「なあに」

　嬉しそうな女二人と、得意げなウェランド。

　女たちの気き心ごころなどかけらもわからなかったクースラは、なにか面おも白しろくない。

「で、俺にはなにかあるのか」

「ああん？　本は後で返すんだから、汚よごしたりするなよお」

　ウェランドは、嫌いやそうに言う。間違いなくわざとだとわかるのだが、女二人がそんな様子にくすくすと笑うので、余計に面白くない。

「グルベッティでの恩を忘れたのか？」

　クースラが言うと、ウェランドは肩かたをすくめて、ひょいと手を伸のばすとフェネシスの小さな肩かたを抱だいた。

「ウルちゃんが助けてくれたって聞いたけど？」

　フェネシスはやや驚おどろきながらも、今はもう初対面の時のようにウェランドのことを恐おそれてはいない。肩を抱かれたまま、くすぐったそうに笑っている。

「私もそう聞いたわ」

　いい気味ね、と言いたげな目をして、イリーネまで尻しり馬うまに乗る。

「……」

　クースラは口を開けば藪やぶ蛇へびだと思い、無言で本の山から一冊さつ取って、硫黄いおうについて論じたその書物の世界に、無理やり没ぼつ頭とうしたのだった。







　どれだけ先が見えなかろうと、前に進んでいればなにかしらの結論が得られるものだ。そのことを証明するかのように、クースラたちはカザンの町が見下ろせる丘おかの上に立っていた。

　それまではひたすらに続く平原だったのに、二日ほど前から神が仕事をしだしたのだ。

　そして、丘の上から眺ながめるカザンの町と、その後ろに広がる大鉱山地帯は、古いにしえの神々の労作といっても差さし支つかえない光景だった。

　そろそろカザン近きん郊こうなのではないか、という憶おく測そくはちょくちょく出ていたが、自分たちがカザンの目と鼻の先にいる、と教えられたのは昨晩のことだった。

　おそらく、アイルゼンたちはぎりぎりまでカザンの町に入るかどうかを検けん討とうしていたのだろう。カザンの町がまだ遠くにあると思えば、それだけ引き返しやすくもなる。近くにあると思えば、制止を振ふり切ってでも近づいてしまうかもしれない。

「まるで城じよう塞さいね」

　冷たく乾かわいた風に吹ふかれ、髪かみを押さえながらイリーネが言った。

「遺い跡せき、のほうがしっくりこないかよお」

　ウェランドはそう言ったが、クースラはどちらもあてはまる、と思った。

　カザンの町は、大鉱山地帯の入り口で、門のように作られた町だった。

　市し壁へきは高く、巨きよ大だいな町をぐるりと取り囲んでいる様子は、堅けん固ごな城塞のようだ。また、町の色も近くの岩山と似通っているため、何百年と風に晒さらされた遺跡のようでもあった。

　今はそこに、カザンの町を陥かん落らくさせた、千を超こえる騎き士し団の兵力が駐ちゆう留りゆうしているという。

　また、町を陥落させたといっても、それは町の運営をラトリア女王に代わり取り仕切っていた参事会と呼ばれる組織を解体し、戦いくさに従事した者たちを追放しただけのことで、町にはまだ二千を超える者たちが残っているという。

　ただ、カザンの町を陥落させたのち、町の竈かまどの数や、空き家の数を調べ上げていた騎士団の人間の報告によれば、植民団の者たちが新たに住む家も、職も、十分にあるとのことだった。

　その報告がなされた時、部隊の面々は諸もろ手てを挙げて叫さけんでいた。

　賭かけに勝った瞬しゆん間かんだった。

　そして、カザンの町やラトリアの政治的な状じよう況きようも、ラトリア女王改宗の報で動どう揺ようしていることもなく、入植の既き成せい事実を作り上げてしまえばどうにかなるだろうとのことだった。

　おそらくアイルゼンたちはひっきりなしに早はや馬うまを飛ばして、各地の様子を知るためにあちこちに駐ちゆう留りゆうする騎き士し団の勢力と連れん絡らくを取り合っていたはずだ。

　また、道中貢みつぎ物ものを手にやって来る貴族たちの態度も見極きわめ、大だい丈じよう夫ぶ、と判断したのだろう。

　幸運は思いのほかある。

　そんなことを信じているフェネシスは、もちろん、カザンの町のほうを熱心に見つめていた。

　イリーネに至っては、じっとしているのが我が慢まんできずに荷馬車から降りている。

「総員！　前進！」

　騎兵の誰だれかが、旗の付いた槍やりを振ふりながらそう叫んだ。

　人々が歓かん声せいを上げずにしずしずと動きだしたのは、期待と嬉うれしさで叫ぶことすらできなかったからかもしれない。

　クースラたちも、その流れに混じって進んで行く。

　そしてもちろんクースラも、町の市し壁へきを越こえた直後にどうするべきかの計算で頭がいっぱいだった。

「あなたは、町に入ったら、どうするんですか？」

　そこにふとそんな質問を向けられて、クースラは数瞬、まじまじと相手の顔を見つめていた。

「……あ？」

「えっ……と」

　と、フェネシスはクースラの反応が意外だったようで、戸と惑まどっている。

　ただ、それはクースラも同じだ。

「昨日の夜に説明しただろ？　ウェランドの野や郎ろうと一いつ緒しよに、貴族や商会の書庫に押しかける。お前も仕事するんだぞ。いつなにが起こるかなんてわからんからな」

　クースラが言うと、フェネシスは目をぱちくりとさせて、困ったような顔で顎あごを引いた。

「あ、えっと……そうではなくて……」

「俺なら、戦争で傷ついた心に苦しんでいる可か愛わいい女の子を探すかなあ」

　不意に会話に割り込んできたウェランドが言った。

「それで、花でも捧ささげるよお」

「もう、ウェランドさんはまた……そういう冗じよう談だんはよくありません」

　フェネシスは呆あきれるような目をウェランドに向けるが、ウェランドはそんな視線を向けてもらって心底嬉うれしそうにしている。

　クースラは、冷めた視線と、冷めた言葉を向けた。

「どうもしやしない。見るべきものをひたすら見るだけだ」

　それは別に、浮かれているウェランドやイリーネや、それにフェネシスへの当てつけではない。自分はそのためにこんなところまで来たのであり、そのために生きているのだ。

　片かた時ときも時間は無む駄だにしない。

　時間を無駄にすれば、それだけマグダラが遠くなるのだから。

「クースラは真ま面じ目めだねえ」

　ウェランドは呆あきれ、それから、視線をフェネシスに向けた。

「ウルちゃんはなにかしたいことがあるのかよお」

　フェネシスは、頑かたくななクースラに少し悲しそうな目を向けていたが、ウェランドに聞かれると、照れたようにはにかんだ。

　どうやら、なにかしたいことがあったので、呼び水としてクースラに話を振ふったらしい。

　へたすぎて気がつかなかった、とクースラは胸中で一人ごちる。

「あの、見たいものがあります」

「おや、なにかなあ」

　工こう房ぼうの中で作業している時と違ちがって、外にいる時のウェランドはただの女好きの尻しり軽がる男おとこだ。フェネシスとの会話が楽しくてしょうがない、といった感じだが、それに呆れているクースラも、フェネシスの見たいものとやらには少しだけ興味を引かれて、横目に盗ぬすみ見る。

「この、お借りしている本に載のっていたのですけど、カザンの町にはたくさんの古い伝説があるって」

「ああ、そうだねえ。元々ここはラトリア国ができる前からの鉱山だからねえ。五百年以上前に、東からたくさんの移民が来て以来らしいねえ」

「そうなのですか？」

「まあ、聞きかじりだけどねえ。それで？　ウルちゃんはなにが見たいんだって？」

「あ、はい。えっと……これなんですけど」

　と、フェネシスは荷馬車の荷台に置いていたものを、背せ伸のびして手に取った。必死な様子で大きな本を持ち上げる様は、見ていると意地悪したくなるな、とクースラは無言で思う。

　だが、ウェランドがいるし、イリーネも荷馬車に戻もどって来たのでおとなしくしていた。もちろんそんなことに気がつかないフェネシスは、本を開いてウェランドにその頁ページを見せた。クースラも視線を向けると、いくつかの挿さし絵えが見えるが、挿絵というより、それはなにか別の絵の模写のようだ。たくさんの人と、なにか竜りゆうのような化け物の絵。そして、竜が炎ほのおでも吐はいているのか、英えい雄ゆうらしき男が大きな盾たてを持って耐たえている。

「へええ？　ウルちゃん、こういうのに興味があるのか。意外だねえ」

　確かに、それは小こ僧ぞうが読んで喜ぶ冒ぼう険けん譚たんの類たぐいのような気がする。

　ただ、竜と勇者の周りには見物人がいて、どことなく吞のん気きな雰ふん囲い気きもあって、まるで見世物のようだ。もしかしたら、フェネシスはそのゆるい感じに惹ひかれたのかもしれない。

　はにかみながら、こう言った。

「えっと……でも、これが見たいんです。町の中の、元々そこも鉱山だった場所に、描かかれているって」

「ふうん」

　ウェランドはうなずき、本から顔を上げると、フェネシスに向かってニコリと笑う。

「じゃあ、俺が連れて行ってあげるよお」

「え、本当ですか？」

「技術書の類たぐいを見るのもいいけど、鉱山跡あとを見ればたくさんのことが学べるからねえ。もののついでだよお」

「ありがとうございますっ」

　フェネシスは満面の笑えみで礼を言って、ウェランドは満足げにうなずいている。ただ、ちらりとクースラに視線を向けたので、どうもわざとのようだ。

　クースラはウェランドの鬱うつ陶とうしさと、フェネシスの無む邪じや気きさのどちらにも苦々しいものを感じつつ、イリーネの目もあるので決して顔に出すまいと無視を決め込んでいた。

　そして、一行がにわかに騒さわがしくなったのは、ちょうどそんな時のことだ。

　アザミの紋もん章しようの部隊の中でも、真っ先に町の中に入る先せん遣けん隊、その最さい先せん鋒ぽうに立つアイルゼンが、カザンの町の門を開かせたのだ。

　人々は、自分たちの新しい世界が広がる瞬しゆん間かんをそこに見たことだろう。

　クースラも、もちろん例外ではない。

　カザンに残されている異教徒たちの知識や技術。そこには、自分の知らない新しい世界が待っている。

　はやるな、とクースラは自分に言い聞かせる。

　だが、他ほかの人々と同様に、クースラもまた、膨ふくらむ期待を抑おさえ込むことは不可能なのだった。
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　カザンの町は、山から流れ出るなにかを受け止めるように作られた町、と説明するのがよいかもしれない。他ほかの鉱山町は、鉱山にまさしく接するように作られているのが普ふ通つうだが、カザンは何百年と続く採さい掘くつのせいで、今まさに採掘している山そのものは町のはるか北側がわに後退してしまっている。

　長い年月をかけて削けずられた山の移動に、町は取り残されたわけだ。

　そのため、山と町との間には、かつては山だった名残なごりが窺うかがえる丘おかが存在し、その様がまるで海に流れ込む直前の川の三さん角かく州すを思わせた。

　それほど肥ひ沃よくな鉱脈を有するためか、市し壁へきは金のかかった頑がん丈じようそのものの石壁で、よくもまあここを陥かん落らくさせたものだとクースラは感心する。その市壁には、攻こう城じよう戦せんの跡あとが生々しく残っていた。そんな傷だらけの分厚い市壁を越こえて町に入ると、そこは見たこともない石の町だった。一つの大きな岩を鑿のみで削けずって町の形にしたのでは、と思ったほどだ。

　ただ、町全体が作り物めいた印象を与あたえる原因は、総石いし畳だたみの道とは別にあるのだとすぐにわかった。活気がないのだ。

　人の気配そのものは、ある。

　だが、彼らは皆みな、敵国から新たにやって来た連中を恐おそれて、扉とびらを閉じて息をひそめている。

「歓かん迎げいはされてないみたいだねえ」

「そりゃあな。俺たちは侵しん略りやく者だ」

　荷馬車を降りて歩きながら、クースラとウェランドはそんなやり取りを交かわした。

　女二人は幌ほろの掛かかった荷台に隠かくれさせている。ついこの間まで戦場だった場所だ。騎き士し団の兵力が駐ちゆう留りゆうしているとはいえ、負けた残党がやぶれかぶれで襲おそってこないとも限らない。傭よう兵へいたちも、一様にいつもの軽口は鳴りを潜ひそめ、油断なく辺りを見回している。

　町角のあちこちにもこの町を陥かん落らくさせた騎士団の騎士や傭兵たちが見張りに立っていて、ここがまだ戦いくさの事後処理を終えていないことを物語っている。

　クースラはそんな様子を眺ながめながら、小さく呟つぶやいた。

「ただ、少し意外だな」

「んん？　なにがだよお」

「あいつらさ。見張りに立っている連中」

　クースラは、顔に包帯を巻いたり、まだ傷きず跡あとが生々しい騎士団の騎士や傭兵に視線を向ける。彼らからすると、アザミの紋もん章しようの部隊は、戦が終わってからやって来た気楽な連中に映るだろう。だから、もっと敵意のこもった眼まな差ざしがくるかと思いきや、ほっとした顔をしていたのだ。

「ここは遠い異国の地だからねえ」

　ウェランドは、そんなことを言った。

「攻せめ落としたはいいものの、心細かったんじゃないかなあ」

「そういうものか？　歴戦の猛も者さどもだろう」

「そりゃあ、そうだけどさあ、南の地には、こんな石造りの冷たい町はないし、ここの空はずっと鉛なまり色だしねえ。食べるものだって、酒だって違ちがうだろお？　クースラはそういうのまったく気にしなさそうだけど」

「ふん。なるほどな」

　クースラは人の思おも惑わくには理解が及およんでも、そういう機き微びには思いが至らない。

　ただ、そうなると、フェネシスは命がけの逃とう避ひ行こうの間、ずっとそういう心細さを感じていたのだろうか、と思った。

「だから、ウルちゃんがいかに強い子だったかってことだねえ」

　クースラはまさしくフェネシスのことを考えていたので、ややどきりとする。

「聞いた話じゃあ、本隊がこの町に到とう着ちやくし次し第だい、宴えん会かいだってさあ。舌に慣れた南の地の飯を振ふる舞まって英気を養うんだとよお」

「参加するのか？」

　クースラが半目に尋たずねると、ウェランドはにんまりと笑う。

「まさかあ。この町の本格的な調査やなんかは宴会の後になるだろうからねえ。その機を逃のがすわけないだろお？」

「せっかくグルベッティで助けてやったんだからな。せいぜい役に立ってくれよ」

　クースラが嫌いや味みを向けると、ウェランドは当然のように、笑え顔がおのままだった。

「あれがきっかけでウルちゃんと仲良くなったみたいなのに、そんなこと言うのかよお」

「なっ」

　にを馬ば鹿かなことを、と言おうとしたのに、口が回らなかった。

　確かに、ウェランドのあの一件がなければ、フェネシスとあれこれぶつかることもなく、フェネシスがそのしたたかさを見せてくれることもなかっただろう。

　ただ、それをまるで自分の手て柄がらのように言うウェランドの神経には、毎度のことながら恐おそれ入る。クースラは、餌えさを取り上げられた野の良ら犬いぬみたいな目を、ウェランドに向けた。

「お前、いつか覚えてろよ」

　ウェランドは、爽さわやかな笑えみで、返事とした。

　そんなやり取りをしながら、一行はカザンの町の中心部にたどり着く。

　そこには金回りの良い町に相応ふさわしく、溜ため池いけと噴ふん水すいがあった。技術力の高さと、戦いくさになる前の栄えい華がをしのばせる。噴水は、圧力のかかった水を遺い漏ろうなく通す管が必要になるため、手間も、金もかかる代しろ物ものだ。

　ただ、噴水がいくら金のかかる代物とはいえ、クースラたちも見慣れている。なのになお言葉を失ってしまったのは、その噴水の形ゆえだった。

「竜りゆうの形の噴水とはねえ」

　ウェランドが、顎あご髭ひげを撫なでながら言う。

　溜め池の真ん中には、人よりも大きな竜の銅像が空を向いて口を開けている。

　そして、その口の先から水が出る仕組みのようで、口元から行く筋もの水あとがついている。

　いかにも異教的な象しよう徴ちように、他ほかの連中も目を剝むいていた。異国に来たのだ、とこれ以上強きよう烈れつに示す例も他にないだろう。

　クースラたちは、そんな竜の噴水が鎮ちん座ざする広場に設けられた臨時の指令所で、割わり振ふり先の宿とこれからの仕事を聞いた。

　ただ、クースラたちが錬れん金きん術じゆつ師だと名乗ると、書記官は怪け訝げんな顔をした。

「マーカス・ロイド博士はご高こう齢れいだと聞き及およんでますがね？」

「そいつは宝ほう剣けんだ。俺たちは斬きれるほうだよ」

「……」

　連れん絡らくの不備は日常茶さ飯はん事じ。相手はそれ以上疑うことも、確かく認にんを取ろうともしなかった。

「それならこの宿に」

「それと、俺たちは町に残された書物の下読みを任されている。もちろん、英えい雄ゆう譚たんのことじゃあない。鉱山や冶や金きんに関する本や羊皮紙なんかが集められてる場所があるだろう。そこを教えて欲しい」

　書記官は、クースラ、ウェランド、クースラと見比べて、小さくため息をついた。

「そこに町の地図がありますから、担当の人間から聞いてください」

「あんた、陥かん落らく後からここにいるんだろ？　結構な量だったか？」

　はやるクースラの質問に、書記官は肩かたをすくめた。

「まだ貴族の屋や敷しきの床ゆか板いたは剝はがしてませんから、なんとも」

　書記官はそう言った。ずいぶん若いが、攻こう城じよう戦せんの部隊に随ずい行こうしてこの町に入って来ているせいか、錬れん金きん術じゆつ師が相手でもかけらも怯ひるまない。

「わかってると思いますが、ちょっとでも変わったものがあったら、異い端たん審しん問もん官たちに回すこと。隠かくし事ごとをすると、ためになりませんよ」

「それは神様に言ってくれ。あいつらこそ、たくさんのありがたいものを隠している」

　クースラの軽口に書記官は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、「ああ、それと」と言った。

「町には一時滞たい在ざいですか？　それとも？」

「工こう房ぼうを貰もらえることになっている」

　クースラはもちろん、臆おくすることなくそう言った。

「そうですか。なら、名前をここに」

　分厚い台帳を取り出して何頁ページかめくると、空いているところを指差した。この町の市民になる人間の名を、順に書き込んでいるらしい。まだ紙は真新しく、カザンの町はこれから新しく生まれ変わるのだということを意識させる。

　それに、そんな大事なことをこうもいい加減な流れ作業でやってしまうあたり、掟おきてと慣習でがんじがらめになった古い町とは根本的に異なっていることを実感する。普ふ通つうの町なら、町の市民台帳に名前を書くには越こえなければならないものが山ほどある。

　ましてやそこで出世しようと思えば、何年も我が慢まんして、精進を怠おこたらず、ひたすらに従順であり続け、ついに人生の最後になってようやく、ということになる。それが、おそらく今ここでは、実力のある奴やつ、要領のいい奴、そして、単に運のいい奴らが良い席を手に入れることができる。

　クースラは羽根ペンを受け取り、自分の名前を書き、ウェランドに渡わたしてウェランドも名前を書く。そして、書記官が納なつ得とくしかけたその瞬しゆん間かん、もう一度ペンを借りた。

「これを忘れていた」

　助手二人の名前。この台帳に名前があるかないかで、将来なにかあった際に大きく状じよう況きようが変わるはずだ。

　書記官はどうでもいいと言わんばかりだったが、ウェランドは、へえ、と小さく笑っていた。

「クースラ、以下四人ですね……。まあ、町の復興に人手はいくらあっても足りませんから。きりきり働いてください」

「お任せあれ」

　いたずらっぽく答えたのは、ウェランドだった。







　いったん宿に入り、厩うまやに荷馬車を置いてから、幌ほろを開けた。ずっと町の様子を見られなかったのが不満だったのか、少女二人は外に出るとわざとらしく大きな深呼吸をする。

　もちろん、顔には不満と同じくらいの、好こう奇き心しんと興奮が満ちている。

「では、早さつ速そくお仕事ですね？」

「居い眠ねむりしたら耳に指を突つっ込むからな」

　以前はこれで顔を青くしていたのに、フェネシスは首をすくめて笑うだけ。

　本当に入れてやろうかとクースラは思うが、実力行使はいざという時に取っておくべきだ。

「それで？　町の中をうろつくなら、男装でもしたほうがよろしいかしら？」

　万が一、ということを考えて馬車の荷台に詰つめ込んでおいたのだが、気の強いイリーネは不満たらたらだったようで、嫌いや味みたっぷりにそう言った。

「そのままでも見分けがつかないから大だい丈じよう夫ぶだろ」

「なっ」

　クースラの一言に目をつり上げて睨にらむが、ウェランドに笑われて悔くやしそうに歯は嚙がみしていた。

「人ひと気けのない場所や夜間じゃなければ、さほど危険でもなさそうだ」

「ふん。それで？　どこに行けばいいのかしら？」

　イリーネが、腕うで組ぐみをしてむすっとしながら尋たずねる。

「ひとまずこの町の鍛か冶じ屋組合だ。主だった書しよ籍せきはそこにあるってことだからな」

「博士連中が調べに入るのは、三日か四日後らしいよお。その前に見るべきだねえ」

「そのとおりだ」

　クースラはうなずいて、続けた。

「ありったけの紙とインクを用意しろ」

「まるで助手になった気分だわ」

「よくわかってるじゃないか」

　クースラの言葉に、イリーネは大きくため息をついていた。

　それから石造りの町に出ると、フェネシスもイリーネも目を丸くした。踏ふみ固めた土の地面と、漆しつ喰くいの壁かべに木の屋根で作られた家を見慣れた目には、この町は文字どおり作り物めいて見えたようだ。

「これ、全部鑿のみと鏨たがねで作ったのかしら……」

「さもありなんだな」

　階段の手すりや、ちょっとした家の柱などには職人技わざらしい装そう飾しよくが施ほどこされている。

　ただ、物もの珍めずらしさにはしゃいでいたのは最初だけだった。

　町には未いまだに戦いくさの痕あとが生々しく残っている。特に、家が焼けるかどうかして行き場のなくなった者たちが路地の隅すみでうずくまっているのを見ると、フェネシスでなくとも気が滅め入いるようだった。

　自分たちは、侵しん略りやく者なのだと。

　カザンの町の鍛か冶じ屋組合は、他ほかの国の町と同様の序列に従って、町の中心地に配置されていた。つまり、その町にとって最大の稼かせぎ頭がしらが、最も良い場所に陣じん取どるという法則であり、鍛冶屋組合はクースラたちが目を剝むいた噴ふん水すいのある広場のすぐ近くの大きな通り沿いにあった。

　もちろん、イリーネやフェネシスが竜りゆうの銅像に向けた好こう奇きの視線は、なかなかのものだった。

「本当に、ああいう竜がいたのでしょうか」
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　自身も竜並みとは言わないまでも相当珍めずらしい存在であるフェネシスが、真ま面じ目めな顔で尋たずねる横では、イリーネが難しい顔になって唸うなっている。

「いい腕うでをしてるわ……。いや、でも水を通してみてどれくらい漏もれがあるのかによっては私らでも……」

　同じものを見ても、見方は違ちがう。当たり前のことだが、こうも違うと見ているほうとしては面おも白しろい。

「ただ、少し格好が変よね」

　イリーネのその指し摘てきは、クースラたちもなんとなく同感できた。竜は真上を向いているのだが、どことなく苦しそうだ。それとも、水をなるべく真上に出そうとして、そういう形になったのだろうか。

「鍛か冶じ屋組合に行けば、これを作った由来についての記述が残ってるかもな」

　クースラが言うと、イリーネのみならず、フェネシスも目を輝かがやかせたのだった。







　鍛冶屋組合の前には騎き士し団の見張りが立っていた。中には売れば金になる書しよ籍せきの類たぐいや地じ金がねが置いてあるので、略りやく奪だつを防ぐためだろう。クースラたちももちろん怪あやしまれたが、特権状をかざせば止められはしなかった。あるいは、単に女連れで略奪もないと思ったのかもしれない。

　そして、入り口をくぐった直後のこと。

　その反応は様々だが、一言目はほぼ同じだった。

「すごい」

　入り口を入ってすぐのところが食堂を兼かねた広間になっているのは、異教徒の町だろうとグルベッティだろうと変わらない。違ちがうのは、まずその広さ。ここが大規模な鉱山町であり、この組合がその利益を独どく占せんしていたのだと、建物の単純な広さだけでも十分にわからしめる。

「すごい……」

　感かん嘆たんのため息をつくように、それでいて泣きそうなほど悔くやしそうに言うのは、イリーネだ。

　まるで神の存在について問いかける殉じゆん教きよう者のような顔をして、天てん井じようを見上げている。

　そこには、天井の太い梁はりからつり下げられた、鉄製の竜りゆうの像があった。

　恐おそろしく精せい巧こうで、鋳ちゆう造ぞうではないことが一目でわかる。顔や手足の複雑さはもちろんのこと、その首の微び妙みような曲線や、体の丸みに、鱗うろこの刺とげ々とげしさなどは、手作業の鍛たん造ぞうでなければ絶対に表現することなどできない。その竜が、訪問者を睨にらみ下ろす形になっている。

　こんな細工物を作り上げる腕うでを持つ職人がいるというそれだけのことで、どこの町にとっても喧けん伝でんするに十分な名めい誉よだろう。

「こっちもすごいねえ……」

　そう言ったのはウェランドで、目は壁かべに向けられている。

　そこには近きん隣りんの鉱山から出るのだろう、鉱石の標本が飾かざられている。水銀や灰はい吹ふき法で処理しなくてもよさそうなほどの、見事な金きんの結けつ晶しようや銀の結晶まである。それは、金属が「植物」である、と昔の人間に思い込ませるのに十分なほど、美しい結晶だった。

　よくもまあ略奪されずに残ったものだと、騎き士し団の連中の自制心にやや驚おどろく。

　あるいは、すでにここは「騎士団のもの」だから、あえて奪うばう理由もないという理り屈くつかもしれないが。

「すごい、ですね」

　それから言ったのはフェネシスで、こちらは鉱石類が飾られたのとは反対側がわの壁を見ていた。

　そこには、無数に近い人の名前が書かれた木札と、肖しよう像ぞう画が何枚もあった。

　おそらくは、この組合に所属している親方たちの名前と、肖像画は身なりからして、この組合出身で、町の運営に携たずさわるようになった富ふ裕ゆうな親方のものだろう。

　彼らの顔は皆みな一様に傲ごう慢まんといえるほどの自信に満ちあふれ、歴史に重みを足している。その様子から、この町を支配しているのが誰だれであるのか、微み塵じんも疑ってはいない。

　そして、最後のクースラの一言だ。

「すごいな」

　その一言に、ウェランド、イリーネ、フェネシスが振ふり向いた。

　確かにすごい。

　ただ、クースラは入り口に立ったまま、三者の様子を眺ながめていただけ。

　一体、クースラはなににそう思ったのか、とそれぞれが視線を寄よ越こしてくる。

　クースラは、肩かたをすくめて言った。

「今日から、ここを意のままに利用できるわけだ。すごいことだな？」

　町の中では特権を振りかざせる錬れん金きん術じゆつ師。

　その露ろ悪あく的な物言いに、いつもなら眉まゆをひそめただろうイリーネも、堪こらえようとして口元がにやつくのを我が慢まんできなかったみたいだ。

「では、ここに貯ため込まれた一いつ切さい合がつ財さいを、そっくりいただくことにしよう」

　呆あきれるほど多様で良質の鉱石が産出される鉱山と、恐おそろしい技術を持った職人と、その数の多さと歴史の厚みとによって積み重ねられてきたたくさんの物事。

　それを貪どん欲よくに吞のみ込む瞬しゆん間かんには、肉欲などとは違ちがう、言い知れぬ快楽がある。

　すべてを暴あばいて。己おのれの糧かてにしてやる。

　クースラは犬歯が覗のぞくほどに唇くちびるをつり上げて、知識と歴史の宝庫へと分け入ったのだった。







　その土地で採れる鉱石の最良の製せい錬れん法というのは、文字どおり値あたい千せん金きんの価値を持つ。

　何度も試ためして、改良して、不断の努力を重ねてようやく得られる知識には、人の手間のみならず、燃料や鉱石そのものという莫ばく大だいな投資、それから、なによりも貴重な運が必要になる。

　もちろん、ある工こう房ぼうの親方が独自に開発した技術というものも貴重な代しろ物ものだ。それがあるだけで、同じ鉱石を使って他ほかの工房以上に良質の金属を得られるのだから、よほどのことがなければ外部には漏もらされなくなる。

　その手の技術を隠いん蔽ぺいしたがるのは、他には医者や建築家などに多い。

　隠かくされているものを暴いた時の快感が大きいのは、恥はじらう乙おと女めを裸はだかにした時のことに似ているかもしれない。

　そして、その抵てい抗こうが微ほほ笑えましいものであればあるほど、そうだ。

「ちゃちな暗号だな。高位文字と……占せん星せい術で書き換かえただけだな。そっちはどうだ？」

「古代の神話になぞらえてたりするだけだねえ。たぶん、南の地方の書物はここまで届かないから、ここではこの程度のもので十分なんだろうね。綴つづりもいくつか間ま違ちがっているし」

　基本的に親方たちが真っ先に技術の奥おう義ぎを隠かくしたいと思う相手は、自分の徒弟だ。

　なぜなら、奥義を知らせないからこそ、親方の地位を保っていられるのだから。

　そして、そうなると自然に、このカザンの町において機能すれば十分な暗号になる。外部から敵が来て一いつ切さい合がつ財さいを奪うばうかもしれないなどとは、あれだけ強固な市し壁へきを築いていたら思わなかったのだろう。南の侵しん略りやく者から守るようにはできていないのだ。

「この本のここも写していけ、ここも……ああ、ここもだな」

　クースラはどんどん頁ページをめくり、めぼしいところに紙を挟はさんでいく。そこに記されている内容そのものは異い端たん的ではないが、符ふ牒ちようや暗号の記し方が怪あやしげで、いくつかははっきりと冒ぼう瀆とく的なので、異端審しん問もん官の目に留まって封ふう印いんされてしまうかもしれない。

　書き写すのはフェネシスで、どんどん積み上がる本や羊皮紙に、顔が強こわ張ばっていく。

　ただ、そんなふうに怒ど濤とうの勢いで作業している中、ふと、クースラは気がついた。

　書庫の片かた隅すみで本をめくっているイリーネが、ひどくぎこちなかったのだ。

「どうした」

「う、え？」

　イリーネは、びくりと振ふり向いた。

「小便なら外でしてこい」

「ち、違うわよ馬ば鹿か！」

　イリーネは顔を赤くして叫さけび、その直後に、自分の叫び声のせいでウェランドとフェネシスの注意も引いてしまったと気がついたらしい。

「なら、なんだ。もたもたしてるなよ」

「う……」

　イリーネは苦しそうに、口ごもってしまう。

　なんだ？　とクースラが訝いぶかっていると、ウェランドが言った。

「ああ、もしかして、イリーネちゃん文字が読めないのかよお」

「はあ？」

　仮にも組合長を務めていたんだぞ、とクースラがウェランドを見たが、それからイリーネに視線を戻もどして、驚おどろいた。

　イリーネが、顔を真っ赤にしてうつむいていたのだ。

「全然読めないのか？」

　クースラの質問に、イリーネは顔を上げない。ほんの一いつ瞬しゆんだけ上うわ目め遣づかいに視線を向けて、小さく言った。

「普ふ通つうの……なら……少し……は……」

　およそイリーネらしくない様に、クースラは危あやうく笑いそうになる。

　ただ、笑わなかったのには、もちろん理由がある。

「なら、さっさと言え」

　クースラがため息交じりにそう言うと、イリーネはびくりと体をすくませた。

　ただ、それは別にイリーネが文字が読めないことについて文句を言ったのではない。イリーネは鍛か冶じ職人なのだから、腕うでが良ければそれでいいのであって、文字が読めないからどうだということはない。

　それに、ここにあるのはほとんどすべてが高位文字で書かれている。元々は、正教徒の聖職者や修道士たちが、学問や信しん仰こうについて、世界中に散らばる仲間たちとやり取りするために用い始めた特別な言語だ。市し井せいの人間で読めるような奴やつは、よほどの学問好きだろう。

　ただ、クースラやウェランドは当然読めるし書ける。フェネシスも修道院にいた時に覚えたのか、問題なく読み書きできる。

　とはいえ、イリーネの様子からすると、普ふ通つうの町の人間が使う低位の文字も怪あやしいらしい。

　顔を真っ赤にしているのは、そのことを気にしていたからだろう。そう考えれば、イリーネがグルベッティの町で、組合の会館をピカピカに磨みがき上げていたことも別の意味を帯びてくる。あれは、もしかしたら文字の読み書きがうまくないために、組合長としてなさなければならない事務仕事をきちんと処理できないことの埋うめ合あわせだったのかもしれない。

　そして、イリーネがひどく組合員から軽視されていたのも、そのへんに原因の一いつ端たんがあったのかもしれない。

「隣となりの書庫には絵巻物が多かっただろ。それを調べろ」

　さすが富ふ裕ゆうな町の富を独どく占せんする組合の会館らしく、書庫がいくつもある。クースラたちがいるのは、その中でも貴重なものが収められている鍵かぎ付きの書庫だ。鍵のかかっていない書庫もあり、そちらは富裕な親方の趣しゆ味みか、さもなくば権けん威いづけのために収集されていた書物類があった。

「……」

　ただ、イリーネはその指示を侮ぶ辱じよくに近いものと受け取ったらしい。

　フェネシスと立場が入れ替かわったかのように、悔くやしげにうつむいていた。

　クースラは、ため息をもう一度ついた。

「絵巻物だからって油断するなよ」

「……え？」

「はっきり文字にはできないようなやばいことは、絵で間接的に描かかれていることが多いからな。それに、職人のお前なら妙みような道具が描かれていれば一目でわかるだろ。自分の知らないこと、わからないこと、妙に映ったものがあれば選より分けておけ。なにがそこに隠かくされているかわからんからな」

　クースラは淀よどみなく言って、最後に「わかったか？」と付け加えた。

　イリーネがそれだけぽかんとしていたからだ。

「わ……かった、わ」

　どこか呆ほうけた様子のイリーネはそう言ってから、まるで自分自身に納なつ得とくさせるかのようにうなずいてから、ふらふらと隣となりの書庫に向かって行った。

　クースラは鼻を鳴らし、自分の作業に戻もどろうとする。

　ふと顔を上げたのは、視線を感じたからだ。

「なんだ」

　ウェランドとフェネシスが、互たがいに顔を見合わせる。

「いやあ……クースラがそんな前向きなこと言うなんてよお。てっきり、馬ば鹿かにして怒おこらせると思ったのにねえ？」

「……」

　ウェランドに話を振ふられたフェネシスは、少し困ったようにその言葉を受け止めてから、おずおずとうなずいた。

「手元にある道具は最大限うまく使うべきだ。遊んでる場合じゃないだろうが」

　クースラの言葉に、ウェランドは肩かたをすくめてフェネシスを見る。

　この四人がずっと一いつ緒しよにいられるかどうかを占うらないたがったようなフェネシスは、そんなウェランドから視線をクースラに向けて、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「あなたの言葉は信用いたしません」

「はっ」

　勝手にしろ、とクースラは鼻を鳴らし、今度こそ自分の作業に戻る。

　クースラの目的はこの書庫からありったけの技術と知識を盗ぬすむことであり、そのためならなんだってする。そのためにここまで来たのだから、うまくイリーネの機き嫌げんをとることくらいなんでもない。

　できることを可能な限りにやる。

　それが、たとえ自分の性格に沿っていないものだとしても、望んでいないことだとしても。

「マグダラに行くんだからな」

　クースラは小さく呟つぶやき、新しい本を手に取ったのだった。







　食事は片手でとれるもの。休きゆう憩けいの代わりに本や羊皮紙を手にしたままその辺を歩き回り、腰こしの痛みと足の強こわ張ばりが取れたら再び腰を下ろして作業に没ぼつ頭とうする。

　日が暮れ、闇やみが深くなり、痛みを感じるほどの寒かん気きが忍しのび寄ってきても関係なかった。各おの々おの毛布をかぶり対策をしていたが、蠟ろう燭そくを替かえる時に、フェネシスはたびたびその小さな火で手先を温めていた。

　ひたすらに文字を書き続けているのだ。修道院の修しゆ行ぎようの中でも、写字ほど辛つらいものはあまりない。一年以上にわたって書かれた写本などは、文字の様子を見るだけで、その頁ページがいつの季節に書かれたものなのかなんとなくわかる。真夏はインクがにじんでいるし、真冬は指の先のひび割れなどで血がにじんでいたり、文字が震ふるえている。

　そして、頑がん固こさと生き真ま面じ目めさでは殉じゆん教きよう者並みのフェネシスだ。

　夜半過ぎまで頑がん張ばっていたが、ついに意志とは関係なくペンが持てなくなったらしい。

「休んでいいぞ」

　強こわ張ばった手でどうにかペンを握にぎろうと四苦八苦していたフェネシスに、クースラはそう言った。

「いえ……まだ眠ねむくないので」

「休め」

　クースラが命令口調で言うと、フェネシスはびくりと体をすくませる。

　眠くない、というのも噓うそだとわかっている。長旅はただでさえ疲つかれがたまるし、ろくに休きゆう憩けいもせずいきなりこの作業だ。

「……わかりました」

　それでもかなり逡しゆん巡じゆんした後、フェネシスは折れた。

　体中が強張っているせいでうまく椅い子すから立ち上がれないほどなのに、よく意地を張るものだ。グルベッティの工こう房ぼうでなら、またぞろ嫌いや味みか忠告の一つでも向けただろうが、今は妙みような頼たのもしさがある。

　ただ、できることなら、いちいち言われなくても、ウェランドのように効率が悪くなりそうだと思ったらさっさと仮か眠みんを取れるくらいの判断が欲しいところだが、そこまでは高望みしすぎだろうか。

　それに、椅子の上で木組み細工の人形がごたごたしているようなフェネシスを見て、小さく笑ってしまっていた。

「じっとしてろ」

　クースラは本を置き、壁かべ際ぎわに敷しいて座っていた毛布の上から立ち上がり、椅子の後ろに回ると、椅子を引いてやる。

　フェネシスはそれでようやく立ち上がるのだが、膝ひざが固まっていて伸のばせないらしい。

　倒たおれそうになるのを、クースラは後ろから首根っこを摑む。

「野の良ら猫ねこみたいだな」

　くつくつ笑いながら言ってやるが、フェネシスは肩かたが強張っているのか、後ろを振ふり向けないらしい。代わりに、喉のどの奥から屈くつ辱じよくと怒いかりと羞しゆう恥ちを混ぜたような、小さな呻うめき声ごえのようなものが聞こえてきた。

「ったく……ほら、横になっとけ」

　クースラはフェネシスの首根っこを摑つかんだまま、ずるずると引きずって、自分が先ほどまでいた毛布の塊かたまりの上にぼすんと落とす。

　小さな悲鳴が聞こえてきて、嗜し虐ぎやく欲をちくちく刺し激げきする。

「あったまれば体も柔やわらかくなるだろ。おとなしく寝ねてろよ」

　毛布の上に横になった途と端たん、押しとどめていた眠ねむ気けが噴ふき出したのか、フェネシスは動かなくなった。クースラの言葉には、ヴェールの下から耳を動かして、返事としていた。

　クースラはその上に毛布を掛かけてやって、「さて」と立ち上がる。

　向かった先は隣となりの書庫だ。そこでは案の定イリーネもフェネシスと似たような感じで、寒さと眠気で死にかけの昆こん虫ちゆうみたいな格好になって、絵巻物の山の中でうずくまっていた。

　クースラが近づいても、蠟ろう燭そくの灯あかりに絵巻物と顔を限界まで近づけて、細かな書き込みも見逃のがさないとばかりに執しゆう念ねんを見せている。

　自分だけ文字が読めないことがよほど自尊心を傷つけたのだろう。それでも萎い縮しゆくしないで意地になるところは、なるほどこの若さであれだけの鍛か冶じ技術を身につけられるわけだと感心しないでもない。

　しかし、クースラは有う無むを言わさず絵巻物を取り上げ、フェネシスと同じように首根っこを摑み、引きずっていく。イリーネもほとんど抵てい抗こうせず、フェネシスの横に並べる頃ころには眠りこけていた。

　そして、クースラは懸け念ねんがなくなったところで、再び作業に戻もどる。

　静かな夜のとばりに包まれた室内に、小さな寝息が二つ聞こえてくる。ウェランドが仮か眠みんから覚めるのはもう少し後だろう。

　クースラは頁ページをめくる指先を吐と息いきで温めながら、思う。

　フェネシスが望んだのはこういうことなのかもしれない、と。

「ちっ」

　舌打ちをしたのは、意外に悪くないな、と柄がらにもなく思っていたからだった。







　結局、夜が完全に明ける頃まで作業をして、姉妹のように身を寄せ合って眠るフェネシスとイリーネをにやにや眺ながめるウェランドの背中を蹴けり飛ばすついでに、二人の助手も蹴って起こした。

　二人が起きるのと入いれ違ちがいに、クースラは二人の体温でたっぷり温められた毛布の中で軽く仮眠を取った。ウェランドがその毛布を使うことにずるいとかなんとか言っていたが、当然無視をする。わざわざ冷たく冷え切った毛布で眠ることもない。

　ほどなくして目が覚めたのは、町が騒さわがしかったからだ。会館の入り口のほうから騒ぎが聞こえてくるので、広場が賑にぎやかなのだろう。アザミの紋もん章しようの部隊の本隊が町に入ったのかもしれない。

　鉄の板でできた鎧よろい戸どの隙すき間まから入る日の光から、すっかり日も高くなっていることがわかる。

　クースラが起き出して大おお欠伸あくびをすると、作業台ではフェネシスが一人で黙もく々もくと筆写を続けていた。

「おはようございます」

　声の調子から、特に体調も崩くずしていないようだ。

「手は大だい丈じよう夫ぶか？」

　金かな槌づちの調子はどうだ？　というのと同じ意味合いで尋たずねると、フェネシスは視線をクースラに向けて、右手を小さく掲かかげた。

「ん？　どうしたんだそれ」

「ウェランドさんがやってくれました。楽になるからって」

　フェネシスの手首から甲こうにかけて、包帯が巻かれていた。

　よく見れば、ペンと指にも布が巻かれている。

「……辛つらかったら適当に休め」

　自分には考えもつかないウェランドの気配りに半ば戦せん慄りつを感じながら、クースラはそう言うのが精いっぱいだった。

　フェネシスは自分の手を見て、深呼吸と共に背筋を伸のばすと、「大丈夫です」と胸を張る。

「しかし……外は騒さわがしいのに中は静かだな。ウェランドの奴やつはどこに行ったんだ？」

「イリーネさんと出かけました」

　フェネシスは再び作業に戻もどりながら、そう言った。

　クースラはその言葉を背中で聞いて、次に吟ぎん味みする書しよ籍せきを手に取ろうとして、止まった。

「なに？」

「出かけられました。騎き士し団から使いが来て、工こう房ぼうとして使う建物を選んで欲しいと」

「なっ」

　振ふり向くと、フェネシスもクースラの様子になにか感じたのか、肩かた越ごしに振り向いた。

「いつだ！」

　その剣けん幕まくに、フェネシスは首をすくめながら、おずおずと答える。

「一刻ほど前……です、けど……」

「……くそっ！」

　クースラは吐はき捨て、天てん井じようを仰あおいだ。

「あ……の？」

「工房の下見だと？　あいつが工房の代表みたいに振る舞まう根こん拠きよになるじゃないか！　しれっと主導権を狙ねらってやがってあの野や郎ろうは……」

　材料の仕入れや、研究の計画や、やばい案件の調整など、その手の話はどうしたって工房の代表たる親方格が窓口になる。この町のどこに工こう房ぼうを構えるか、などという問題を解決するのは、まさしく親方そのものの権限だ。

　クースラは歯は嚙がみをして、吞のん気きに毛布に包くるまり寝ねていた自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　今いま更さら追いかけて行ったところで、騎き士し団の人間と交こう渉しようしているところにのこのこ顔を出す間ま抜ぬけ役を演じるだけになる。

　クースラは大きくため息をついて、どっと疲つかれたようにフェネシスの向かい側がわの椅い子すに座り込んだ。

「……ですが」

　と、フェネシスがおずおずと口を開く。クースラは背もたれにだらしなく体を預けて天てん井じようを仰あおいだまま、呪われた死体のように視線だけをフェネシスのほうに向けた。

「ですが、ウェランドさんやイリーネさんが選ぶのですから、良い工房になるのではないでしょうか」

「……」

　クースラは吞気な台詞せりふに目を閉じ、再度ため息をついた。

　イリーネを連れて行くところがいかにもウェランドらしい。そうすれば、この面子めんつの中で特に製せい錬れんが好きな二人だから工房を選んだのだ、と言い張ることができる。

　フェネシスは、大体そんなあたりの言葉で言いくるめられているのだろう。

「工房の主導権……というのはわかりませんが、公平に利用すればいいかと思います」

　忠実な神の僕しもべたる仔こ羊ひつじ様ならそれでいいかもしれないが、生あい憎にくと自分の利益しか考えていない錬れん金きん術じゆつ師なのだ。特に、騎士団の人間と交渉すれば、それだけ騎士団の人間とのつながりが強くなる。そういうことは絶対後々響ひびいてくる。

　だというのに、フェネシスはなおもこんなことを言う。

「それに、人には得え手て不ふ得え手てがあり、役割があるかと思います。私は炉ろの形はわかりませんが、文字ならわかります。あなたも、どちらかというと知識に触ふれるほうが好きなように思えます」

　だからなんだ、と口をついて出そうになったが、八つ当たりになる。

　クースラは言葉を飲み込み、体を起こすと、大きく息を吐はいた。

「なにかでかい獲え物ものを見つけるぞ」

　出し抜かれたあいつと対等になるにはそれしかない。クースラはそう思って言ったのだが、フェネシスは妙みように嬉うれしそうに「はいっ」と元気よく返事をしたのだった。







　昼を過ぎてもウェランドたちは帰って来なかった。大規模な鉱山町なので、職人街もさぞ立派なものに違ちがいない。どの工房が良いかと、目移りしているのだろう。クースラも今更じたばたしてもしょうがないので、黙もく々もくと作業を続けていた。

　とはいえ、昼飯を食べると頻ひん繁ぱんに欠伸あくびが漏もれるようになった。疲つかれが出始めたのもあるが、目を通している書しよ籍せきに代かわり映ばえがなかったのが原因だ。

　もちろん、そこにあるのは特定の鉱脈から採れる鉱石の分ぶん析せきだとか、最高の製せい錬れん方法だとか、炉ろの形、燃料の選別、金属を望みの性質にするための各種の添てん加か物ぶつ一覧等々で、その知識だけでひと財産になる。

　他ほかにも、鉱山の鉱脈の所有権やら、特権状やら、鉱区の割わり振ふりに関する揉もめ事ごとの裁判記録だとか、使いようによってはいくらでも金を生み出すことのできる書状がずらりと揃そろっている。

　が、クースラが期待していたのは、そういうお行ぎよう儀ぎの良いものではない。

　もっと、自分の認にん識しきが根底から覆くつがえるようななにかであり、掛かけ値ねなしに封ふう印いんされてしかるべきような技術や知識だった。

　ただ、今のところはそういうものはない。どれも南の地からもたらされた技術や知識を、この土地の人間が長い年月と不断の努力の末に改良したものばかりだ。

　クースラがもう一度欠伸をすると、向かい側がわの椅い子すでフェネシスも釣つられて欠伸をしていた。クースラは半目にそちらを見て、言う。

「寝ねるなよ」

「ふぁ……あ、あなたに釣られたんですっ」

　抗こう議ぎするフェネシスに肩かたをすくめてから、クースラは椅子から立ち上がった。

「……どこに行くんですか？」

「それがお前になにか関係あるのか？」

　クースラが冷たく言うと、悲しげにするのではなくむっとしていた。

　怒おこるためには、足場が必要になる。フェネシスは自分の居場所を見つけたのだろう。

「同じ内容ばかりで食傷気味だ。イリーネの見ていたもので口直ししてくる」

　クースラはそう言い置いて、隣となりの書庫に向かった。

　作りは隣の書庫と変わらないが、人がいないとそれだけでひんやりした感じがある。

　棚たなに囲まれた部屋の真ん中には作業台があり、羊皮紙を削けずったりするためのナイフや、台に固定するための釘くぎ、重り、それにペンや定規の類たぐいがそのままになっている。鍵かぎ付きの書庫と違ちがい、こちらは普ふ段だんから利用する人がいたようだ。

　今はここの元々の主たちは囚とらわれの身か、それとも逃にげ出したのか、死んでしまったのか。どちらにせよ、どれだけ栄えい華がを誇ほこっても金きんが鉛なまりになるようにひっくり返る。

　クースラは羽根ペンを軽く指で撫なで、テーブルの上に置かれている羊皮紙の巻物に視線を向ける。大量に床ゆかに並べられている中で、いくつかのものだけが作業台の上に置かれているので、これがイリーネの気になったものなのだろう。

　開いてみると、色つきの絵が描かかれた羊皮紙を何枚もつなげた、絵巻物だった。

「ふん……ここにも竜りゆうか……」

　どうやらそれは町の人間と竜の戦いを描えがいたもののようで、火を吹ふく竜の絵と、逃にげ惑まどう人々がいる。絵にはこの地方の文字で短い文章が記されていたが、難しいものではないのでクースラにも読めた。

「災わざわい……世界の終わり……」

　巻物を開いて読み進めていき、クースラは少し驚おどろいた。

　竜の数が増えて、竜が相手をするのも逃げ惑う人々ではなく、軍勢になっている。

「消えない火……地じ獄ごくの火……」

　絵の人間が無表情なため、体に火がついて天を仰あおぐその様が、なんとも不気味だった。

　しかも、竜の姿はどれも形や大きさが皆みな揃そろっていて、統制が取れている。

　まるで、竜の軍隊と人間の軍隊の戦いのようだ。

　もしかして、この地方には竜が実在したのか？

　クースラがそんなことを考えて、馬ば鹿からしい、と唇くちびるの端はしをつり上げた直後だった。

　背後で物音がして、腰こしの短たん剣けんに手を当てながら振ふり向いた。

「ひっ」

　小さな悲鳴が聞こえ、見ればフェネシスだった。

「……なんだお前か」

　抜ぬきかけた短剣を戻もどす。フェネシスはまだ驚いているようだったが、クースラは無表情に見下ろして言った。

「作業は終わったのか？」

「い、いえ……」

　萎い縮しゆくしたようにそう言うが、視線がちらちらとクースラの後ろの羊皮紙に向けられている。

　そういえば、とフェネシスは神話や伝説の類たぐいが好きらしいことを思い出す。ウェランドからこの地方の伝説の本を贈おくられて嬉うれしそうにしていた。

　ただ、絵巻物を前にうずうずしているフェネシスに意地悪したくて、クースラはこう言った。

「遊んでる暇ひまはないだろ」

　その言葉に、好こう奇き心しんに輝かがやいていたフェネシスの緑色の目がきゅっと閉じられる。

　そして、しゅんと肩かたを落とした。

「さっさと作業に──」

「き、休きゆう憩けいをとれって」

「あ？」

　フェネシスは、上うわ目め遣づかい。

「つ、辛つらかったら適当に休めって言われましたから」

「……」

　確かに言った。言げん質ちを使って主張をするその気き概がいは、悪いものではない。

　だが、クースラがじっとフェネシスを見返すと、フェネシスはおどおどしている。

　クースラは、抑よく揚ようのない声で言った。

「本当に辛つらいのか？」

　フェネシスは正直者。ヴェールの下で、耳を苦しそうによじっている。

　結局、噓うそはつけないと結論が出たらしく、口を開こうとした、その瞬しゆん間かんだ。

「冗じよう談だんだ」

「え、へ？」

「そわそわされて、写し間ま違ちがいをされても困るからな」

「えっ……と……」

「気がすんだら作業に戻もどれよ」

「はい！」

　クースラの言葉に、フェネシスは笑え顔がおになって返事をした。

　それから、クースラとフェネシスは並んで絵巻物を眺ながめていた。別に仲良くなったわけではなくて、絵巻物は広げて見ていく必要があるのでそうしたまでだ。

　ただ、クースラはそうしていると、絵巻物を食い入るように見つめているフェネシスの無む邪じや気きな様子に気を取られるばかりだった。

　夢中になっている後ろから尻しりを撫なでたり、ヴェールの上から耳をぎゅっと摑つかんだりすれば、さぞ面おも白しろい反応を示すに違いない。クースラはそんなことを思う自分に呆あきれていたのだが、ふと、フェネシスの横顔に驚おどろきの色が出たので、視線を絵巻物に向けた。

　一枚一枚つなげられている羊皮紙は、全体として一つの物語になっている。いわば横にものすごく長い一続きの絵なのだが、そのためによほど広い部屋でもなければ一度に広げることなどできない。

　フェネシスがはやるように絵巻物を見ていって最後に出てきた絵は、予想もしなかったものだった。

「……池から、竜りゆうが？」

　真っ黒い池から、火を吐はく竜が次々出て来ている。辺りには、黒くろ焦こげになった人の死体が無残に散らばっている。

　そこには、地の底につながる災わざわいの池、とある。

「なんの隠いん喩ゆなんだ？」

　多くの物語には意味があり、現実のなにかを下した敷じきにしていることが多い。黄金の羊伝説も、羊の毛皮を使って金きんを採取するという方法から生まれたものだった。

　それに、クースラはこの異様な絵巻物の最後が気になった。

　絵が途と中ちゆうで途切れているような気がしたのだ。

　まだこの先にもなにか絵があったのに、あえて描かかなかったような中ちゆう途と半はん端ぱ感があった。

「気のせいか？」

　クースラが呟つぶやくのと、建物の入り口の扉とびらを開け放つ大きな音が聞こえてきたのは同時だった。

「離はなれるな」

　クースラはすぐにフェネシスの肩かたを抱だき寄せて、自分の後ろに下がらせる。

　抜ぬき身みの短たん剣けんを逆手に握にぎり、入り口に視線を向ける。戦いくさの後となれば、復ふく讐しゆうを誓ちかう人間が町の中に隠かくれていたっておかしくはない。そういう輩やからが巡じゆん回かい中の騎き士し団の兵士に見つかり、逃にげ込んだのかもしれない。

　しかし、見張りの兵士はなにをやっている？

　だかだかだか、という足音が、まっすぐに書庫のほうに向かってくる。

　そして。

「あ？」

　クースラたちのいる書庫の前を走り過ぎたのは、イリーネだった。

「なんだ？」

　短剣をしまわなかったのは、イリーネが暴ぼう漢かんに追われて逃げ込んできた、という可能性も否定できなかったから。

　しかし、その懸け念ねんもすぐに霧む散さんした。隣となりの書庫から、がさがさと音が聞こえてきたのだ。

　クースラが顔を覗のぞかせると、髪かみを振ふり乱したイリーネが、覚おぼえ書がき用の蠟ろうを塗ぬった板かなにかを見ながら、作業台の上の本を次々積み重ねている。

　それから、「よっ」と小さく声を出すと一ひと息いきに抱かかえて持ち上げる。

「おい、盗人ぬすつと。ずいぶん大だい胆たんな手口だな」

「へ？　あ、う、うるさいわね。どいてどいて。ウェランドさんに怒おこられちゃう」

「ウェランドに？」

　クースラは聞き返しながら、気がついた。イリーネの頰ほおに煤すすがついている。

　工こう房ぼうを探しに行って、そのまま火を入れてなにか作業をしているのだ。となると、イリーネはウェランドから言われて、試ためしたい技術が記された書物を取りに来たのだろう。

　しかし、イリーネはクースラにはぞんざいだったが、フェネシスと目が合うと、さすがに足を止めていた。

「えっと……あ、あのね？　私も本当はこっちの手伝いをしたいんだけど、でも、あの人は怒ると熊くま手でで殴なぐるのよ？　えっと……だから、ごめん！」

　そんなことを矢や継つぎ早ばやに言って、さっさと出て行ってしまった。フェネシスに対してばつが悪かったからだろう。

　イリーネも、ウェランド以上に製せい錬れん狂ぐるいだ。あれこれ絵巻物を検分するよりかは、そちらのほうが楽しいのだろう。ウェランドがイリーネを連れて工房を探しに行ったのも、もしかしたら本当に工こう房ぼうの主導権など気にしていなくて、単に本を読むよりかは製せい錬れんの実験をしていたいから、だったのかもしれない。

「……」

　なんにせよ、フェネシスは出て行ったイリーネを見送ったまま、茫ぼう然ぜんとしていた。

　好きなように生きる、という意味では、確かにイリーネは職人というより、錬金術師の工房のほうが向いている。

　クースラは静かになった書庫で、小さくため息をついた。

「こっちも休きゆう憩けいするか？」

　フェネシスはクースラを振ふり向き、無む邪じや気きな目をくりくりさせて、「？」と首をかしげた。

「俺も竜りゆうの話に興味がある。鉱山跡あととやらに行ってみるか」

「！」

　フェネシスの耳が、ヴェールの下でぴんと張る。

「い、いいんですか？」

　未来は明るいだのなんだのと言うくせに、いざ本当に幸運が訪おとずれると疑いたくなるらしい。

「行きたくないなら作業するか」

　クースラがわざと冷めた表情で言うと、フェネシスは顎あごを引いて、口をつぐむ。

　それから、もごもごと言った。

「い、意地悪……しないでください」

　そういう顔をするからやめたくない。

　もちろん、クースラはそんなこと言わずに、「上着を持って来い」とだけ言ったのだった。







　町は賑にぎやかだった。

　アザミの紋もん章しようの部隊の本隊が町に入ったので、単に町の人間の数が増えたということもあるだろうが、なにより広場は宴えん会かいの準備に大わらわだった。山ほどの食料や酒が用意されているところを見て、本当にやるんだな、とクースラは少しだけ感心していた。

「夜は騒さわがしくなりそうだ」

「眠ねむくならなくてよいかもしれません」

　真ま面じ目めくさって言うフェネシスに、返事の代わりに肩かたをすくめ、クースラは歩を町の北に向けた。この町を一通り調べ上げた騎き士し団の人間に尋たずねたら、書物に残されていた絵の在あり処かはすぐにわかった。この町が鉱山町として作られた当初に掘ほられていた山の跡あとにあるとのことだった。

　かつての山は今は丘おかのようになり、町の市し壁へきの内側がわに取り込まれている。

　そして、町の最北に鎮ちん座ざしているその丘には、聖なる祠ほこらがあるらしい。

「竜りゆうが出て来たらどうするかな」

「……」

　冗じよう談だんにも、フェネシスは少し顔を強こわ張ばらせている。いくらあれこれを信じやすく、騙だまされやすいとはいえ、竜がいると本当に思っているのだろうか。

　クースラはその無む邪じや気きさに呆あきれるのだが、一方で心のどこかでは、竜がいればいいのになと思うところもあった。世の中はつまらない日常の延長ではなく、越こえたことのない山の向こうには見たことのない世界が広がっていて欲しい。

　燃える湖が実在し、伝説の竜がいるのなら、オリハルコンだって存在する、という子供じみた理り屈くつだったのだが。

　それから、二人は特に会話らしい会話も交かわさず、黙もく々もくと北の丘おかを目指した。

　採さい掘くつのために削けずり取られ、山が丘になったとはいえ、十分な高さと勾こう配ばいを持っている。

　祠ほこらに向かって伸のびる石段を上るのは結構骨で、上りきった時には額に汗あせが浮かび、息が切れていた。

「旅の直後の寝ね不ぶ足そくには応こたえるな」

　そうぼやいて、遅おくれていたフェネシスを振ふり向いたその瞬しゆん間かん、クースラは視線が遠くなっていた。クースラに続いてなんとか石段を上り終わり、膝ひざに手をついていたフェネシスもその様子に気がつき、きょとんとして、後ろを振り向く。

　そこに、ゆるく風が吹ふいた。

「悪くない景色だ」

　呟つぶやきも、すぐに広い空に霧む散さんした。

　それくらい、見事に視界が開けていた。

「グルベッティもなかなかだったが」

　こんなに高い場所から見下ろすのは、尖せん塔とうや城の上に立つことのできる王や権力者にだけ許された特権だ。どうして神とやらが天にいるのか、難しい神学理論を駆く使しせずとも、これだけでわかる。

「おい、お前らなにをしている？」

　物思いにふけることすらせず、ただただ景色を眺ながめていたところに、声をかけられた。

　見れば、怪け訝げんそうな顔をした兵士だった。

「ん……錬れん金きん術じゆつ師、と、修道女、か？」

「クラトール大公の使いだ」

「ああ、町に新しく来た奴やつらか」

　クースラがうなずくと、フェネシスが少し不安そうにクースラの側そばに寄って来る。

「いい景色を眺ながめながら悔くい改めにでも来たのか」

「祠に異教徒の描かいた絵があると聞いたんで、それに用がある。それと、こいつは助手だ」

「へえ？」

　兵士が遠えん慮りよなく視線を向けると、フェネシスは無理をしてむっと見つめ返している。

「特権状もある。なにか文句があれば、クラトール大公に言ってくれ」

「ん、ああ。別に、構わん。中に宝があるわけでもないからな」

「そうなのか？　せっかく頭ず陀だ袋ぶくろを持って来たんだがね」

　クースラが肩かたに提さげていた袋を揺ゆらすと、兵士は屈くつ託たくなく笑う。

「中に怪あやしげなのが逃にげ込まないかと見張ってるだけだ」

「あるいは、出て来ないか」

　クースラが冗じよう談だんめかして言うと、フェネシスは少しぎくりとしたようだった。

「ははは。その懸け念ねんもあったが、中は一本道で、入り組んだ坑こう道どうはすべて入念にふさがれていた。市し壁へきの外に続く穴は諸もろ刃はの剣つるぎだからな。町の連中は攻せめ込まれる危険を重視して埋うめたようだな」

　町の中と外を秘密裏につなぐ坑道は、よくある話。昔の鉱山跡あとならば、中は蟻ありの巣すよりも複雑に坑道が張り巡めぐらされていただろう。それを埋うめる手間を考えるだけでぞっとする。

「ま、せいぜい異教に染まらんようにな」

　兵士はそう言って、祠ほこらの脇わきで昼ひる寝ねをしている仲間の元に戻もどって行った。

　戦いくさの後の、平和な時間だ。

　クースラは特に意味もなく片かた眉まゆをつり上げてから、言った。

「行くか」

　フェネシスは、こくりとうなずいたのだった。







　中はもっといわゆる坑道らしいものかと思ったが、そんなことはなかった。足元も、壁かべも、天てん井じようも、すべて石を組んで作ってある。大都市の地下水路らしいといえばそうだろう。

　足音が妙みように反はん響きようし、フェネシスは少しだけ楽しそうだ。

　一方のクースラも、いくつか階段を下っていくと現れた、地下水を排はい水すいする側そつ溝こうの見事さに感心していた。鉱山の採さい掘くつは水との戦いなので、それだけでこの町の技術力の高さが窺うかがえる。

　さらに奥に進むと、途と中ちゆう、当時はそこに別の坑道があったのだろうと思われる窪くぼみをいくつも通り過ぎた。窪みはちょっとした祭さい壇だんのように設しつらえられていて、枯かれた花やからからに乾かわききった食べ物が供えられていた。戦いくさの最中さなかには、戦勝を願ってここに人が来ていたのかもしれない。

　クースラはそんなことを思いながら歩いていて、ふと、視線の先の様子に目を奪うばわれた。

「明かり？」

　それも、火ではない。太陽の明かりだ。

　道の先にある曲がり角の向こうから、光が差していた。

「燐りん光こう？　じゃないな、日の光だ……が……」

　地下だぞ、とクースラは言葉に詰つまる。

　異教の地。知られざる奇き跡せき。

　クースラは熱に浮かされるように足を速めた。なにか予感のようなものがあったのかもしれない。錬れん金きん術じゆつ師は元々夢見がちな連中だ。どこまでも合理的で、実験の成功を神に祈いのるくらいならその暇ひまでさらなる実験を繰くり返すが、それは決して、神こう々ごうしいなにかに惹ひかれない、というわけではない。むしろ、世界の秘密というものに惹かれるからこそ、錬金術師をやっている面がある。

　なので、その瞬しゆん間かん、クースラは燭しよく台だいを取り落としていた。

　目の前の光景は、それほどまでに圧あつ倒とう的だったのだ。

「……地下の、聖堂……」

　通路の先を曲がると、そこは大きな空間になっていた。天てん井じよう部は半球形で、頂点部分に大きな穴が開いている。それが空までつながっていて、そこから光が差し込んでいるのだ。

　だが、すごいのはその「光景」だ。

　道からまっすぐ視線を向けると、大きな祭さい壇だんがあり、その後ろの壁かべに巨きよ大だいな竜りゆうの彫ちよう刻こくが施ほどこされている。巨大で、そのあまりの巨大さゆえに、竜の頭は天井部の真ん中にまで伸のびている。
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　すなわち、日の光が差し込む穴に顔が届いていて、口を開く格好になっていた。

　クースラは、話に聞いたことがあった。鉱山の中には、鉱山として価値がなくなっても再利用するものがあると。

　ここは、聖堂になる前に、もう一つの使い道があったのだ。

「巨きよ大だいな、製せい錬れん炉ろだったのか」

　炉は縦長にすればするほど炎ほのおの勢いを強めることができる。

　なので、大規模な製錬の際は小さな丘おかの真ん中に縦穴を掘ほり、縦穴と横穴をつなげて炉にしたりする。ただ、費用との兼かね合あいから、普ふ通つうはそこまで大規模な穴を掘ることもできない。

　しかし、ここはなにせ掘ることで利益が出る鉱山だったのだから、そういう縛しばりもない。

　クースラは天てん井じようを呆ほうけたように見上げながらふらふらと前に進み、穴の真下まで来て、目を細めた。穴はかなり高くまで続いていて、内側がわは真っ黒だった。炭化しているのだろう。

「まるで、竜りゆうが火を吐はいたみたいだな……」

　最初は普通の鉱山として穴が掘られ、その役目を終えてからは隣りん接せつする別の鉱山から運び込まれる鉱石を製錬し、その役目も終える頃ころになり、聖堂になったのだろう。竜をかたどっているのは、往時の製錬の際の強大な炎に畏い怖ふの念を示していると見て間ま違ちがいない。

　当時の様子を想像すると、背筋にぞくぞくとした興奮が走る。

「壁へき画がも、竜ばかりか」

　クースラは視線を下ろし、目を凝こらす。

「おい、お前の見たかった絵も──」

　と、クースラはフェネシスに声をかけようとして、とどまった。

　フェネシスは本の入った重い荷物を背中から下ろすこともせず、ぼうっと立ち尽つくしていた。

　その視線の先には、一枚の壁画があった。それは、あの本に描かかれていた絵に酷こく似じしていた。おそらくは、この壁画を観みた者が、あの本を描いたのだろう。

　しかし、この絵のなにがそんなにフェネシスの気を引くのか？

　クースラは訝いぶかしげに歩み寄り、ようやく気がついた。

「火を吐く竜と、それを防ぐ盾たてを持った勇者……」

　普通ならば、冒ぼう険けん譚たんの最大の見せ場というところだろうが、やはりその壁画には妙みようにゆるいところがある。竜の後ろにも人がいて、どう見ても彼らは兵士ではなかったのだ。それはまるで竜と勇者の戦いをのんびり見物しているようであり、竜の一方的な襲しゆう撃げきに対しての防戦、というふうには見えないのだ。

　ただ、クースラは絵をしげしげと見て、フェネシスがなぜこの絵に惹ひかれたのかがようやくわかった。本来ならば、夢見がちな少年が好みそうな竜の話。

　フェネシスは、竜とは別のものを見ていたのだ。

「こいつは」

　クースラは、フェネシスの脇わきをすり抜ぬけて、壁へき画がに近づき、目を凝こらした。

　経年変化でかなりぼろぼろだが、これくらい大きな壁画だとはっきりわかる。

　竜りゆうと勇者の戦いを見守る人々の中に、妙みような連中がいた。

「お前の、仲間か？」

　クースラは、振ふり向いてフェネシスに言葉を向けた。

　フェネシスはその言葉でようやく、クースラの存在を思い出したらしい。

　そして、目を動かした拍ひよう子しに涙なみだがこぼれ、自分が泣いていることに気がついていた。

「わか……りません」

　フェネシスは弱々しく答える。

　だが、これくらい大きな絵になるとクースラの目にも明らかだし、フェネシスはあの本の挿さし絵えを見て、そうではないかと思ったのだろう。そこには、人ならざる特とく徴ちようを有した人の絵が混じっていたのだ。

　すなわち、人ならざる耳を有した、砂さ漠ばく地方を思わせる独特の服を着た人々の絵が。

「流る浪ろうの民たみが、遠方の文化や技術を伝えたっていう話は、確かに多い。五百年前にこの地に来て、製せい錬れん技術を伝えたのは……この連中か」

　クースラは呻うめくように言って、はるかなる時の彼方かなたに思いを馳はせる。

　文化とは、蒲公英たんぽぽの綿わた毛げとは違ちがう。風に吹ふかれて広がるのではなく、必ず、誰だれかが頭の中に詰つめ込み、あるいは背中に担かついで運び、広めるものなのだ。

「なるほどな……」

　クースラは、絵をまじまじと見ながら思う。

「奥のほうにも絵があるな。見に行くか？」

　クースラは、尋たずねながら、取り落としてしまった燭しよく台だいを拾いに行く。

　火ひ種だねがないな、と思っていると、フェネシスが歩み寄って来て、すっとしゃがみ込んだ。

「火ならあります」

　そう言って、頭ず陀だ袋ぶくろの中から火ひ打うち石いしと乾かん燥そうさせた草を取り出した。

「常に持ち歩いてるのか」

　感心して聞くと、フェネシスは恥はずかしげに振り向いた。

「取り出すのを忘れていただけです」

　見み栄えっ張ぱりのくせに、褒ほめられると謙けん遜そんする。

　そして、ちっちっと音を立てて火花をおこし、草を燃やすと、蠟ろう燭そくに火をつけた。

「じゃあ、宝探しだな」

　クースラが冗じよう談だんめかして言うと、フェネシスは泣き疲つかれた後のように弱々しく、でもどこかくすぐったそうに笑ったのだった。







　聖堂は、大きな製せい錬れん炉ろ跡あとと思われる広い空間を中心に、放射状に通路が伸のびていた。

　長さはさほどではないが、それぞれの壁かべに絵が描かかれ、竜りゆうの石像が置かれている場所もあった。フェネシスはやはり竜そのものではなく、絵に描かれた人々を熱心に見つめ、自分の心の中のなにかを満たそうとしていた。クースラにはそれを邪じや魔まする気もないし、手伝えるとすれば、連中に関する記録を見つけることだけだ。

　聖堂ならば、町の起源に通じる言い伝えを記した書物などが残っているかもしれない。あるいは、町の歴史は信しん仰こうという形に変えて残されていることが多いので、クースラは祭具がしまわれている部屋を探し、一本の通路の奥にそれを見つけた。兵士たちがのんびりしているところからして想像はついたが、散々荒あらされた後だった。

「ひどいもんだ」

　その様子を見れば、信仰や権けん威いなど、いざという時には役に立たないのだとわかる。

　きっとこの町の人間たちはここを畏おそれ、大事な場所だと崇あがめ、祭具の類たぐいは神聖なるものとして扱あつかっていただろうに、安い錫すずでできた儀ぎ式しき用の皿や杯さかずきは、本来の材料の値段相応の扱いを受けていた。そして、外で見張りをしている兵士たちに神しん罰ばつが下る様子などみじんもない。

「ふん」

　クースラは鼻を鳴らし、床ゆかに散らばり、踏ふみつけられたがらくたの中からめぼしい物を拾い上げていく。おそらく金かね目めの物しか興味がなかったのだろう。古びた羊皮紙の束が残っていたのは幸いだ。この土地の聖職者の説教のために書かれた覚おぼえ書がきのようで、正教徒でいう礼拝の手順や、その都度差し挟はさむ祈いのりの文句が記されていた。見ると、町の歴史を遠回しに謳うたっているもののようで、クースラにはこういうものこそ貴重だった。

「始まりの時、死の池より蘇よみがえりし竜の炎ほのおにより、すべてが焼かれ、この地には静けさだけがあった……」

　寒く、一年の大半が鉛なまり色の雲で覆おおわれる陰いん気きな国に相応ふさわしい宗教だな、とクースラは思う。

　毎度の礼拝で、世界が荒こう廃はいした様子ばかりを聞かされたら気が滅め入いる。

「神への崇すう敬けいとは風のようなもの。その向きを見失えば、決して消えぬ炎は己おのれの身にも降りかかるであろう……」

　正教徒よりもずいぶん厳しい教えのようだ。

　ぱらぱらと羊皮紙をめくっていくと、比ひ較かく的新しいインクで書かれた挿そう話わがあった。

「人々は時を経て弱くなった。異国よりもたらされた知ち恵えは人間を堕だ落らくさせた。竜の神への崇敬を怠おこたるな。さもなくば、永遠の火が我々のすべてを奪うばう……」

　神への畏れを抱いだくのは普ふ通つうにしても、これは恐おそれに近い。

　あの組合の書庫で見た絵巻物を思い出せば、むべなるかなとは思うのだが。

「他ほかにはなにかないのか」

　できれば、この町の始まりについて、特に、あの流る浪ろうの民たみについての言い伝えなどがあればいい。あれだけ目立つ格好をして、壁へき画がにも描かかれているのだから、少しくらいは記述があってもいいような気がするのだが。

　それとも、昔はああいう存在も大して珍めずらしくなかったのか。

「……ん？」

　そして、クースラは粗そ末まつな燭しよく台だいや壺つぼが荒あらされ、倒たおれている棚たなの横に、黒い書が落ちているのに気がついた。拾い上げようと腰こしをかがめれば、ちょうど目線の高さにきた壁かべに、ぽっかり穴が開いている。

　倒れた棚は、元々この壁の前に置かれていたのだろう。隠かくし扉とびらの類たぐいだ。その穴も、石壁の石組を一つ引き抜ぬかれたもので、執しゆう念ねん深い誰だれかが、一枚一枚石組を短たん剣けんの柄つかなどで叩たたいて音を聞くことで、空くう洞どうを調べたのだろう。

　なにが入っていたのやら、とクースラはしゃがみ込み、膝ひざの高さ当たりの穴の中を覗のぞいてみたが、当然もうなにもない。

「……いや、なにか書かれているな……なんだ？」

　クースラは、穴の入り口の埃ほこりを払はらい、蠟ろう燭そくの火を近づけて目を凝こらす。

「これを暴あばく者に、地じ獄ごくの業ごう火かの災わざわいを……か」

　しまわれていたのは、竜りゆうの黄金像あたりだろうか。

　クースラは、小さくため息をついて、黒い書を拾って立ち上がる。

　知識によって生きるクースラは、書物がいい加減に扱あつかわれていると不ふ愉ゆ快かいになる。

　その書も、薄うすっぺらく、不気味な黒染めの装丁だが、遠えん慮りよのない誰だれかの足あし跡あとがくっきりとついていて、妙みような同情をしてしまった。

　それに、そこに刻まれた題名だ。

「竜の血の書」

　そうこないとな、とクースラはにやりと笑う。

　曰いわく、竜の血は永遠の命をもたらし、竜の血の池に落ちた者は、三十年後にふとしたきっかけで引き揚あげられた時も、そのままの姿を保っていた。曰く、竜の血は火をつければ永遠に燃え続け、水をかけても消えることはない。竜を傷つければ、その燃える血を撒まき散らすことで世に災いをもたらす。云うん々ぬん。

　いかにも田舎いなかの無知蒙もう昧まいな連中に受けそうな要素ばかりだ。

「しかし、この土地の豊富な鉱物は、すべてみな、竜の鱗うろこの破は片へんなのである……か」

　なるほどそれで竜を恐おそれる一方、敬うやまうのか、とクースラは少し感心する。人は色々考えるものだと少し楽しくなる。

「竜の血の利用……薄うすく用いれば万能薬となり、濃こく用いれば永遠の若さを保つ秘薬になる。竜の血は、水をかけても消えない永遠の炎ほのおを生じさせるが、畏おそれを忘れない限り、様々な利便をもたらしてくれる……」

　ありがちな記述が続き、ぱらぱらめくっていくと、気になる一文があった。

「竜りゆうの……復活を試みてはならない？」

　竜の復活？

　クースラはそれで、ふと顔を上げて、聖堂のほうを振ふり向いた。

　もちろん、ここからでは角度的に見えるはずもない。

　だが、あそこには製せい錬れん炉ろを竜に見立てた大きな彫ちよう刻こくがある。

　それが、あまりにも自信満々に、昔はここに竜がいたのだと宣言しているように思え、クースラは一いつ瞬しゆん、この文章を信じかけた。

「……馬ば鹿かな話だ」

　だが、竜などさすがにいるはずもない。

　フェネシスという異い形ぎようの存在とはまた話が違ちがう、完全なおとぎ話。

　ただ、クースラは一応その書を自分の頭ず陀だ袋ぶくろに入れておいた。残りの頁ページは暇ひまな時にでも読めばいい暇潰つぶしになるだろう。

　そして、祭具をしまう部屋から出た。通路を通って聖堂に出ると、空から地下に降り注ぐ光の量はだいぶ少なくなっていた。日が傾かたむいて、穴の下まで光が届かなくなったのだろう。だいぶ時間を食っていたらしい。

　そんな薄うす暗ぐらい聖堂で、フェネシスは竜の大きな彫刻を見上げていた。

「気がすんだか？」

　フェネシスはもちろんクースラのことに気がついていたので、特にびっくりすることもなく、視線をゆっくりと下ろした。

「満足したって顔だな」

　クースラが、思わず苦笑いしてしまうほど。

　フェネシスはたった今湯ゆ浴あみから上がって来たかのように、清すが々すがしい顔をしていたのだ。

「昔の人は、心が広かったのですね」

　たぶん、他ほかの絵にも異い形ぎようの者たちが描かかれていたのだろう。迫はく害がいされ、血けつ縁えんを殺され続けてきたフェネシスには、奇き跡せきのようなことかもしれない。

「昔の人は、だと？」

　ただ、そんなフェネシスを工こう房ぼうに引き取ったクースラが聞き返すと、フェネシスはくすくすと笑う。わざと言っていたらしい。

「あなたは意地悪ですから」

　そんな言葉を、笑え顔がおで言う。

　クースラは努めて無表情に、言った。

「帰るぞ」

　燭しよく台だいを持っているのはクースラだけなので、フェネシスは慌あわてて後をついて来る。

　いつもよりその距きよ離りが近いな、とクースラが思っていると、フェネシスは小さく言った。

「連れて来てくれて、ありがとうございました」

　クースラは言葉を返す代わりに、肩かたをすくめておいた。

　クースラとフェネシスは、そのまま坑こう道どうから外に出た。北の地は日が暮れるのも早いらしく、外に出る頃ころには真っ暗だった。ただ、見張りの兵士たちの姿がなかったのは、夜の見張りはしないでいい、ということではなく、もっと別の理由なのだとすぐに気がついた。

　クースラが立ち止まったのは、町が見下ろせる階段の手前に来てからだ。

「へえ」

「わあ……」

　クースラの小さな驚おどろきと、フェネシスの感かん嘆たんの声。

「お前の好きな言葉だな」

「え？」

「幸運は思ったよりもある」

　眼下には、あちこちに篝かがり火びが焚たかれたお祭まつり騒さわぎの町の様子が広がっていた。

　町の中心部の広場から、四方八方に伸のびる細い道に至るまで、人の顔が見えそうなほどに明るかった。その様はまるで、そういう形の製せい錬れん炉ろで、広場で溶とかされた鉄が道に沿って流れ出ているかのようだ。

「俺たちは、この町で工こう房ぼうを構えられるんだ。山ほどの発見があるだろうな」

「……」

　フェネシスは、ゆっくりとクースラを見上げ、それから、また町の様子に目をやった。

「あなたは悲観的なのか、前向きなのかわかりません」

「慎しん重ちようなだけだって言っただろ」

　クースラの返事に、フェネシスはくすぐったそうに笑う。

「では、慎重なあなたに一つお聞きしたいのですけど」

「あ？」

　クースラがフェネシスを見下ろすと、その横顔は、ひどく大人びて見えた。

「私が、この町ならうまくやっていけそうだと思うことも……迂う闊かつだと思いますか？」

　どういう意味だ？　と問い返すこともない。

　フェネシスは生まれてからずっと、忌いみ嫌きらわれ、迫はく害がいされ続けてきたという。その中で、ようやくクースラたちの工房という居場所を見つけたとしても、それは仮かり初そめの小さな鳥かごに等しいものだ。だが、もしも町の歴史として、自分と同じ者が受け入れられていたという過去の事実があったのだとしたら。

　フェネシスは、眼下の町の様子を見つめながら、いつのまにか今にも泣きだしそうな顔になっていた。たぶん、それはクースラからすると、恐おそろしく貴重な、それこそダマスカス鋼こうよりもお目にかかったことのないものだったかもしれない。

　嬉うれしさと期待で、泣くこともある。

　クースラは、頭を搔かいた。

　そんな繊せん細さいなガラス細工を、取り扱あつかったことなどないからだ。

「いちいち泣くな」

　結局出てきたのは、そんなぶっきらぼうな一言だった。

　フェネシスは視線だけを動かす。その拍ひよう子しに溜たまっていた涙なみだがこぼれた。

　濡ぬれた緑色の瞳ひとみに街の灯あかりが映り込み、金きんとエメラルドの細工物のようだった。

「泣い、てません」

　そして、不格好に笑う。

　クースラはため息をついてから、そんなフェネシスの頭をぐしぐし撫なでる。フェネシスはされるがままで、ふとしたはずみで体をクースラに預けてきた。あるいは、クースラ自身が抱だき寄せたのか。なんにせよ、フェネシスは抵てい抗こうしなかったし、クースラは追い払はらわなかった。

　少し強めに背中を抱いてやると、猫ねこが喉のどを鳴らすようなくぐもった声が聞こえてきた。

　たぶん、ほんの数すう瞬しゆんのことだろうが、ずいぶん長いことそうしていたような気がして、クースラは口を開くときに咳せき払ばらいが必要だった。

「とりあえず、幸運の味を確かめに行くか」

「え？」

「飯だよ。宴えん会かいだからな。さぞうまいものがあるだろう」

「あ……」

　と、フェネシスは応こたえ、直後に腹の虫が鳴る。昼もろくに食わず作業をしていたので仕方がないが、フェネシスはこの暗さでもわかるくらい顔を赤くし、体を小さくしていた。

「行くぞ」

　クースラが歩きだすと、フェネシスもついて来る。

　石段を下りる時、その足取りがおぼつかなかったせいなのかどうか、気がついたらクースラはフェネシスと手をつないでいた。

　泣く子も黙だまる錬れん金きん術じゆつ師が形かた無なしだなと思いつつ、それを離はなそうと思わなかったのは、フェネシスが必死に足元を見ながら危なげに階段を下りているからか。それとも、その手が思いのほかしっかりとして、温かかったからか。

　クースラは、視線を市し壁へきの向こう、夜空と入り混じる地平線に向ける。

　幸運は思う以上にある。

　もしかしたら、そうなのかもしれない。

　クースラは闇やみ夜よに向かい、三日月のような半笑いを浮かべていた。

「あ、の」

「あ？」

　クースラが視線を下ろすと、フェネシスがむくれていた。

「わ、笑わないでください」

「……」

　クースラはしばしの間、フェネシスがなにを言っているのかわからなかったが、ようやく理解した。フェネシスは、暗くら闇やみの中でおっかなびっくり石段を下りる様を笑われているのだ、と思っているらしい。

「言っただろうが」

「え？」

「そんなにお前に対して関心はない」

　フェネシスはぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、そっぽを向いた。が、手を離はなそうとはしない。

　クースラは、くつくつと笑う。自分が笑ったのは、フェネシス以上に幸運の階段を怖こわがっていた自分に向けてのものだからだ。

《利子クースラ》の名を返上するかな。

　クースラが、そんなことを冗じよう談だん交じりに思った直後だった。

「あ、いたいた！」

　聞き慣れた声がして、見れば石段の下にイリーネとウェランドがいた。

　どちらも手に酒を持っていて、イリーネはさらに肉の刺ささった串くしまで持っている。

「ほら、俺の言ったとおりだろお？」

「手をつないでるとは言ってなかったじゃないですか。私の予想も当たりですから、おあいこね」

　二人してそんなことを言っている。

　そして、フェネシスはそれでようやく、イリーネとウェランドの前で、クースラと仲良く手をつないでいることに思い至ったらしい。慌あわてて離そうとしていたので、クースラはもちろん意地悪して、逆に強く握にぎりしめてやった。

「いい工こう房ぼうは見つかったか？」

「それなりにねえ」

　ウェランドは答えながら、必死に手を離そうと奮ふん闘とうするフェネシスを見て、笑うのを堪こらえきれないでいる。イリーネはイリーネで、そんなウェランドの腕うでを叩たたきながらも、顔が笑っていた。

　クースラは、フェネシスを見下ろして両肩かたをすくめた。

「相棒だろ？」

「～～……」

　フェネシスは泣きそうな顔でクースラを見上げ、怒ど鳴なる。

「違ちがいます！」

　クースラはにやにや笑い、ウェランドを見て言った。

「どうせなら新しい工こう房ぼうで飲まないか」

「へえ？　クースラがそんなこと言うなんて、柄がらじゃないねえ」

「あの騒さわぎの中で飲むのか？」

　クースラが顎あごをしゃくる先では、明るいうちから始めていたのか、傭よう兵へいたちが輪になって大騒ぎをしている。今からこの調子では、夜が更ふけるにつれろくでもないことになるだろう。

「確かに……。ただ、俺はそれでもいいけどよお」

　と、イリーネに視線を向ける。

「えー？　私、広場のほうで踊おどりたかったんだけど」

「炉ろの前で踊れ。見てやるよ」

「い、や、で、す」

　イリーネは言って、ふと視線をフェネシスに向けた。

「ウルちゃんはどうしたい？」

　聞かれ、まさか自分に意見を求められるとは、とフェネシスは目をぱちくりとさせていた。

　あるいは、傭兵や、商人や、長旅を経てきた職人たちが、路上で繰くり広げる乱らん痴ち気き騒ぎに飲まれていたのかもしれない。

　クースラがすっと手を離はなすと、我に返ったかのようにクースラを見上げた。

「どうしたいんだ？」

　フェネシスは、あれほどクースラから手を離そうと奮ふん闘とうしていたのに、いざ離されるとひどく不安げな顔を見せた。

　たぶん、それはこれまでのフェネシスの旅路の中で、何度も誰だれかの手を離して、それっきりになってきたからだろう。

　だから、その寂さびしさを埋うめるために、盲もう目もく的に誰かの手を握にぎろうとさまよってきた。

　流れ流れて、摑つかんだのはクースラの手だ。

　錬れん金きん術じゆつ師の世界へようこそ。

　フェネシスは、ゆっくりと顔を上げた。

「工房が、いいです」

　そこが、自分の新しい居場所なのだから。

「だとさ」

「お姫ひめ様がご所しよ望もうなら仕方がないねえ」

「ちょっと。私は姫じゃないってこと？」

　乗りのいいイリーネがウェランドに絡からみ、串くしの先せん端たんで威い嚇かくしている。

　一方のフェネシスは、自分の意見で皆みなが動くことにやや戸と惑まどっていた。

　ウェランドやイリーネに続いて歩きだそうとしたクースラは、そんなフェネシスを振ふり向いて言った。

「手をつながないと歩けないか？」

　ぴん、とヴェールの下で耳が動く。

「ひ、一人で歩けます！」

　フェネシスはそう言って、クースラたちに追いついた。

　道すがら、飯だの酒だのを調達し、イリーネとウェランドの先導に従って職人街を進んでいく。たどり着いたのは、図ずう々ずうしい錬れん金きん術じゆつ師ですら、気き後おくれするような立派な石造りの工こう房ぼうだ。

「新天地へようこそってな」

　クースラはそう言って、新しい工房の扉とびらを開いたのだった。
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　大だい宴えん会かいは、元々の住人の懐かい柔じゆうの意味もあったらしく、夜通しの騒さわぎは相当のものだった。

　酒さか樽だるを転がす音や、笑い声、歌い声が途と絶だえることはなかった。

　とはいえ、クースラたちは早々に床とこに就ついていた。単純に疲つかれていたのもあるし、翌日からも仕事は山積みだったからだ。

　飲み食いはほどほどにして、翌日は朝から鍛か冶じ屋組合の会館に向かい、書庫を漁あさっていた。ちなみに予想できていたことではあるが、会館が面する広場は死し屍し累るい々るいで、見張りの兵すら立っていなかった。イリーネを踊おどりに行かせていたら、ここに屍しかばねが一体増えていたことだろう。

　組合の会館に赴おもむいたのはクースラとフェネシスの二人だけで、ウェランドとイリーネは、工こう房ぼうの炉ろを前に本を読むなんて真ま似ねはできないとわめいて工房に残っていた。それに、文字の読めないイリーネは書庫にある絵巻物にほとんど目を通してしまったようで、することもなかったのだ。

　そんなわけで、クースラは書庫の貴重な知識をあれこれと繙ひもとき、フェネシスがそれをひたすらに筆写していくということになった。

　フェネシスは昨晩は珍めずらしくわずかの肉を食べ、葡萄ぶどう酒しゆを舐なめたら早々に潰つぶれていたのでたっぷり眠ねむれたらしく、実に頼たのもしい働きぶりだった。

　そして、あっという間に昼になったので、広場に出ているだろう屋台でなにか買うかと水を向けたら、工房で食べませんか？　と返された。

　自分の新しい住すみ処かに、少しでもいたいのかもしれない。クースラも工こう房ぼうの炉ろの様子が少し見たかったので、特に反対はせず、数冊さつの本を持ち出した。

　ただ、それだけならよかったのだが、クースラは一つ当たり前のことを見落としていた。昼飯を買えば、それを運ばなくてはいけなくなる。焼きたてのパンとチーズ、それに昨晩の宴えん会かいのために潰つぶした鶏にわとりの残りでたっぷり味つけしたスープの入った小こ鍋なべなどを買ってから、クースラはようやく気がついたのだ。

「しまらないな……」

「え？」

　フェネシスは工房で作業するための筆記用具一式で手いっぱいだ。

　本の詰つまった頭ず陀だ袋ぶくろを肩かたに掛かけ、食べ物を両手に持ったクースラは、げんなりして言った。

「俺は錬れん金きん術じゆつ師だぞ。両手に食い物ぶら下げて、昼飯のために工房に帰るなんて所帯じみすぎてて気き色しよく悪いだろうが」

　フェネシスは数すう瞬しゆんぽかんとしていたが、次し第だいにくすくすと笑いだした。
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「工房にも竈かまどがありましたから、お鍋などを早く用意しないといけませんね」

「……間ま抜ぬけな話だ」

「そうですか？　あ、でもその前に掃そう除じですね。ずいぶん長いこと使われていなかったみたいですから」

　昨晩も、ベッドは土台こそあったものの、毛布やらがなかったので結局クースラたちは宿屋で眠ねむることになった。イリーネはなんとか自力で歩いて宿屋まで行ったが、フェネシスはクースラが背負って運ぶことになった。

　あれも他人から見たら、相当間抜けな図だろうとクースラは思う。

「任せる。お飯まま事ごとが楽しいお年とし頃ごろだろうからな」

「むー……」

　フェネシスはむくれるが、本気で怒おこっていないことくらいわかる。

　それに、クースラもしまらないとか言いながら、こういう腑ふ抜ぬけた感じも悪くない、と思ってしまうのだから始末が悪かった。

　肩の力を抜いて、か。

　クースラはフェネシスに言われた言葉を、ふと胸中で繰くり返した。

「お昼買ってまいり──」

　と、工こう房ぼうの扉とびらを開けて中に入ったフェネシスは、そう言いかけて止まった。

　なんだ？　とクースラが遅おくれて入れば、なるほどと思った。

「見事なもんだ」

　工房が、綺き麗れいに磨みがき上げられていた。

「あ？　炉には火を入れてないのか」

　イリーネがグルベッティの鍛か冶じ屋組合でそうしていたように、ぴかぴかに掃そう除じをしているのはそれはそれで構わなかったが、クースラはてっきりイリーネはウェランドと一いつ緒しよに製せい錬れんしていると思っていたので、意外だった。

「あー、それがさ、あんたらが出て行ってすぐ、騎き士し団の人が来てね」

「騎士団が？」

「うん。まだ物資の流通路が確立できてないから、燃料の無む駄だ遣づかいはやめろってさ」

「ああ」

　ここは騎士団が蜘く蛛もの巣すのように張り巡めぐらせた、情報と物資の流通網もうから離はなれた異教徒の地だ。その最大の町を陥かん落らくさせたといっても、ここを南のつながりの中に取り込むには、まだ多少の時間が必要だろう。

「それでウェランドはふて寝ねか」

　クースラが工房の隅すみに視線を向けると、本来なら炭を入れておくはずの菰こもに包くるまって、物もの乞ごいのように寝ているウェランドがいる。

　掃除をしている横でよく眠ねむれるものだと、クースラは少し感心する。

「うるさいよお……」

「飯だぞ」

「ふあ……」

　炉ろの前で製錬している時以外、ウェランドはあまりやる気がない。

　イリーネが片づけてくれた作業台の上に飯を並べ、四人が椅い子すにつく。

　ふと笑ったのは、イリーネだ。

「はは。本物の工こう房ぼうみたい」

「本物だよお」

「そうじゃなくってさ」

　イリーネの言いたいことはなんとなくわかる。

　そして、わかるからこそ、クースラはあえてフェネシスのことを見なかった。

「では、神に感謝して、いただきます」

　まったく、しまらない昼食だった。







　昼飯を食べた後、クースラは多少腰こしを据すえて読むべき本を開き、フェネシスは筆写の続きをしている。

　イリーネは食事の後もなにかやり残していたのか、雑ぞう巾きんと桶おけを片手に工房をうろうろしていたが、やがてそれも片づけて作業場に戻もどって来た。ご苦労なことだ、とクースラは素す直なおに思ったのだが、イリーネはどうもなにかそわそわしている感じがあった。落ち着きなく作業場を歩き回り、棚たなをいじったり、備え付けの道具類をがちゃがちゃいじったりしている。

　が、それもすぐに飽あきたらしく、火の入っていない炉ろに向かって立ち、腰こしに両手を当てて唸うなっている。

　そして、意を決したように振ふり向いた。

「ねえ」

　無視しようかとも思ったが、イリーネが暇ひまを持て余しているのには気がついていたので、クースラは片かた眉まゆをつり上げながら視線を向けた。

「なんだよ」

　わかりきっていることを聞くクースラに、イリーネはやや顎あごを引きながら言った。

「なんかやることないかな」

　クースラはぐるりと視線を巡めぐらして、綺き麗れいに片づいた作業場に感心する。

「繕つくろい物ものでもしてたらどうだ。こいつの作業着とかあっただろう」

　クースラがフェネシスを指差すと、フェネシスは緑色の瞳ひとみをくりくりさせて「？」と小首をかしげている。

「それも、旅の途と中ちゆうで終えちゃった」

「なら、残念だな。燃料が使えないと、鍛か冶じ職人も形かた無なしだ」

「う……」

　イリーネは、苦しそうに唸る。なにもすることがないのに、耐たえられないのだろう。

　クースラは、部屋の隅すみで横になっているウェランドに声をかけた。

「おい、ウェランド」

「……」

　返事がないが、横になっているだけなのはわかる。

「ウェランド」

「……なんだよお」

「イリーネお嬢じよう様が暇で死にそうだとさ。お相手してやったらどうだ」

「ううー？」

　ウェランドが、のそりと顔を起こす。

「自じ慢まんの手しゆ腕わんでお嬢様を楽しませたらどうだ」

「……面めん倒どう事ごとになるから手を出すなって言ったのはクースラじゃないかよお」

「時と場合によるだろう」

「うーん……俺はもうちょっと年上が好みなんだよねえ」

「ち、ちょっと！　なんの話してんのよ！」

　もちろん、冗じよう談だんの一いつ環かんだ。

　クースラが肩かたをすくめると、ウェランドは仕方がないなあ、といった感じで起き上がる。

「あ、あ、別にわざわざいいよ」

　イリーネは慌あわてて言うが、遠えん慮りよされるとウェランドは余計嬉うれしいらしい。

「さて、どこに遊びに行こうかねえ」

　とかなんとか呟つぶやいていたのだが、イリーネは不意に、こう言ったのだ。

「ね、ねえ、それよりお願いがあるんだけど」

「あ？」

　イリーネはクースラとウェランド、それにフェネシスをちらりと見てから、珍めずらしく気弱そうに言った。

「なんだお願いって。俺のほうがいいのか？」

「ええー？　それはないよお」

「違ちがうわよ！」

　イリーネはがうがうと吠ほえてから、言った。

「文字、教えて欲しいんだけど……」

　だめかな？

　そんなふうに上うわ目め遣づかいになるイリーネは、ちょっと珍しいかもしれない。

　クースラはウェランドに目配せすると、ウェランドはしばし何かを考えるような顔をしてから、ふと大おお欠伸あくびをする。

「うーん……寝ね足りないからやっぱりもう一ひと眠ねむりしてくるよお」

「あ、おい」

「おやすみぃぃ」

　そして、菰こもを持って奥の部屋に行ってしまう。町を案内するのも文字を教えるのも大して手間は変わらないだろうに、ウェランドの気き紛まぐれだ。

　クースラは、ため息をついてイリーネを見る。イリーネは意を決して言ったらしく、宙ちゆう吊づりな感じになってひどくいたたまれない様子だった。フェネシスがただ一人、冶や金きんの技術で劣おとっていることにひどく傷ついていたのと同じことだろう。

　クースラはもう一度大きなため息をついて、イリーネに言った。

「蠟ろう燭そくと、木の板を探してこい」

　板に蠟を塗ぬって、そこに文字を書くのが練習の定番だ。

　イリーネは顔を上げ、真しん剣けんな顔でうなずくと、即そく座ざに用意を始めたのだった。







　イリーネにどの文字を教えようか、と数すう瞬しゆん考えたが、イリーネはすぐに役に立ちたいとのことで、この近辺で使われるものを教えることになった。

　文字には形と音、それらの連なりによって示される意味があり、一から教えようと思えば途と方ほうもない手間がかかるが、イリーネはやはりどこまでも職人で、実際的だった。

　自分にできて、一番効果的なこと。つまりは、あの組合に残されていたような、絵巻物に時折差し挟はさまれる単語の意味を教えて欲しい、とのことだった。

　確かに、それならば覚えるべき単語の数もそれほど多くない。初めて触ふれる水車を動力にしたふいごですら、たちどころに仕組みを把は握あくして組み立ててしまうイリーネなのだ。あとはそこに記される鉱石の種類だとか、火加減だとか、そういった直接的な単語を解読できれば事足りる。

　元々、職人はその技術を言葉で教えられるわけではない。

「基本的な鉱石の名前はこれらになる。正しい発音は、俺も少し怪あやしいがな」

「知ってる文字に形が似てて助かる……かな」

　金だの銀だのという、イリーネなら目を閉じて手て触ざわりでも区別できそうな鉱石類の名前を前に、やや臆おくしながらも力強く言った。

　南のほうで遣つかわれる言葉でなら、一応その手の単語は覚えているらしい。

　北の異教徒の地といっても地続きなので、文字の形が根本から変わるということもない。

　頑がん張ばればすぐに覚えられるだろう。

「こっちは？」

「これらもほとんどお決まりの文章に使われる。悔くい改めよ、さらば扉とびらが開かれん、とか言えばわかるか？　一度覚えればあちこちで出てくるものだ」

「なるほど……」

　絵巻物には職人たちの工こう房ぼうの様子などが記されていることもあるが、ほとんどはなにかちょっとした説教と絡からめようというものらしい。怠たい惰だな職人とか、徒弟を粗そ雑ざつに扱あつかう傲ごう慢まんな親方とか、この土地の風習に反する行いをする罰ばち当あたりだとか、南の地から伝わってきた奇き妙みような形をしたふいごの実演だとか。

　そうした場面に挿そう入にゆうされる短い一文は、ほとんどお決まりの文句になっている。

　文字がまったく読めないとなにか高こう尚しようなことが記されていると思えても、種が割れてしまえば陳ちん腐ぷでどうってことのないものである、ということであり、それは文字に限らない。

「まあ、百から二百くらいの単語を覚えるくらいだな。それくらいいっぺんに覚えたら、絵巻物なら大たい抵ていの意味は把は握あくできるだろ。あとはわからないものは俺に聞くなり、ウェランドに聞くなりしろ。たまに質問するくらいだったら、答えてやる」

　イリーネはクースラを見て、不承不承といった感じでうなずいている。教えを請こうてきたのはそちらなのに、とはクースラも言わない。たぶん、その顔はイリーネが自分の不ふ甲が斐いなさを責めているからだ。

「ちなみに、さ」

「あ？」

「今、質問してもいい、かな？」

　フェネシスに負けず勉強熱心だった。

　文字を教える関係上、イリーネとクースラは並んで座っている。作業台の向かい側がわで黙もく々もくと筆写しているフェネシスより勝まさっているとすれば、知らないことは知らない、知りたいことは知りたい、ときちんと言うところだろう。

「構わない。俺は割と教えたがりなんでね」

「……噓うそばっかり」

　イリーネは言いながらも、少しほっとしているようだった。

「これなんだけど」

　と言って懐ふところから取り出したのは、へたくそな字で書かれた覚おぼえ書がきだった。

　五歳の子供が初めて木の棒で地面に描かいた絵のようだ。

「お前は少し文字を書く練習をしろ。女の文字じゃないだろ、これは」

「べ、別にいいじゃない！　私は職人なのよ！」

「お前の元旦だん那なの文字は、実に力強くて凜り々りしかったがな」

「うっ……」

　イリーネを黙だまらせてから、クースラはイリーネの取り出した紙片に目を落とす。

　からかいではなく本当に汚きたなすぎて読みづらいのだが、なんとか判別はつく。

　どうやら、絵巻物からの抜ばつ粋すいらしい。

　ただ、クースラはその文字を見て、少しだけ唇くちびるの端はしをつり上げる。

「また、妙みようなものに興味を持ったな」

「……やっぱり、そういう感じ？」

「永遠……始まり……地じ獄ごく、火？　劫ごう火か、だなこれは。他ほかには……生成……古代……」

　クースラは、はっきりと笑う。

「大魔ま道どう師」

　イリーネは、クースラが読み上げる覚おぼえ書がきにじっと目を向けていた。

「錬れん金きん術じゆつ師でも目指すつもりか？」

　クースラがからかいの言葉を向けると、イリーネははっと顔を上げる。

　そして、目を泳がせた。

　イリーネがどんな絵巻物に興味を引かれたか、想像がつくようだった。きっと、悪魔的だったり、奇き妙みような手法を追い求める者たちを戒いましめるような、その手のものに目がいったのだろう。

　ただ、あからさまに動どう揺ようしているイリーネを、クースラは笑わなかった。

「まあ、悪いことじゃないだろ」

「う……え？」

「ここは職人の工こう房ぼうじゃないからな。お前を縛しばりつける常識みたいなものはない」

「……」

「好きなことを追いかければいい。重要なのは……」

　と、クースラは真ま面じ目めな顔になって言う。

「目的を見失わず、また、迷信のような妄もう執しゆうに囚とらわれないようにすることだ。製錬の際に聖人の骨を突つっ込むのは、ぎりぎりなところだが、星の巡めぐりに凝こりだしたり、呪じゆ文もんを唱えだしたら、要注意。わかるか、この違ちがいが」

　イリーネはまっすぐに、見上げるようにクースラを見つめていたが、それから、ゆっくりとうなずいた。

　イリーネはなんだかんだいって優ゆう秀しゆうな職人だ。目に見えるものだけ、再現できるものだけを信じるように仕込まれている。

　特に心配ないだろう、とクースラ自身も思っていたのだが、ふと、イリーネは口を開いた。

「あんたってさ……」

「あ？」

「あ、いや、なんでもない」

　イリーネはそう言って、覚書をひったくるように自分の手元に引き寄せる。

　ただ、そうしてから、ぐう、と背中を丸めていた。

　なんなんだ？　とクースラが思っていると、赤毛の娘むすめは、クースラを見ないまま、覚書だけもう一度突つき出してきた。

「どれがどういう意味だか、書いて」

　フェネシスとはまた毛色が違ちがうが、これはこれで面おも白しろい助手だと思った。

　しかし、イリーネが興味を引かれたという絵巻物も気になるところだ。大魔ま道どう師、などという単語は、他ほかの絵巻物には出てこなかった。

　クースラはそんなことを思いながら、覚おぼえ書がきにイリーネの知っている言葉で意味を書いてやり、渡わたした。イリーネはしげしげとそれらを見つめていたが、クースラはふと、向かい側がわのフェネシスの視線に気がついた。

「どうした？」

「！」

　フェネシスは声をかけられて、びっくりしたように体をすくませている。

「お前もわからないことがあるのか？」

「い、いえ……」

　もごもごと呟つぶやいて、再び筆写の作業を開始していた。

　クースラはそんなフェネシスを見て、なんだ？　と首をかしげていたが、もしかしたら、自分が力になれることがあるのに、と思っているのかもしれない。

　その点ではクースラも同感だった。

「というか、お前、フェネシスに教えてもらえよ」

「え？」

　イリーネは覚書から顔を上げて、意外そうな声を出した。

「言語に関しちゃ俺より優ゆう秀しゆうなところがある」

　事実なのでそう言ったまでだが、イリーネには意外だったのかもしれない。

　はっきりと、戸と惑まどっていた。

「あ……えっと、それは……」

　イリーネは、フェネシスとクースラを見比べている。

　なにをそんなに戸惑うことがあるんだ？　と訝いぶかしんだクースラは、つい、天性の悪戯いたずら心が出た。

「それとも、俺から教えてもらいたいのか？」

　にやりと笑って言うと、イリーネはびくりとクースラを見た。

　そして、その反応の直後、イリーネは明らかに、しまった、という顔をしていた。

　クースラも、笑えみがちょっとひきつる。

「おい、冗じよう談だんのつもりだったんだが……」

「ち、ち、ち、違うわよ、馬ば鹿か！　そうじゃなくて──」

　イリーネがフェネシスを気にしながら必死に弁解すればするほど、おかしなことになる。

　フェネシスは茫ぼう然ぜんとイリーネを見ているし、イリーネはついに椅い子すから立ち上がった。

「馬ば鹿か！」

　その一言を残して、覚おぼえ書がきやらを引っ摑つかむと、奥の部屋に引っ込んでしまった。

　残されたのは、クースラとフェネシス、それに、妙みような沈ちん黙もくだった。

　クースラは、フェネシスに視線を向けた。

「手が止まっているぞ」

「え、あ、は、はいっ」

　ぼーっとしていたフェネシスは、それで慌あわてて作業を再開する。

　上うわの空そらなのは明らかだったが、クースラはあえてなにも指し摘てきしなかった。

　それ以前に、どうしてあの女好きのウェランドがイリーネに文字を教えようとしなかったのか、遅おそまきながら気がついた。フェネシスは自分がイリーネの力になれるのに、と思ってクースラとイリーネのやり取りを見ていたのではない。あれは、きっと、面おも白しろくなかったのであり、わかりやすくいえば、嫉しつ妬としていたのかもしれない。

　ふわふわした乙おと女めの匂においに、クースラは小さく舌打ちをする。

　頭の奥の小さな塊かたまりが痺しびれるような感覚は、手の届かない場所がかゆいのに似ていた。

　小こ娘むすめらがいると、どうにも空気が弛し緩かんする。

　問題は、他ほかのことで気が乱されたら、クースラはなんとしてでもその原因を排はい除じよするところだが、この問題についてはそう思えなかったこと。

　イリーネがクースラに気があるような無ぶ様ざまを見せたせいで、明らかに動どう揺ようしているフェネシスの間ま抜ぬけ面づらは、正直可か愛わいかった。自分に対して見せてくれる幼い独どく占せん欲というのは、これほど心をくすぐるものなのか、と思った。懐なつかれるのも決して、悪くない、と。

　どこか頭が麻ま痺ひするような穏おだやかな毎日。

　クースラは、苦笑いすらできず、呆あきれてしまう。あれほどマグダラを渇かつ望ぼうしていた心が、たったこれだけのことで癒いやされてしまうような気がしたからだ。それとも、自分が追い求めていたものは、実のところこの程度のものだったのか？　神の衣ですら剝はいでやる、という意気込みで必死に世の真理に手を伸のばそうとしていたのに、わかりやすいものが手に入ってしまうと、呆あつ気けなく満足してしまう程度のことだったのか？

　そんなことはない、とクースラは思うのだが、それを証明する手立てがなかった。

　己おのれが錬れん金きん術じゆつ師であることを証明せよ、とウェランドが言われ、途と方ほうに暮れたのと同じこと。

　いざ、その機会がくれば、もちろんクースラは己の錬金術師性を発揮できると信じている。

　これまでそうしてきたという自負もある。決して、フェネシスやイリーネが持ち込んだ浮うわついた空気で駄だ目めになるようなものではないと思っている。

　だが、おそらく騎き士し団の人間はこのままこの地の支配を盤ばん石じやくなものとし、自分はその傘かさの下で過ごすことができる。研究もたくさんできるだろう。

　なんの不都合も、不満もない。

　ただ、それだけかもしれない、と思うと、急に寂さびしくなってきたのだ。

　なにせ、このカザンの町ですら、クースラが望むような天地をひっくり返す技術は見つからなかった。

　それはまるで、フェネシスに懐なつかれ、それを守るだけで自分の心が満たされてしまうかもしれない、という平へい凡ぼんさこそが世の真理だといわんばかりだった。

　同じような日常がどこまでも続き、たまに起きる理り不ふ尽じんに翻ほん弄ろうされるだけの人生。

　結局そうなのか？

　クースラは、フェネシスと向かい合い、どこかで見たことのある「貴重な知識」を事務的に繙ひもときながら、そんなことを考えていた。

　不安などなにもないはずなのに、そのことがかえって不安だった。

　だから、昼飯もそろそろ消化したかという昼下がり、工こう房ぼうの扉とびらを叩たたくノックは、ある意味でクースラを恐おそれさせた。

　この工房に用事があるのは、間ま違ちがいなく騎き士し団の人間だろう。

　そしてこれが、これから何年も続く、日常の始まりかもしれない。

　ノックされた扉をクースラが開けると、そこに立っていたのは、一人の兵士。

　ただ、目つきが妙みようにぎらぎらとしていた。

「アイルゼン様がお呼びだ」

「なに？」

「その知識を借りたいとのことだ」

　知識を？　なにか妙なものが見つかったのか。

　推すい測そくを巡めぐらせるクースラに、兵士は声を押し殺して言った。

「すぐに来るようにとのことだ」

　なにかあったのだ。

　クースラは、背中を強く叩かれたような気がした。

　それが自分の鼓こ動どうの高まりだと気がつくと、顔が勝手に《利子クースラ》らしく、歪ゆがんだ笑えみを浮かべたのだった。







　アザミの紋もん章しようを付けた入植部隊。その最高位に就つくのは、余興好きで錬れん金きん術じゆつ師に火ひ吹ふき芸をやらせるような赤髭ひげの大男にして大貴族のクラトール大公だが、実質的に部隊の運営を司つかさどっているのは、伝令官アイルゼンだ。

　部隊の進軍に先さき駆がけ、あらゆる調停をすます役やく柄がらは、たとえ町に入ってからでも変わらない。

　進む先に問題があれば、必ずそれを取り除く。

　そのアイルゼンの顔が、グルベッティでは決して見せなかった強こわ張ばったものになっていた。

「来たか」

　クースラ、ウェランド、それにイリーネにもお呼びがかかっていたので、結局フェネシスも連れて来た。ただ、アイルゼンはイリーネの肩かた書がきしか知らなかったらしく、若い娘むすめで少々驚おどろいていた。

「腕うでが確かなら構わん」

　そう言うと、クースラたちを執しつ務む室の隣となりの部屋に連れて行った。

　そこには、大ぶりの剣けんや盾たて、鎧よろい、それに矢じりや鐙あぶみがあった。

「……これらは？」

「一昨日おととい、西に向かった兵が持ち帰ったものだ」

　アイルゼンは短く言う。

　西に向かった兵、というのは、おそらくこの町に駐ちゆう留りゆうしていた者たちのことだろう。戦いくさが終われば戦いが仕事の兵士も家路に就つく。陸路を下る選せん択たく肢しもあるだろうが、大剣や鎧といった大荷物があれば、いったん西に出て海路を使ったほうが早い。

　ただ、その兵が持ち帰った、というのが気になった。

　たった一日二日で行って帰って来られる距きよ離りではないだろうからだ。

　それに、並べられた物を前に、フェネシスや、イリーネまでもが腰こしが引けていた。

　それらには、生々しい血と泥どろの装そう飾しよくが施ほどこされていた。

「これがどこのものかわかるか」

　だが、アイルゼンは詳くわしい説明をせず、そうとだけ言った。

「産地、ということですか」

「そうだ。お前らならわかるだろう」

　錬れん金きん術じゆつ師をなんでも屋だと思うなよ、と思いつつも、聞かれれば答えるしかない。クースラは剣を手に取り、ウェランドは鎧の血の匂においを嗅かぐかのように顔を近づけ、見つめている。当初はその様子に戸と惑まどっていたイリーネも、恐おそる恐る矢じりを手に取って、調べ始めた。

　クースラが手に取った剣には、刃はこぼれがある。

　だが、それだけならば使い古されたものということもできるが、そこには脂し肪ぼうによる曇くもりもあった。一度血を拭ぬぐわれているが、この剣は、明らかについ先ほど人を斬きっている。

「無骨な硬かたさより、上品なしなやかさを求める感じだな」

「それと、でかい工こう房ぼうだねえ。品質が揃そろっている」

　並べられたいくつもの鎧を見比べて、ウェランドは言った。

「矢じりの形状も……鉄の品質も均整が取れてる。よほど、組合がしっかりしてる町、かな」

　イリーネも、やや気き後おくれしながら言った。

　上質で、複数の製品が同じ品質で作られる時、それは大規模な工房が複数にわたり、組合の厳格な品質管理の下もとに運営されていることを示す。

　すると、結論はかなり絞しぼられる。

「詳くわしくは鋳い潰つぶして組成を調べるしかないですが、間ま違ちがいなく、かなり南の製品でしょう。どれも鼻につく誇ほこらしさが感じられる。南の海運帝てい国こくドラバルディとか、ルツィアーノ大皇国とか、その手の大都市の、巨きよ大だいな組合の……」

　どれもここよりはるか南の、教会の総本山である教皇庁や巨額の富を握にぎる大商人などが本ほん拠きよを構えるような国々だ。ずいぶん長い旅路の果てにたどり着いたものだな、とクースラはしげしげと眺ながめた。

「それで、これが？」

　クースラが臆おくすることなく尋たずねると、アイルゼンは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめ、言った。

「お前らには関係のないことだ。それより、これらの装備の流通状じよう況きようを知りたい。容易に手に入るものか」

「……その手のことは、商人連中のほうが詳しいのでは？」

　軽くいなしてやると、アイルゼンが一いつ瞬しゆん怒いかりで息を止めた。

　クースラは、油断なくその様子を見つめている。

　商人連中に聞けばいいのは、伝令官という役目柄がら当然知っているはず。

　それをしないのは、理由があるからなのだ。

「お前らの、知っていることを話せ」

　アイルゼンの口調は、苛いら立だちにまみれている。グルベッティで見せたような余よ裕ゆうが感じられない。

「もしかして、こんな装備をつけた盗とう賊ぞくに襲おそわれたんですか」

　さすがに声を漏もらすような無ぶ様ざまこそ見せなかったが、ひらりと身をかわすような芸当はできなかったようだ。無様な沈ちん黙もくこそが、アイルゼンの答えを示す。

　クースラは、小さく笑う。

「ご苦労だった」

　アイルゼンはそう一言言い置いて、部屋から出て行った。おつきの連中も外に出て行って、部屋に残されたクースラは小さくため息をつく。ウェランドも、疲つかれたように髪かみの毛をかき上げていた。

「ね、ねえ」

「あ？」

　我が慢まんできなくなったように口を開いたのは、イリーネだった。

「どう、いうこと？」

　その顔は、どこか答えを理解しているような感じだった。

「簡単なことだ」

　クースラが剣けんの柄つかを握にぎり直すと、刀身がかちゃりと音を立てる。

「どうやら、戦いくさはまだ終わっていないらしい」

「え？」

「この剣、人を斬きったばかりだ」

　クースラが言うと、イリーネは息を飲んで後ずさる。フェネシスも、呆あつ気けにとられている。

「残党に襲おそわれた、というだけならいいけどねえ」

　ウェランドも、鎧よろいからようやく顔を上げて、言う。

「そうだな。それなら、アイルゼン閣かつ下かの錫しやく杖じようの一ひと振ふりで露つゆと消えるだけだ」

「……」

　言葉に詰つまるイリーネの手を取ったのは、意外にもフェネシスだった。

「危険が、あるのですか？」

　フェネシスの問いに、クースラは口元を歪ゆがめた。

「それは常にそうだ」

「そういうことではありません」

　あまりにもはっきりとした口調だった。

　水に垂たらした鉛なまりの形で、皆みなが一いつ緒しよにいられるのかと占うらないたがった小こ娘むすめだ。

　だが、その少女は間ま違ちがいなく、クースラと同じか、それよりも深い場所で溺おぼれたことがある。

「……悪かったよ、相棒」

　クースラは言って、鞘さやに剣を戻もどす。フェネシスは、相棒、と言われてちょっと動どう揺ようしているようだったが、表情は懸けん命めいに押しとどめていた。

「見るべきところはまず、アイルゼンのあの慌あわてよう。そして、この武具の仕立ての良さだ」

「イリーネちゃんなら、仕立てにかかる費用がわかるんじゃないかなあ」

　ウェランドに問われ、イリーネは尋じん問もんかなにかのように、固唾かたずを飲んだ。

「……村なら軽く家が建つわ」

「町でも部屋が買える。野や盗とうと騎き士しは天と地ほど身分が違うが、それを分けるのは身にまとっている武具だけだ。職人と錬れん金きん術じゆつ師の差は好こう奇き心しんだけだが、さてどちらが大きいか」

「だから、なに」

　イリーネが苛いら立だったように言う。

　クースラは、肩かたをすくめた。

「カザンの町は陥かん落らくしていなかった可能性がある」

「は？　でも」

　ここはカザン。

　ただ、鉛が金になるように、金も鉛になることがある。

「単に、罠わなだったのかもしれないな」

　陥かん落らくしたのではなく、誘さそい込んだのだとしたら。

　攻せめ込んだのではなく、飲み込まれたのだとしたら。

「お前らが俺にしたことだよ」

　クースラは、フェネシスとイリーネを見た。

「たった一つの話を知るか知らないかで、状じよう況きようが天と地ほども変わる」

「……つ、つまり？」

　イリーネが、尋たずねる。

　扉とびらが開いたのは、その直後だった。

「一度工こう房ぼうに戻もどれ」

　クースラは、アイルゼンのおつきの一人を見る。

「ここでのことは他た言ごん無用」

　なにかを聞く前に、そう言われる。

　クースラが視線をイリーネに向けたのは、そういうことだ、という意味だった。

　アイルゼンやクラトール大公が居を構えているのは、竜りゆうの噴ふん水すいがある広場の真正面に位置する元参事会館だ。そこから出ると、ちょうど勇ましいラッパの音が聞こえてきた。

　兵の招集を告げているのだろう。

　人々もラッパの意味に気がつき、一いつ瞬しゆん不安そうにしたが、そこに怯おびえはなかった。

「なに、我らが騎き士し団様さ」

　通りがかった屋台の夫ふう婦ふが、気楽な調子で言っている。新たにこの町にやって来た植民の者だろうが、普ふ通つうに考えればそうだ。

　敵とは、名めい誉よの戦死を求めて戻って来る、敗残兵のこと。行商人や、旅の楽師たちから酒場でよく聞く、悲しくも狂くるおしい、名誉と戦いくさの悲劇の話というやつだ。

　したり顔でそんな話をする奴やつらもいた。

　人々は、ラッパの音を聞き、広場のほうに向かって行く。

　しかし、クースラたちは逆に言われたとおりに工房に向かっていた。

　まるで、四人だけが真実を知るかのように。

「一度勝ったんだもの。また勝てるわよね？」

　イリーネが聞く。

「中身が同じならな」

　クースラは答える。

　そして、その日の夜のとばりが下りるまでに、カザンの町は敵の軍勢に取り囲まれていたのだった。







　その日の夜、クースラたちは眠ねむれなかった。

　だが、決して、町を取り囲む敵が怖こわくて眠れなかったのではない。

「これ、で……最……後……」

　かん、と金かな槌づちを振ふり下ろし、イリーネはそのまま後ろに倒たおれ込み、すんでのところでクースラが受け止めた。作業が一ひと段だん落らくしたのは、うっすらと、ようやく空が白み始めた頃ころだった。

　近所にある工こう房ぼうでは、まだ作業が続いているところもある。南からやって来た植民の職人たちが、使われていなかった工房で作業をしているのだ。クースラはとにかくいったんイリーネを横たえて、ふと気がつく。イリーネの両手が血豆だらけでぼろぼろだった。

「おい、包帯と軟なん膏こう持って来い」

　クースラが言うと、こちらも疲つかれ果てて生気のない顔で椅い子すに浅く腰こし掛かけていたフェネシスが、ふらふらと立ち上がって奥の部屋に消えた。

　ほどなくして、言われたとおりのものを持って来て、その場にへたり込んだ。

「……お前も、寝ねていいぞ。よくやったな」

　技術らしい技術を持ち合わせていないフェネシスは、クースラやウェランド、それにイリーネに言われた雑用を片かたっ端ぱしからこなしていた。

　自分には技術がない、なんて嘆なげいている暇ひまもなかったことだろう。

　フェネシスはクースラの言葉にうなずくが、目を閉じようとも、横になろうともしない。

　疲ひ労ろうしすぎて、寝ることすらできないのだ。

　工房は、文字どおり目が回るような忙いそがしさだった。クースラたちが血の付いた武具の検分をやらされ、招集ラッパを聞きながら工房に戻もどった直後、傭よう兵へいやら騎き士しやらが大挙して押し寄せた。

　どいつもこいつも、手入れを怠おこたった武具を直しに来たのだ。

　もう何年も、騎士団は破竹の勢いで各地の町や城を攻せめ落とし、勢力を広げてきた。その勢いがあまりに圧あつ倒とう的なため、一度陥かん落らくさせれば残党は後こう難なんを恐おそれて近寄らず、陥落後の再戦などほとんどあり得なかった。それで慢まん心しんし、とにかく格好だけ整えて従軍していた連中が山ほどいた。特に、装備が良かろうが悪かろうが給金の変わらない傭兵連中に多かった。

　すぐにそのことに気がついたらしいアイルゼンの指揮の下もと、燃料が工房に配られ、職人たちを工房に押し込み、とにかく武具の修理を急がせた。剣けんを研とぎ、留め具を締しめ直し、鎧よろい、兜かぶと、槍やり、斧おの、金属が使われているものならなんでも応急手当てを施ほどこしていた。職人街の別の場所では、また別の職人たちが同じようなことをしていたはずだ。

　もちろん、クースラたちの工房で最も活かつ躍やくしたのはイリーネだった。

　一方のクースラとウェランドは、まったく別の作業に没ぼつ頭とうしていた。工房に残されていた鋳い型がたを使い、投石器で放ほうり投げるための鉄てつ塊かいを鋳い出だしたり、騎士団自身がカザンに攻め込む時に壊こわした市し壁へきの修理のための材料製作だった。純度も品質も問わず、とにかく必要なのは速度という、錬れん金きん術じゆつ師の普ふ段だんの仕事とは対極的なもの。焼けた鉄の板をろくに冷ましもせずに荷馬車に積み込み、送り出した。鹿しか革がわの分厚い手て袋ぶくろをしていても、火傷やけどするほどだった。

　クースラはイリーネの手に軟なん膏こうを塗ぬり、包帯を巻き終わると、炉ろの近くの壁かべ際ぎわまで引きずって行き横たわらせた。炉に一晩中火が入っていたので、建物全体が温かくなっているからこのままでも大だい丈じよう夫ぶだろう。ウェランドなど、もろ肌はだ脱ぬぎのまま床ゆかで眠ねむりこけている。眠っているというより、疲ひ労ろうのあまり気絶しているのかもしれなかったが。

　そして、クースラはとにかく手近にあった水差しに手を伸のばし、中身が入っていた僥ぎよう倖こうに感謝して、フェネシスの隣となりに腰こしを下ろした。

　こんなに疲つかれたのは恐おそろしく久しぶりのこと。

　いっそ、清すが々すがしいほどだ。

「飲め」

　クースラは言って、フェネシスに水差しを渡わたす。しかしフェネシスは水差しを受け取る気力もないようで、クースラが口まで運んでやると、ようやく不器用に飲み始めた。

　口元からいくらかこぼれていたが、フェネシスもクースラも気にする余よ裕ゆうがない。

　しばらくするとフェネシスが小さく首を振ふったので、クースラは残りを遠えん慮りよなく飲んだ。

　炉の中が熱すぎて、ほとんどお湯になっていた。

「……ぷはっ……ふう」

　半分湯のようになった水を飲み、それでも人ひと心ごこ地ちつく。

　それで耳を澄すましてみれば、わずかによその工こう房ぼうの作業の音が聞こえるくらいだ。

「結局戦せん闘とうにはならなかったか」

「……っ……か……？」

　と、かすれたような声が聞こえ、フェネシスが咳せき込む。

　クースラが背中をさすってやると、さすっているほうが不安になるくらい小さな背中だった。

「飲むか？」

　そう尋たずねると、フェネシスは首を横に振ふり、一度大きく深呼吸をして、ようやく落ち着いたようだった。

　ただ、落ち着いたせいで、口から出そうとした言葉は奥に引っ込んでしまったらしい。

　クースラはその横顔を数すう瞬しゆん見つめてから、言った。

「それで？」

　聞かれると思っていたのだろう。フェネシスは特に驚おどろきもせず、一度だけ長めに目を閉じた。

「この先、どうするのですか？」

　どうなるのですか？　ではない。

　不安に苛さいなまれたか弱い乙おと女めは、どうするのか、とは聞きはしない。

　クースラは、小さく笑っていた。

「向こうの出方次し第だいだろ」

　アイルゼンが市し壁へきの防ぼう御ぎよのための指示を出したということは、相手は即そく座ざに蹴け散らせるような少人数ではないと判断したということだ。

　もしも相手がこの町から追い出された都市貴族の一族郎ろう党とうで、よその町で敗残者として野の垂たれ死じぬのなら生まれた町で名めい誉よある死を遂とげたい、というだけならばこんな大おお仰ぎような対応は取っていないはずだ。

　相手は少なくとも組織立った連中。

　そして、クースラたちが見た、血ち濡ぬれの武具。

「籠ろう城じようは」

「ん？」

「少しだけ、嫌いやです」

　フェネシスはそう言った。同じ調子で、スープに玉ねぎを入れられるのは嫌ですと言ったのなら、きっとずいぶん可か愛わいらしかったに違ちがいない。

「首を絞しめられたまま、時間が止まったような気がしますから」

　異教徒との聖戦の本場である、約束の地から来たのだ。戦いくさの悲ひ惨さんな経験は、クースラとは比べるべくもないだろう。

「籠城の可能性はどうかな……」

　ただ、クースラは短く言う。

「……傭よう兵へいの人たちの話では……」

「ああ、町をぐるりと取り囲まれてるってな。さすがにそれは大おお袈げ裟さにしても、町に残っていた燃料を惜おしげもなく使って防備のための製せい錬れんに回すくらいは、切せつ羽ぱ詰つまっていたわけだ」

　フェネシスが、クースラを見上げる。

「……それでも、籠城はないってことですか？」

「俺はそう思う」

　なぜ？　と緑色の瞳ひとみが問うている。

　クースラは、にこりともせずに言った。

「準備ができていないからだ」

「準……備……？」

「そうだ」

　クースラは、水の残りを飲んだ。

「傭兵どころか、騎き士し連中までが武具の手入れをろくにせず随ずい行こうすることを許されていた。勝ち戦が続きすぎてたんだな。だとすると、他ほかのことも色々とずるずるのはずだ」

　昨日、この工こう房ぼうでは火を入れていなかった。

　それは一体なぜか。

「この町は南からとても遠い。海からも遠い。補給路は確立していない。そんな中で籠ろう城じようしてどうするんだ？」

「あ……」

「わざわざ工こう房ぼうに出向き、燃料を無む駄だ遣づかいするな、と言いに来たくらいだ。備び蓄ちくがほとんどないんだろう」

　それが何日分あるのかはわからない。

　ただ、一度悪いことが起こると、クースラは自分の見たことすべてを、最悪の結末につなげてしまう。

「敵も天下の騎き士し団を相手にするんだから、色々と策を練っているだろう。事前に調べもしただろう。そのうえで、攻せめてきたはずだ。それに、相手の出方の速さからして、敵兵は間ま違ちがいなくこの付近に潜せん伏ぷくしていた。だとすると、近きん隣りんの領主は揃そろって騎士団の敵ということになる。どんな道を通ろうとしても、必ず敵に出くわすだろう」

「……で、でも、それは」

「そう。あいつらは関税所で次々に頭を垂たれていた。アイルゼンもそれで騙だまされたんだろう。ただ、今から考えるとうがった見方もできる。あいつらは揃いも揃って、金きんや銀を貢みつぎに来た。旅の慰なぐさみに、と言ってな。食えもしない、重いだけの金を」

　食べ物を渡わたしたら飲み食いされれば終わりだが、もしもカザンの再奪だつ還かんを目もく論ろんでいるのなら、金や銀を渡したところで後で取り返せばいい。

「昨日は派手な宴えん会かいだったし、相当な量の飯や酒を消費しただろう。すべては、この先もうまくいく、という見通しに従ってな」

　フェネシスが少し体を硬かたくしたのは、あてつけだ、と思ったのかもしれない。

　幸運は思っている以上にある、と信じ、常に前向きなフェネシスへの。

「だから、籠城したとしても、騎士団の仲間が助けに来るのを待つ程度……と言いたいところだがな」

「え？」

「その援えん軍ぐんが、果たして来るかどうか……」

　フェネシスはなにか言いたげな顔をしていたし、クースラもまた、多少の自覚はあった。

「いつもの悲観論、と言いたそうだな」

「っ……」

「なんにせよ、疲つかれている時に考えてもろくなことにならない。なにより」

　と、クースラはそこで言葉を切った。

　フェネシスが「？」と物問いたげだが、クースラは首を横に振ふった。

　なにより、自分たちがなにかを考えても、所しよ詮せんは無駄なことだ。

　クースラがどう町の中で威い張ばり散らしたって、所詮は騎士団に雇やとわれることで存在を保障されている身なのだ。この先どうなるかは、アイルゼンや、その上にいるクラトール大公、あるいは、この町から遠く離はなれた場所で采さい配はいを振ふるう高位の誰だれかの判断に左右される。

　自分たちはただ流されるのみ。できるのは、その流れの中でどれだけうまく泳ぐかということであり、川の流れそのものを変えられる身分ではない。

「眠ねむっておいたほうがいい。いつまた仕事が入るかわからんからな」

　クースラはそう言って、目を閉じるとごろりと横になった。

　フェネシスはしばし戸と惑まどっていたようだが、やがて身を横たえた。

　クースラの背中に寄り添そうようにしていたのは、少し寒いのだろう、と思うことにした。







　クースラの心配をよそに、騎き士し団側がわの士気は高かった。

　市し壁へきを挟はさんで睨にらみ合いが続いていたが、広場から市壁の正門につながる道にぎっしりと詰つめた兵たちは、今にも解き放たれるのを待っている猟りよう犬けんのごとくだった。兵士以外の職人や商人たちも、ようやくたどり着いた新天地を失ってなるものかと、兵たちに並々ならぬ期待を注いでいる。

　一方、沈ちん鬱うつな面おも持もちで、外を歩く時は怯おびえた犬さながらだったり、家に閉じこもったりしている者も多い。彼らは元々町の住人で、数週間前までは市壁の外にいる連中と暮らしていた者たちだ。市壁の外の奴やつらをいきなり敵視しろと言われても無理な話だろうし、かといって無条件に騎士団側につくこともできない。

　あるいは、クースラはこちらのほうこそ気になるのだが、不意を突ついて市壁の内側から騎士団に攻こう撃げきする隙すきを窺うかがっているのかもしれなかった。

　なんにせよ、状じよう況きようはまだ不安定だ。

　これまで勝ってきたのだから、今度もまた勝てる、という希望を持つことは、悪いことではない。士気が高いという意味では、兵士たちの鬨ときの声を聴きいていると、戦いくさが始まる前から勝利が決まっているかのようだったのだから。

　だが、生あい憎にくとクースラは錬れん金きん術じゆつ師で、あらゆる迷信や思い込みで目が曇くもらないようにと、眉み間けんに皺しわを寄せるのが仕事だった。

「だからってそんな辛しん気き臭くさい顔されてると、こっちまで気が滅め入いるわ」

　クースラが町の様子を眺ながめがてら、あてがわれていた宿屋から毛布だのを工こう房ぼうに持って帰ると、ちょうど水浴びを終えたイリーネが竈かまどのある炊すい事じ場ばから戻もどって来たところだった。

　仮か眠みんから目を覚まし、獣けもののように飯を平らげたイリーネは、早さつ速そく灰まみれになりながら炉ろの掃そう除じをしていた。その掃除も終わり、水浴びをして灰を落としていたのだろう。

「グルベッティも一度だけ戦になったことがある。でも、騎士団は全員熊くまのように強かったわ」

　髪かみを絞しぼり、拭ぬぐい、いかにもせっかちな鍛か冶じ屋の娘むすめっぽく、ろくに乾かわきもしないうちに縛しばっている。

「今度も勝つわよ。一度は蹴け散らしたんでしょ？」

　イリーネの言葉は、ほとんどの植民の代弁だろう。

「それならそれでもちろん構わない。心構えの問題だ」

　クースラはそう言って、毛布の束を置くと踵きびすを返す。

「またどこか行くの？」

「組合の書庫だ」

「……真ま面じ目めね」

　イリーネは呆あきれ気味に言う。

「そいつに毛布を掛かけとけ。目を覚ましても、こっちに寄よ越こすなよ。女だけで町を歩くな」

「はいはい」

　イリーネは面おも白しろくもなさそうにそう言って、しっしっとクースラを追い払はらうような仕草を見せた。

　クースラはそれから工こう房ぼうを出て、ふと足を組合のある広場とは逆のほうに向ける。

　そして、入り口の扉とびらから少しずれた場所にある、寝しん室しつの木窓を叩たたいた。

「おい」

　その一言の後、顔を見せたのはまだ眠ねむそうなウェランドだった。

「なんだよお」

「ちょっと付き合え」

　あからさまに嫌いやそうな顔をしたが、反論はない。大おお欠伸あくびを一つすると、「よっ」と言って窓から直接外に出て来た。

「面白い話じゃなさそうだねえ」

　並んで歩くウェランドが、小石を蹴けりながら言う。

「お前も同じこと考えてるだろ？」

「んー？」

「この戦いくさは、負ける」

　イリーネや、フェネシスに言ったのとは違ちがう、断定的な物言いだった。

「んー……ふふ」

　ウェランドは笑い、鼻の頭を搔かいている。

　ただ、クースラはそんな様子に怒おこらない。

「それで？　だからって俺になにを話すことがあるんだよお」

　そう言うだろうと思ったからだ。

「わかってんだろ。あの小こ娘むすめ二人だよ」

　ウェランドは、やれやれとばかりに頭の後ろで両手を組んだ。
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「そうだね。この戦いくさはたぶん負ける。ラトリア女王の改宗の時点で、俺たちは罠わなの中だったんだねえ。あの武具は南のもの。とはいえ、この近辺の領主の協力がなければ兵の展開などできはしない。北と南が手を組んだところに、まんまとおびき出されて来たわけかあ」

「倒たおすべき異教徒がいなくなったら、次の獲え物ものはってことだな」

「ふふ。騎き士し団は、異教徒の血をすすりすぎたんだねえ。それこそ、立派な異教徒扱あつかいされるほどにね」

　既き存そんの権力者とはまったく違ちがう過程を経て、あまりにも急激に勢力を伸のばしてきた騎士団には当然のことながら敵も多い。一歩引いて、俯ふ瞰かんしてみれば誰だれにでもわかること。とはいえ、わかったところで、まさかそんなことが、と思うようなこと。

　ラトリアはもはや消しよう滅めつ寸前だった。南の国々は異教徒との戦争によって、儲もうけを得るだけ得てしまった。だとしたら、残された最後の異教の国と、異教徒との戦でおいしい思いをしている騎士団の後こう塵じんを拝していた国々はなにを考えるだろうか。

　互たがいの利益のために、肥え太った豚ぶたを狩かろうと思うのではないだろうか？

　ラトリア女王は正教徒に改宗した。その瞬しゆん間かん、その領地に攻せめ入る者は神の敵になる。

　しかも、同じ正教徒同士であれば、同盟を組んだって誰からも非難されるいわれがない。

　間ま抜ぬけなのは、これまでの勝ち戦に目がくらんで、黄金の山であるカザンに食らいついた騎士団だ。

「けど、それって全部推すい測そくだよねえ」

　ウェランドはのんびりと言う。

　クースラは、懐ふところから一枚の紙を取り出して、ウェランドに渡わたした。

「なんだよお。これ」

「市し壁へき越ごしに敵が投げ込んでる、攪かく乱らん用の手紙だよ」

「……ふむ」

　ウェランドはそう言って、くしゃくしゃの紙を広げた。

「汝なんじらを率いる騎き士し団は、正教の仲間に仇あだなす異い端たんの者なり。ただちに武器を捨て、投降せよ。援えん軍ぐんは……」

　来ない。

「あの武具を見ていなけりゃ、のんびり無視できたかもしれないがな。あれは間ま違ちがいなく敵の中に南の連中がまじっている動かぬ証しよう拠こ。アイルゼンも当然気がついているだろう。どでかい罠わなにケツから嵌はまってるってな」

　おそらく、時同じくしてラトリア各地で似たようなことが起きているはずだ。

　騎士団は、町への補給網もうすらろくに構築しないままに植民団を連れ込むほど、勝ちに慣れていた。

　ラトリアに思い切り嚙かみついていた。

　それが狩人かりうどの仕し掛かけた罠だとも知らずに。

「投降するかい？」

　気楽な調子の質問に、クースラもつい笑ってしまう。

「冗じよう談だんだろ。騎士団って名前は、明日からはきっと異教徒の代名詞だ」

　騎士団があれほど巨きよ大だいになったのは、異教徒と名のつく者たちからはどれだけ奪うばっても神の赦ゆるしが得られたからだ。

　では、その騎士団の築き上げたものを奪おうと狙ねらっている連中は、どうするだろうか。

　そんなこと、考えるまでもない。

　騎士団にいる奴やつらを、異教徒扱あつかいにすればいい。徹てつ底てい的に弾だん圧あつすればするほど、連中の財産は奪い尽つくしてもいい、ということになる。

　つまりは、騎士団の人間は見つけ次し第だい、首を刎はねよ、と。容よう赦しやする者もまた、騎士団の仲間なり、と言って。

「手加減はしないだろうな。全員が、騎士団は悪者だと示し合わせているんだ。わずかでも容赦すれば、そいつもたちまち敵視される。異教徒狩がりで散々似たような事例を見ただろう？」

「ということはさあ」

　ウェランドは敵からの手紙を丸めて道みち端ばたに平気で捨てる。どうせいつかは町の人間すべてが目にするものだ。

「アイルゼンは頃ころ合あいを見計らって逃にげ出すよねえ。籠ろう城じようするには備び蓄ちくが足りないだろうし、援えん軍ぐんは期待できないときている。それに、生あい憎にくここは敵の町なんだよねえ」

　ウェランドは吞のん気きな調子で言うのだが、まさしくそのとおり。

　ここは、元々どういう町だったか。それは、騎き士し団が攻せめ込み、陥かん落らくさせた町であり、そこには元の住人たちが少なからず残っているのだ。

　もしも市し壁へきの外の敵と呼応して、彼らもまた武器を取ったとしたら？

　騎士団の人間は、内からも外からも攻こう撃げきを食らうことになる。

　どう考えたって、負ける。

「今すぐ逃げ出す、というのは無理だろうな。広場で気勢を上げている連中は、敵を蹴け散らせると思い込んでいる。そこに、カザンの町を捨てて逃げると知らせれば暴動が起きかねない。おそらくは、一度連中を市壁の外に出し、戦わせて理解させるはずだ。敵は、田舎いなか貴族の敗残兵ではない、と」

「ふむ」

　ウェランドは顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを撫なで、言う。

「当然、俺たちはその流れに乗じて逃げていくしかないけど……ああ、それでクースラは俺を呼び出したんだねえ」

　ウェランドは、少し嘲あざ笑わらうように小首をかしげている。

　クースラが怒おこらなかったのは、自分自身、呆あきれているからだ。

「あいつらは、町に残す」

　町から逃げ出しても、間ま違ちがいなく追撃される。逃げた先でも騎士団の劣れつ勢せいを耳にするだろう。

　その時、手負いの荒あらくれ者たちの中にフェネシスやイリーネのような娘むすめがいたとしたらどうなるか？　ろくなことにならないのは目に見えている。

　それなら、この町に残したほうがまだしも生き延びる率は高い。

　騎士団の人間を殲せん滅めつするのと、植民のためにやって来た職人や商人までをも皆みな殺ごろしにするのはまた話が違うからだ。

　どんな戦いくさにも、必要な建たて前まえというものがある。

「で？」

　そして、ウェランドは挑ちよう発はつ的に言う。クースラは、深呼吸をした。

「説得の手伝いをしろ」

　クースラが振ふり向くと、ウェランドはにやにやと笑っている。

　しかし、クースラから目を逸そらすことはしなかった。

「黙だまって置いていけばいいのに。《利子クースラ》の名を持つ冷血なクースラなら、てっきりそうすると思ってたけどねえ」

「お前が連れて行こうとするかもしれない」

「ははっ」

　ウェランドは笑い、言った。

「なにが一番合理的かは、俺も見失っているわけじゃないよお」

　その目が悲しそうに、だがそれゆえにどこか蛇へびのような冷たさを帯びた。

「あの二人が生き残るには、この町に残ったほうがいいかもしれないねえ。ウルちゃんについては、クースラに任せるけどよお」

「それについては、お前に一つ借りになるかもな」

「へえ？」

　ウェランドは片かた眉まゆをつり上げたが、クースラは答えない。

「ま、いいけどね。それより、話を切り出すのはいつにする？」

「早いほうがいいだろ」

　クースラは特に考えもなくそう言ったのだが、ウェランドはたちまち目を輝かがやかせた。

「別れまでの時間があったほうが、やれることも多くなるからねえ」

「……どういう意味だよ」

「はっはっは。とぼけるなよおぉぉおおぉぉ」

「……」

　相手にするだけ無む駄だだと思い、クースラは舌打ちする。

　ただ、そんなウェランドと共に工こう房ぼうに戻もどろうとしたその瞬しゆん間かんだ。

　堰せきを切ったように人の喧けん騒そうが聞こえてきた。

　クースラたちの場所からは見えなかったが、なにが起こったのかは理解できた。

　戦いくさの開始。

　人々は、自分たちの町を守る最初の一戦だと思っているだろう。

　だが、おそらくは、生き延びるための長い旅路が始まった瞬間だった。







　工こう房ぼうに戻ると、フェネシスは起きていて、筆写作業の続きをやっていた。イリーネはクースラの隣となりにウェランドがいることに混乱しているようだったが、フェネシスはクースラを見ると、不意に顔つきが変わった。なにかに勘かんづいたように。

　だから、これからのことを説明した時も、動どう揺ようを隠かくせなかったのはイリーネだけだった。

「で、でも、それは──」

「名残なごり惜おしいとは思うがね」

　クースラがわざとらしく言うと、イリーネはたじろぎながら、言い返す。

「せ、せいせいするわ」

　イリーネは意地を張るが、ウェランドににやにや笑わられ、勝手にしろとばかりにそっぽを向いていた。

「とにかく、戦いくさが始まってしまったからな。これが終われば、ほぼ趨すう勢せいは決まる。そうなってから動いても遅おそい。今のうちに対策を取れるだけ取ろう」

「そうだねえ……。金かね目めの物を調達しておけば、身みの代しろ金きんってことになるしね」

　クースラとウェランドに視線を向けられ、イリーネは怯ひるんでいる。その中でフェネシスだけは、無表情に口をつぐみ、ただ目の前のことを無条件に受け入れているようだった。

「でも、どうするよお？」

「任せる」

「へえ？　信用してくれてるのかよお。嬉うれしいねえ」

　ウェランドは笑え顔がおでそう言ってから、肩かたをすくめた。

「俺にだけ危ない橋を渡わたらせるつもりかよお」

「俺はこいつの後始末がある」

　フェネシスがこの町に残されても暮らしていけるかどうか。

　ウェランドは、困ったような笑みのまま、頭をがりがりと搔かいて「へいへい」と言った。

「でも……そうよ。ウルちゃんはどうするの？」

　そう尋たずねてきたのは、イリーネだ。

　フェネシスは呪のろわれた血筋として忌いみ嫌きらわれ、存在するだけで異い端たんの証しよう拠ことなる。

　この町に残しておいても、こんなに目立つ娘むすめ、隠かくしおおせられるものではない。

「私は」

　フェネシスが、クースラたちと出会ったばかりの頃ころのような、冷たい口調で言いかけた瞬しゆん間かんだ。

「こいつなら、この町こそ安楽の地だったからな」

「え？」

　聞き返したのはイリーネ。ウェランドも、意外そうな顔をしている。

「お前ならわかるだろ？」

　クースラがフェネシスに視線を向けると、フェネシスは数瞬沈ちん黙もくした後、小さくうなずいた。

「ど、どういうこと？」

「鉱山跡あとに作られた聖堂に、絵を見に行ったんだよ」

　イリーネがはっとクースラを見る。

　クースラは、肩をすくめた。

「そこには、こいつそっくりの連中の絵があった。おそらく、この町が大昔に作られた当初、発展の礎いしずえとなった技術をもたらした連中だ。そして、その異い形ぎようの者たちは、当たり前のように町の人間たちと同じ絵に収まっていた。つまり、こいつはこの町でこそ、平へい穏おんを手に入れられるかもしれないってわけだ」

「で、でも──」

「イリーネさん」

　言い募つのるイリーネを、フェネシスが制した。

「大だい丈じよう夫ぶです。もし住めなくても……また昔のように旅に出るだけです」

　こんな場面で穏おだやかに笑える奴やつがどれだけいるだろうか。

　イリーネが痛ましげな顔をして、なにかを言おうとあがいている。

　だが、その口から、なにもかもを解決する魔ま法ほうの言葉が出てくるわけではない。

「それに……私がついて行っても、足手まといになるだけだとわかっています。お話どおり騎き士し団を異い端たんと見なす罠わななのだとしたら、余計に私は一いつ緒しよに行けないでしょうし」

　フェネシスは、自分がどんな存在かをよく理解している。

　そして、フェネシスはクースラのほうを向いた。

「ここまで連れて来てくれて、ありがとうございました」

　柔やわらかい笑え顔がお。

　クースラは、うなずきもしないし、もちろん笑い返しもしなかった。

　気き紛まぐれな猫ねこのようにつっと目を逸そらすと、フェネシスは口元に手を当てくすくすと笑って、椅い子すから立ち上がった。

「では、私は旅支じ度たくを手伝います。あ、あなたの旅支度は、な……なっていませんから」

　最後は早口にそう言って、奥の部屋に行ってしまう。

　残された者たちは、誰だれも口を開かない。ウェランドは心の内を見せないし、イリーネは無力なくせに四人の中で職人としてこの町で最も生きていけそうな自分のことに憤いきどおっているのか、目をきつく閉じて頭を搔かいている。

　クースラは、歩きだす。

「くそっ」

　イリーネが目を開け、クースラに声をかけようとしたが、無視した。

　廊ろう下かを歩き、一いつ瞬しゆん迷ってから、寝しん室しつのほうに向かう。

　倉庫ですすり泣く小こ娘むすめという図は、ちょっとできすぎだ。

　フェネシスなら、本当に旅支度をしているだろうと思ったのだ。

「おい」

　そして、案の定、フェネシスはクースラの頭ず陀だ袋ぶくろの中身を広げながら、床ゆかに座り込んでいた。

　クースラを振ふり向こうとはせず、手だけをどうにか動かそうとしている。

　だが、その手はなにかを摑つかもうとして取り落とし、残る手は顔を拭ぬぐうのに忙いそがしそうだった。

　フェネシスは、隠かくしようもないほどに泣いていた。

「泣いても変わらないぞ」

　クースラは、そんなフェネシスを見下ろして短く言う。

「誰だれにとっても、最良の選せん択たく肢しだ」

　グルベッティで、ウェランドがカザンに行けなくなるかもしれない、という騒さわぎの時とは明らかに違ちがう。全員にとって、これ以上に良い選択肢などあり得ない。

　クースラとウェランドはこの町に残れば、間違いなく見せしめで縛しばり首くびに連座する。イリーネとフェネシスは騎き士し団の逃とう亡ぼう劇に加わってもろくなことにはならない。

　では騎士団に頼たよらず町から逃にげ出してみるか？

　この、あてもなにもない北の地で、市し壁へきから出てろくに暮らしたこともない連中がさまよったところで、神の無む慈じ悲ひさを実感するだけになるだろう。

　クースラは、フェネシスの側そばに立つ。

　しゃくり続けるフェネシスは、他ほかに道がないことを理解しているからこそ、顔を上げないのだろう。

　クースラはしゃがみ込み、フェネシスの頭の上に手を置いた。

「会ったばかりの時もこんなふうに慰なぐさめたな」

　口の端はしを非対称につり上げ、皮肉げに笑ってしまう。

　フェネシスは、顔が溶とけてしまうのではないかというくらいに泣きながら、視線を上げた。

「この町でも、お前が言うように幸運はあるさ」

　そして、頰ほおを包むように撫なでてやると、フェネシスは目を閉じながらなおも泣いた。

　ただ、ゆっくりとうなずいて、クースラの手に自分の手を重ねてきたのだった。







　クースラが作業場に戻もどると、ウェランドとイリーネが揃そろって視線を向けてくる。

「なんだよ。俺が悪いのか？」

「ち、違うけど……でも──」

　と、イリーネは言いかけて、口をつぐむ。クースラもやや驚おどろいたのだが、後ろにまだ鼻をぐずぐず言わせているフェネシスが立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、です」

　フェネシスは、鼻をすすり上げて、もう一度言った。

「大丈夫です」

　イリーネは痛ましそうな顔をして、歯は嚙がみしていた。

「じゃ、とりあえずどうするかねえ」

「金かね目めの物の調達と、俺は最後の確かく認にんだな」

「確認？」

「騎士団の連中がここを陥かん落らくさせた時に勢い余ってなきゃ、この町の異教の聖職者が囚とらわれてるはずだろ。連中を使えば、町の人間の改宗もすんなりいくだろうしな」

　改宗において、人々の崇すう敬けいを集めている者が改宗することほど効果的なことはない。

　使えるものはなんでも使う騎き士し団だから、殺してはいないだろう。

「なら、クースラは騎士団に……」

　と、ウェランドは言いかけて、視線を扉とびらのほうに向ける。

　クースラは、肩かたをすくめた。

「手間が省けたかな」

　その言葉を聞いていたかのように、扉が叩たたかれた。

「騎士団の者だ。アイルゼン様がお呼びだ」

　先を読んでいるのは、クースラたちだけではない。

　扉を開ければ、そこにいたのはアイルゼンの側そばに付き従っている青年の一人。

　クースラが歪いびつに笑ってしまうのは、そんな人物がわざわざ呼びに来たから、というわけではない。彼の顔が、まるで逃にげ出そうとするクースラたちを捕ほ縛ばくしに来たかのように、強こわ張ばっていたからだった。







　最初、騒そう乱らんは市し壁へきの向こうのことだと思っていた。

　だが、耳に届く騒さわぎのすべてが市壁の外からのものではないとわかったのは、広場に近づいてからだった。

「……これって……」

　思わず呟つぶやいたのはイリーネだ。前を行くアイルゼンの側近はかけらも気にしているそぶりはないが、あちこちに積み上げられた物資と、扉が開け放たれた建物の様子を見れば、そこでなにが行われているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。建物からは、物資の他ほかに、商人風の男や身なりの良い連中が腰こし縄なわをかけられて連れ出されている。

　場の雰ふん囲い気きも、明らかに一変している。

　市壁の外にいる連中がただの敗残兵ではないと気がついたのだ。

　そして、アイルゼンは粛しゆく々しゆくと次の一手を打った。

「略りやくだ──」

　クースラは、うかつな小こ娘むすめの口を手でふさぐ。略りやく奪だつだということは誰だれもがわかっているが、全員が口を揃そろえてこれは金きんだと言えば、鉛なまりも金に変わりうる。

「市壁の外に情報を流していた連中の処しよ罰ばつだ」

　先導する青年が、背中を向けたままそう言った。あくまでも戦いの一いつ環かんだと言わんばかりに。イリーネはそんな広場の様子から目を背そむけていたが、もう一人の少女のほうは、こういう場面に慣れているのか、それとも泣き尽くしてしまったのか、顔から表情が落ちていた。

　そんなクースラたちは、再び元参事会館に連れて行かれた。建物の中は廊ろう下かにまで略りやく奪だつ品がうずたかく積まれ、その隙すき間まを、慌あわただしく行き交かう連中をどうにかかわしながら奥に進んで行く。

「しばし待て」

　そして、薄うす暗ぐらい小部屋に通され、扉とびらを閉じられる。がちゃりという鍵かぎの音は、クースラたちが逃にげないためにそうしたのか、それとも、誰だれかから守るためにそうしてくれたのか。

　なんにせよ、木窓が閉じているので、こうしていると少しだけ外の喧けん騒そうから逃のがれられる。

　しばらく四人は所在なく立っていたが、ウェランドが長なが持もちの上に横たわると、イリーネは木箱の上に腰こし掛かけ、クースラとフェネシスは壁かべ際ぎわに座り込んだ。

「ねえ」

　そんなところに口を開いたのは、イリーネだった。

「こんな町に、私たちを本当に置いて行く気？」

　クースラの側そばにいたフェネシスが、ぴくりと体を動かした。

　ウェランドは長持の上に寝ね転がったまま、目も開けない。

　クースラは、言った。

「明日をも知れない身で逃げ延びる野や蛮ばんな連中の中にいるよりかは、辛つらい戦いくさに勝利して我が家に戻もどって来た連中を前にしたほうがましだと思うがな」

　命からがら逃げている最中さなかに、軍規を守れとアイルゼンたちが言うだろうか。

　むしろ、兵たちの士気を高めるために、イリーネやフェネシスを差し出させるかもしれない。その挙あげ句く、いざどこかで足手まといになれば、クースラたちの意思とは関係なく簡単に切り捨てるだろう。それならば、町に残ったほうがまだしもましだ。少なくとも彼らは戦勝者であり、心に余よ裕ゆうがある。

　そして、生きてさえいれば、いつかまたどこかで会えるだろう。

「不安なのはわかるが、合理的になれ。最良の選せん択たく肢しを取るべきだ」

　クースラが言うと、イリーネはなにかを言いかけて、結局口をつぐむ。

「なんなら、お前はこいつの侍じ女じよだってことにすればいい。揃そろって面めん倒どう見みてもらえるかもな」

「……私は……そういうことを言っているんじゃ……」

　イリーネが嫌いやそうにそう言った直後、扉の鍵を外す音がする。

　そして、扉が開かれると、先ほどの青年が顔を見せた。

「アイルゼン様がお会いになる。来い」

　クースラたちは音にならないため息のようなものをついてから、その言葉に従ったのだった。







　クースラたちがアイルゼンのいる部屋に通されると、そこだけ異様に暗く、静かだった。

　木窓は目張りまでされ、明かりが一いつ切さい入らないようになっている。

　そんな部屋の中で、アイルゼンは一人椅い子すに座っていた。

　たった一晩明けただけで、ずいぶんすり減ってしまったようだった。

「……来たか」

　散々指示を出してきたせいか、それとも心労のせいなのか、かすれた声だった。もしかしたら、アイルゼンは初めて敗北を経験するのかもしれない。

「呼ばれましたので」

　クースラが不ふ遜そんな返答をしても、アイルゼンの表情は変わらない。

　事態は、よほど悪いのだろう。

「お前たちを呼んだのは、ほかでもない」

「鉛なまりを金きんに変えろと？」

　怒おこれ。そうすれば、まだしもこの重い空気が変わる。

　だが、アイルゼンはクースラの挑ちよう発はつに乗らず、それどころか、うなずいた。

「そうだ。お前たちの知識で、どうにかならないか」

「……」

　クースラは、すぐに言葉を返さない。

　後を継ついだのはウェランドだ。

「知識、というと、なんですかねえ」

「毒だとか、なんだとか、あるだろう……」

　疲つかれ切ったような言葉に、クースラとウェランドは視線を交かわす。

「俺たちの扱あつかう毒は、狩人かりうどが使うものとは違ちがいましてねえ」

「なら、なんでもいい」

　アイルゼンは言って、手で顔を覆おおった。

「なんでも構わん。なにか、なにかだ……。このままでは市し壁へきの外に出ることすらできない。逃にげられなければ、我々は終わりだ！」

　実質的にアザミの紋もん章しようの部隊を率いるアイルゼンのその弱音は、そのままクースラたちの未来に直結する。

「鶏にわとりを生き返らせたお前らだろう？　その技術で……」

　と、そこまで言って、アイルゼンはさすがに口を閉じた。

　続けようとした言葉は、クースラにも容易に推すい測そくができる。

　その技術で、死しに体たいの俺たちを生き返らせてくれ。

「錬れん金きん術じゆつ師は、魔ま法ほう使いじゃありません」

　クースラの言葉に、アイルゼンは言葉を返さず、なんの反応も見せなかった。

　嫌いやな沈ちん黙もくが続く。

　クースラは、言った。

「騎き士し団の援えん軍ぐんは来ませんか」

　アイルゼンの返答は、くっ、という小さな笑い声だった。

「逆に、ラトリアのもっと奥地で陣じんを張っていた連中から、援軍を求める文ふみを寄よ越こされた。運んで来たのは、敵だったがね」

　助けを求めに来た先も、敵に囲まれていた。

　不運な使者は、今頃ごろ役目を終えて眠ねむりについているだろう。

「……おそらくだが、ここから徒歩で四昼夜西に行った港町に、船団がいる。ラトリア各地に攻せめ込んでいた仲間への補給はそこからなされるはずだった。防備も厚い。そうであれば、おそらく散り散りになっている同志たちは皆みなそこに集まるはずだ。が……」

　ここは、町から出ることすら叶かなわないかもしれない。そんな状じよう況きようで敵の猛もう追ついを受けながら西を目指すなど、夢想もいいところだ。しかも、一度市し壁へきを出てしまえば、もう二度と戻もどれない。

　間ま違ちがいなく騎士団に虐しいたげられた者たちが蜂ほう起きして、市壁を閉じるか、外の軍勢を中に招き入れる。

　だとすると、万が一の可能性に賭かけて、市壁の中に閉じこもるのもありなのでは？　怪あやしげな町の人間を片かたっ端ぱしから処しよ刑けいすれば、口減らしになってそれだけ長く籠ろう城じようできる。だが、そのそぶりが出た瞬しゆん間かん、町の人間たちはどうせ死ぬのならとやはり武器を手に取るはず。

　アイルゼンは、そういうことを一晩中考えていたのだろう。

「出ることもできず、とどまることもできない。進しん退たい窮きわまるとはこのことだ」

　だからこそ、クースラたちがここに呼ばれているのだ。起き死し回かい生せいの奇き跡せき、鶏にわとりの魂たましいを呼び戻すくらいの奇跡を起こす方法はないのかと、誰だれよりも現実的なはずの騎士団の権力者が体面をかなぐり捨てて問うている。

　たった数日で、天国から地じ獄ごく。

　だが、錬れん金きん術じゆつとは魔ま法ほうではない。

　そして、錬金術師とは自分の目的のために生きる者のこと。

　クースラは、この機を利用すべくこう言った。

「戦場では役に立ちませんが、頭を捻ひねることならできます」

「……なにか、案があるのか」

「わかりませんが、調べることなら」

「……なんだ？」

「会わせてもらいたい人がいるんですがね」

「人？」

「この町で信しん仰こうを司つかさどっていた司祭たちはまだ生きていますか。彼らに話を聞いてみたい」

　アイルゼンはクースラをぼんやりと見て、疲つかれ切った笑えみを浮かべた。

「竜りゆうでも復活させるつもりか」

「そんなところです」

　アイルゼンは瞬しゆん時じに不気味なほどの無表情になり、蠅はえを追い払はらうように手を振ふった。

「勝手にしろ。地下牢ろうにいる」

　あやふやなものにすがろうとした己おのれが馬ば鹿かだった。そう言わんばかりだったが、クースラは恭うやうやしく頭を下げる。事態は概おおむね予想どおりで、そういう意味では順調だった。

　四人が部屋を辞し、廊ろう下かに出たところでクースラは言った。

「そういうわけだ。俺は話を聞いてくる」

「ふう……。なら、こっちはこっちで悪あがきくらいするかねえ」

　ウェランドがそう言って歩きだすので、クースラもフェネシスを連れて、地下牢に向かおうとした。

　その時だ。

「私が代わりに行く」

「あ？」

　振り返ると、イリーネがフェネシスの手を取っていた。

「ウルちゃんを連れて行って、もし万が一相手が取り乱したらどうするの？　最初は探さぐりでしょ？」

　確かに一理ある。

「かといって、あんたにだけは任せられない」

　その言い分は受け入れがたかったが、イリーネなりにフェネシスのことを心配しているのだろうとはわかった。自分も、できる限り力になりたいというところだろう。クースラには争う理由もなかったので、イリーネの申し出を受け入れた。

「ウェランド、頼たのむ」

　クースラは言って、フェネシスの背中を押す。

　フェネシスは捨てられた子犬のような顔をしてクースラを見るが、それも一瞬だった。

「じゃ、行こうかねえ」

　ウェランドはフェネシスを連れて歩きだす。フェネシスは一度だけクースラを振り向いて、それからウェランドについて行った。

「ふん」

　クースラは鼻を鳴らし、アイルゼンのおつきの人間に聞いた地下牢へと向かう。その道すがら、一応イリーネに余計な手出しをするなと釘くぎを刺さそうと思い、人の流れが途と切ぎれたのを見計らって口を開きかけた。

　その瞬間だった。

「ん？　お、い!?」

　完全に不意を突つかれ、クースラは小部屋に引っ張り込まれていた。

　イリーネは即そく座ざに扉とびらを閉め、外の気配を窺うかがっている。

　そして、外に足音がないことを確かく認にんしてから、クースラを見た。

「……なんの真ま似ねだ？」

　クースラは、声を抑おさえて尋たずねた。

「あんたに、言っておくことがある」

「……愛の告白なら間に合っているがな」

「……」

　イリーネは、クースラを半目になって見上げている。

「あんた、しつこいよね。もしかして、本気でそう思ってる？」

「錬れん金きん術じゆつ師は悲観的だそうだ」

「それで正しいわ」

　クースラは冗じよう談だんをやめて「で？」と聞いた。

「俺に懸け想そうしているんじゃなければ、なんの真似だ？」

　クースラのその質問に、イリーネは返事をしない。視線を逸そらして、扉のほうを見ている。

　だが、それはちょっとした覚かく悟ごの時間だったのかもしれない。

　振ふり向いたイリーネの顔からは、迷いが消えていた。

「そう聞くってことは、やっぱり、あんたはまだ気づいてないのね？」

「なにをだ」

　クースラの問いに、イリーネは視線を戻もどし、深呼吸をすると、大きく息を吐はいた。

「ウルちゃんがこの町に残れる可能性だけど」

「おい、そのことをどれだけ蒸むし返──」

「残念ながら、ないと思う」

　クースラが二の句を継つげないでいるその隙すきに、「これ」とイリーネは懐ふところから一枚の羊皮紙を取り出した。

「これを見て」

　イリーネの赤い瞳ひとみがクースラを見る。それは、自分の目に見えるものだけを信じ、己おのれの腕うで一本で生きていくことに誇ほこりを持つ職人の目だった。

「これは？」

「子供じみたことだった、とはわかるけど、もし、なにもかもがうまくいくなら、知らないでいたほうがいいことだったと思ってさ。だって、これがなければ、確かに、あんたが言ったとおりに、いかにもウルちゃんはこの町で生きていけそうだったから」

　イリーネはそう言って、クースラに羊皮紙を押しつけると、苦しげに視線を逸らした。

　クースラに押しつけた一枚の羊皮紙。

　それは、あの鍛か冶じ屋組合で見た絵巻物の、続きだった。

「あんたたち錬れん金きん術じゆつ師は、たった一つの些さ細さいななにかですべてが入れ替かわる、と信じているんだって？　なら、これも、その一つよね」

「……お前が知りたがっていた単語も、ここからか」

「そう。「劫ごう火か」を「生成」する「古代」の「大魔ま道どう師」。地じ獄ごくにつながる池から火を吹ふく竜りゆうがぞろぞろ出て来て、その前には黒くろ焦こげの死体だらけ。でも、その後ろに立っている人たちを見て、私は、なんか納なつ得とくしちゃったわ」

　あの絵巻物の最後の場面には、その特とく徴ちよう的な連中の姿が描かかれていた。はるか彼方かなたの砂さ漠ばく地方の衣い装しように身を包み、獣けものの耳を有した、人ならざる異い形ぎようの者たちの姿が。

「五百年前、この地に鉱山採さい掘くつの技術をもたらしたってのはそうかもね。でも、それが友好的だったかどうかはわからないわよね」

「……圧あつ倒とう的な技術力、さもなくば、魔ま術じゆつとしか思えない力で、この地を焼やけ野の原はらにして、占せん領りようしたってことか」

「うん。今の私たちみたいに」

　イリーネは、短く言った。

　そして、嫌いやそうな顔をしたのは、その一言が、あまりにも的確すぎたからだ。

「絵巻物のいくつかに、ウルちゃんみたいな人たちが描いてあって、ウルちゃんがどうしてあんな竜の絵に惹ひかれていたのかすぐに気がついた。でも、私はこの絵巻物を見つけて、そういうことかって思ったわ。別に、この町の人たちが特別心が広かったわけじゃない。単に、今と違ちがってウルちゃんみたいな人たちが迫はく害がいされる者じゃなくて、侵しん略りやくする者だったからじゃないかって。それだったら、当たり前の顔して町の人々に混じっているわよね。それこそ、昨日までの私たちみたいなものだもの」

　最後の一言は、イリーネの自じ虐ぎやくを示している。

　あの異形の者たちは、この町に残る竜の伝説の生成に関かかわっていた。

「竜の血の書」には、竜の復活を試みてはならないと書かれていた。

　それがどういう意味かは、もう問うまでもない。

　結局、侵略者たちは土地に根づかず、どこかの頃ころ合あいで放ほう逐ちくされるか、葬ほうむられたのだろう。

　そう考えると、すべてが納なつ得とくできた。

　フェネシスの頭には確かに獣の耳がある。だが、少なくともクースラや、イリーネくらいの心の広さであれば受け入れられる者たちもいる。なにより、クースラはあまりおおっぴらに認めたくはないが、可か愛わいらしいといえなくもない。

　それが、どうして呪のろわれた者として各地で迫害され続けるのか。

　流る浪ろうの民たみは、多くが遠方の地の技術や文化を波は及きゆうさせる担にない手てとなる。

　だが、イリーネの言うとおり、それがいつも友好的だったとは思えない。ましてや、技術力に圧あつ倒とう的な差があるのなら、強圧的なもの、つまりは侵しん略りやくと変わらない事態が起こってもなんら不思議はなかった。

　だとするなら、彼らは圧倒的な技術力を武器に各地を侵略して歩いた一族ということになる。

　侵略される側がわからすれば、そんな彼らを歴史の中に残し続ける動機がある。

　すなわち、災わざわいをもたらす、呪のろわれた一族として。

「この町の聖職者だっけ？　その人らにウルちゃんを引き合わせたら、大変なことになると思う。文字どおり、呪いとして機能するでしょうね」

　そして、クースラを睨にらみ上げる。

「そんなウルちゃんを、置いてくつもり？」

　すべてが灰かい燼じんに帰きして始まった、と記されていたこの町の歴史。

　創造主にして、破は壊かい神しん。

　イリーネが工こう房ぼうでなにかを言いたがっていたのはこれなのだ。

　だが、クースラは言わざるを得ない。

「だからといって、俺たちについて来てその身が無事だとは思えない」

「そんなの、ここにいたって同じでしょ」

「なら、いっそ」

　耳でも切れ。

　クースラのその冷れい酷こくな合理性を封ふうじ込めるように、イリーネが人差し指をクースラの胸に突つき立てる。

「だったら、あんたの側そばにいるほうがまだしもじゃないのかって言ってんのよ」

　クースラは、虚きよを突かれて、言葉が出ない。

　イリーネは頭をがりがり搔かいた。

「あの子はあんたといたいんだよ。あんたはそうじゃないの？」

　クースラは、返答に詰つまる。

　頭が働かないのは、そういうことを考えて行動したことがないからだ。

「お荷物なのはわかるよ……あの子、体力はからっきしだもんね。私も昔、隊商の荷物に紛まぎれ込んで旅をしたことあるから、ぎりぎりの旅ではどれだけ周りに迷めい惑わくかけるかわかってるよ。ましてや、今度の旅は……吞のん気きなものじゃないもんね。あんたがなにを心配してくれてるのかも、わかるよ」

　身の危険とは、命の話だけではない。

　クースラは、慣れ親しんだ論理を引っ張り出す。

「俺は……自分にできないとわかっていることに賭かけたりはしない。確かに四し六ろく時じ中ちゆうあいつを見張ることはできる。だが、荒あら事ごとに慣れた連中相手に、俺一人でどうしろって言うんだ？　それとも、あいつが力づくで慰なぐさみ者ものにされるのを見ていろと？　それでも連れて行くほうがいいと？」

「そうじゃないっ」

　イリーネは頭を振ふって、言う。

「そうじゃなくて、あんたの態度の問題なのっ」

「……態度？」

「そうよ。グルベッティの時もそうだった。あんたは常に一人一人が生き延びるためのことばかり考えてる。それが悪いとは言わないよ。特に、今回のことはあんたなりにウルちゃんのこと考えてたんでしょ？　それに、あんたがなんだかんだウルちゃんのことを大事に思ってるのは、悔くやしいけどわかってる。私たちはそれを逆手に利用したんだしね。でも、あんたの考えは、ウルちゃんとあんた、一人一人について考えた時の最良の話だってことじゃない」

「それ以外になにがあるんだ？」

　その問いに、イリーネは目を丸くしてクースラを見る。

　そして、髪かみの毛が逆立つくらい深呼吸して、言った。

「馬ばっ鹿かじゃないの！」

　その剣けん幕まくにたじろぐと、イリーネは胸が当たるくらい詰つめ寄って、喉のど元もとに食らいつくようにして言った。

「二人で生き延びるにはどうしたらいいのか考えろって言ってるのよ！　確かに二人一いつ緒しよよりばらばらのほうがうまくいく可能性が高くなるのかもしれないけど、でも、だからって水車が回ればふいごが動くみたいにするなってことよ！」

　イリーネは肩かたで息をして、クースラを睨にらむ。

　そして、呻うめくように続けた。

「あんたは本当にずるいわ」

「……」

「もし、あんたが本当に人でなしだったらこんなこと言わないわよ」

　イリーネは体を離はなし、クースラの胸に握にぎり拳こぶしを当てた。

「でも、あんたは人でなしのふりをしているだけだもの。それしかないって思い込んで、自分を傷つけるみたいにしてさ……。もちろん、あんたがそれで同情を引くような鬱うつ陶とうしい奴やつならまだいいよ。でも、あんたはどこまでも自分を律するために、そうしてるだけっていうのもわかる。人でなしなら、包帯だって巻いてくれないし、毛布だって掛かけてくれないでしょ。ましてや……私をあの町から出るように、促うながしてはくれなかったでしょ……」

　イリーネは、包帯の巻かれた自分の拳を、クースラの胸に当てたまま閉じたり開いたりして、恐おそろしく嫌いやそうな顔で言う。

　だが、その顔は、吐はかずにはいられない時の顔、といったほうがよかったかもしれない。

「それに……あんたは、自分で思っているほど無表情じゃないんだよ」

「なっ」

　クースラは息を飲む。

　イリーネが、悲しげな顔のまま、不器用に笑う。

「私とウルちゃんが、どれだけあんたのことで笑ってるか」

　クースラは、思わず自分の顔を撫なでる。

　自分のことは自分が一番よくわかっている。それを当たり前のこととして疑ったこともなかった。

　なぜなら、クースラは《利子クースラ》であり、ただひたすらにマグダラを目指すためだけに人生を費ついやしてきたからだ。だから、側そばに恋人のような誰だれかがいたとしても、それはたまたま一いつ緒しよになったのであり、決してそいつと添そい遂とげることが人生の目的なのではない。

　そうであるからこそ、たとえ恋人と思えた女が殺されても、自分は眉まゆ一つ……。

　噓うそだ。

　クースラは、そのことに気がつく。それは自分を騙だます噓だ。

　騎き士し団の寄よ越こした人間に恋人を暗殺された時、その平静は仮かり初そめのものだった。この死を冶や金きんにどう利用しようかと考えていたのは、決して人の心がなかったからではなかった。クースラが冶金において望んだことは、オリハルコンの剣けんを作製する境地に達することであり、その目的とは、自分が大切だと思ったなにかを守りきる力を得るためだった。だから、恋人を目の前で殺されても冶金のことを考える、狂くるった錬れん金きん術じゆつ師など、どこにもいなかった。

　そこにいたのは、こういうことが起きないようにと、早く自分のマグダラにたどり着きたいと願う一人の男だった。

　そして、そのことに気づかせてくれたのは、他ならぬフェネシスだったのだ。

「……私も、偉えらそうに言えるほど賢かしこくない。だけど、私には忠告してくれる素す晴ばらしい師し匠しようがいた。あんたに教えてあげるよ」

　イリーネの、赤い目がクースラをまっすぐに捉とらえている。

「正確に間ま違ちがえるより、大おお雑ざつ把ぱに正しいほうがはるかにまし。結果がどうなるかいつも不確かな冶金作業で、これが一番大事なことだって。あんたは、正確に間違える性格よね。自分の信条に殉じゆん教きようする類たぐいの」

　それが、唯ゆい一いつマグダラに近づく方法だから。

　クースラは、いつもそう思っていた。

　だが、それには一つの大前提があった。

　つまり、自分が、自分一人で、自分だけのマグダラに向かう場合は、という大前提が。

「私があんたに苛いら々いらするのも、わかってるんだ。あんたは私と同じ類たぐいの馬ば鹿かでさ、でも私より優ゆう秀しゆうだから」

　イリーネはそう言って、うつむきがちに無理やり笑った。

「私、今でも後こう悔かいしてる。師弟の間に余計な感情が混じると腕うでが鈍にぶるって信じてた。だから、頑かたくなだった。あんなに優やさしい、立派な人だったのに」

　イリーネは、その表情のまま、ぼたぼたと涙なみだを落として言う。
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「私は正確に間ま違ちがったのよ。だから、私はあんたに蹴けられて、大おお雑ざつ把ぱな正しさを追いかけることにした。結果はこんな感じだけど……後悔はしてないわ。きっと、町に残っていたらもっと苦しかったもの」

　そして、ぐいと袖そでで乱暴に涙を拭ぬぐった。

　徒弟時代に辛つらいことがあっても、いつもそうしてきたと言わんばかりに、あっという間にその目には気き丈じような色が戻もどっていた。

「どうにかしてよ」

　不思議な物言いだった。

「あんたは、鉛なまりを金きんに変える錬れん金きん術じゆつ師様でしょ。たまには夢みたいな奇き跡せきが起こるって教えてよ」

　その一言が流れ出ると、下りてきたのは沈ちん黙もくだった。

　クースラはなぜかそれで、溶とけた鉛を水の中に落とすあの占うらないのことを思い出した。

　イリーネの溶けた熱い言葉は、この沈黙の中でどんな形に固まるのだろうか。

　ただ、直後に、そういうことではない、と思った。クースラの耳の奥で、フェネシスが無む邪じや気きに聞き返した言葉が蘇よみがえる。

　これは、どういう形になったら、どうなのですか？

　女どものやる占いなんて、クースラは知りはしない。

　だが、自分自身のことについてなら、そうではない。

　どういう形になったら、どうなのか。

　自分は、なにを望むのか？

「できると思うのか？」

　イリーネは、歯を剝むいて言う。

「できるわけないって言うと、鍛か冶じ屋の工こう房ぼうじゃ殴なぐられる。それに」

　と、言葉を切って、天を仰あおぐ。

「できないと、色んな人が困るって。それが、工房というものだって」

　イリーネの元夫は、あのグルベッティという町で鍛冶屋組合を率いるに足る逸いつ材ざいだったようだ。クースラは、自分が死者復活の技能を持たないことを少しだけ悔くやんだ。

　だが、少なくとも今、まだ自分は生きているし、守りたいと思う奴やつも生きている。

　単に、状じよう況きようが絶望的なだけ。

　クースラは、なんだ、そうか、と思い直す。

　そもそも、マグダラに向かうことを、世の人間は絶望的だと嘲あざ笑わらう。

　錬れん金きん術じゆつ師とは、その世の理ことわりに逆らうことを生業にする人間のことなのだから。

「おい」

　クースラは、イリーネに、言った。

「なに？」

　頭一つ分は低い、年下の職人の小こ娘むすめに、クースラは真ま面じ目めにこう尋たずねた。

「このやり取りも、またあいつに喋しやべるのか？」

　イリーネは目を見開き、それから、力づくで笑えみを消そうとしたら失敗したような顔で、言った。

「あんたがウルちゃんにひどいことしたら、言うかもね」

　その間ま抜ぬけな一言は、イリーネへの礼のつもりだった。

　クースラの目的は固まった。人に言われないとわからないものか、という驚おどろきに似た気づきもあった。

　だが、清すが々すがしささえあったのは、言ったのがイリーネみたいなまっすぐな娘だからこそだろう。

　イリーネは、まるで打ち出したばかりの鉄のように固く、赤く、まっすぐだ。

　錬金術師は、製錬したての金属に弱い。

　だが、だからといって現実は好転しない。望むだけで山は動かない。フェネシスがこの町に受け入れられる可能性はなくなり、騎き士し団の援えん軍ぐんが来る気配はなく、おそらく騎士団に関係する者はなんであれこの世から殲せん滅めつされようとしている。

　たとえフェネシスを連れて騎士団の面々と逃にげたところで、手負いの獣けものの群れの中で一晩の暖を取ろうとするようなものだ。無残に、容よう赦しやなく、力の論理で食い散らかされるのが目に見えている。

　では、二人で森の中に逃げるのか？　ウェランドの力を借りればあるいは？

　どれも現実的ではない。

　だが、現実的ではないという意味でくじけるようならば、クースラはとっくに職人になるべく鍛か冶じ屋組合の門を叩たたいている。

　考えるほかないのだ。

　これまでもそうであったように。

「俺はお前を蹴けり飛ばしたが」

「へ？」

　クースラは、無理やりに笑って、言った。

「お前は、俺の胸をどつき回したな」

　だから？

　イリーネの瞳ひとみが、無言でそう言っている。

「ありがとよ」

　素す直なおな娘むすめイリーネは、年上の姉のように、呆あきれ笑っていた。
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　結局この地の聖職者に会うことは避さけ、クースラはイリーネを工こう房ぼうまで送ることにした。

　途と中ちゆう、フェネシスにはお前から言ってくれ、と言ったのだが、その時のイリーネの顔は、なんとも形容しがたいものだった。

「あんた、そういうところだけなんでからっきしなわけ？」

「お前が俺のことをどう評価しようが構わんがな、俺からあいつに伝えたら、絵巻物の最後の絵のことも伝えないとならんだろうが」

「……」

　イリーネはクースラの言葉を吟ぎん味みするように睨にらんでいたが、最後にはため息をついて、折れた。

「絵巻物のことをウルちゃんに黙だまっておくべきっていうのは、まあ、私も賛成。そうね。わかった。私に説教されてあんたが反省したって伝えておく」

　なんとも間ま抜ぬけな役回りになってしまうが、自分の面子めんつを守るために汲きゆう々きゆうとしたところで、得るものなどなにもない。

「それで構わん。頼たのむぞ」

　クースラが素す直なおに言うと、隣となりを歩くイリーネはなぜか不服げだった。

「なんだよ」

　クースラが問いただすと、イリーネはむすっとしたままこう言った。

「自分の面子めんつより、ウルちゃんのことを優先させるんだ？」

　クースラは、小さく肩かたをすくめた。

「それが正しければそうするさ」

「……」

　イリーネは嫌いやそうに眉まゆをしかめ、「まったく」とため息をつく。

「そういうとこだけ潔いさぎよいからずるいのよね」

「はあ？」

　クースラは聞き返したが、イリーネはそれ以上なにも言わなかった。

　それから、クースラはイリーネを工こう房ぼうに送り届けると、そのまま再び広場に向かった。

　イリーネがどういう伝え方をするにせよ、フェネシスの反応は概おおむね予想できる。

　とてもではないが、クースラはその場に居合わせたくなかった。

　それに、最も重要なこととして、ではどうするのか、という代案がクースラにはまったくなかったからだ。

　クースラは、イリーネに発破をかけられ、改めてフェネシスと行動を共にするにはどうすればいいのかと考えるが、すぐにいい案など思い浮かぶはずもない。情けないことだが、こんなことならばグルベッティに残っていたほうがましだったではないかとすら思った。

　豊富な資金。町中での特権。身の安全。

　南の国々が騎き士し団に反旗を翻ひるがえした以上、グルベッティも騒さわぎの渦か中ちゆうではあると思うが、少なくともこんな最前線の孤こ立りつした場所ではない。抜ぬけ道みちだっていくらでもあっただろう。

　今のクースラになんとか思いつくことができるのは、アイルゼンらの強行突とつ破ぱについて行き、どこかで逃にげ出すというものだ。アイルゼンらも必死だろうから、いちいち脱だつ走そう者を追いかけるような真ま似ねはしまい。問題は、クースラやフェネシスみたいな目立つ存在が、この北の地で放ほう浪ろうして生きていけるのかということだ。

　どこの町や村にも逃げ込めず、かといってクースラには狩かりの技術もないし、旅の知識すらろくにない。

　逃げ出したところで、すぐに路頭に迷って森の中で凍とう死しするのが目に見えている。

「どうにかならないのか……」

　クースラは呟つぶやくが、頭の中では別のクースラが澄すまし顔がおで答えてくる。

　どうにもならないだろう。

　唯ゆい一いつどうにかなるとすれば、フェネシスのことは諦あきらめる、という選せん択たく肢しだ。

　あるいは、フェネシスやイリーネを手て土産みやげに差し出して、逃げる騎士団の中で自分の立場を保全する。それが、冷れい酷こくで現実的な選択肢の最たるものだ。

　だが、そんな《利子クースラ》の声に、クースラは苛いら立だちしか感じなかった。

　クースラが広場で唸うなっていると、人の流れに変化が表れた。

　市し壁へきの外で戦っていた者たちが引き揚あげて来たのだとすぐに気がついた。

　おそらく、部隊が消しよう耗もうしすぎる前に引き揚げて、撤てつ退たい準備に入るためだろう。

　アイルゼンは強行突とつ破ぱの臍ほぞを固め、次の一手を打ってきた。座して死を待つよりかは、といったところだろうが、それが死し出での旅たびよりもましであると期待していいものかどうか。

　一体どうするべきなんだ？　現実の決断の多くは、実験などできない。うまくいくまでやる、という選せん択たく肢しは取れない。だからこそ、クースラはこれまで己おのれを縛しばりつけるようにして生きてきたのだ。フェネシスは何人もいない。人生は何度もない。命は一つしかないし、好機は滅めつ多たにやってこない。クースラは、広場の噴ふん水すい脇わきで、必死に頭を巡めぐらせていた。

　一体、どうすれば。

　どろどろの暗くら闇やみの中に落ちていくように、沈ちん思しの中に沈しずんだ直後だった。

　ざり、と間近で足音がして、クースラの隣となりに腰こしを下ろした奴やつがいた。

「……なんだよ」

　クースラは、短く言った。そこには、ウェランドがいた。

「それはこっちの台詞せりふだよお」

「あ？」

「とても工こう房ぼうにいれた雰ふん囲い気きじゃないから、逃にげてきたんだよお」

　イリーネがフェネシスに話をしたのだろう。あの真っ白な小こ娘むすめがどういう反応を見せたのか、クースラは想像するだけで、鼻の奥に甘ったるい乳にゆう香こうの香かおりを感じてしまう。

「可か愛わいいけど、可愛すぎるのも考えものだねえ」

　ウェランドはそんなことを言って、クースラの靴くつを軽く蹴けった。

「工房にいてやりなよお」

「他ほかにすることがあるだろうが」

　フェネシスを抱だきしめているだけでなにか浮かぶのなら、クースラは親鳥が卵を温めるようなことすらするだろう。

　だが、生あい憎にくとフェネシスだのイリーネだのといると、どうにも調子が狂くるってしまう。《利子クースラ》たる名前が、クースラの頭脳ごと蜂はち蜜みつのように溶とけてしまうような気がした。

「クースラはどこまでも現実的だねえ」

「現実が魅み力りよく的すぎて、目を離はなせないからな」

　ウェランドは呆あきれるように、天を仰あおいだ。

「お前はなんか考えがないのかよ」

「クースラと似たり寄ったりだと思うよお」

　ウェランドは決して無能ではないし、機転が利きかないわけでもない。

　そのことがわかるだけに、クースラはつい、こんなことを言った。

「ここに来たのは間ま違ちがいだったのか？」

　言ってから、弱音がすぎた、と気がついた。それは、隣となりのウェランドが少し驚おどろいたようにしている気配からもわかった。

　ただ、ウェランドはすぐにはなにも言わず、ましてや笑いもしなかった。

「それを言うなら、生まれたことそのものが大おお間ま違ちがいだあね」

「……」

　クースラがウェランドに視線を向けると、女好きで腐くされ縁えんの錬れん金きん術じゆつ師は、わざとらしい爽さわやかな笑え顔がおだった。

「そんな台詞せりふを吐はくのは、処しよ刑けい台に吊つるされてからでも間に合うよお。まだ、四人とも無事だからねえ。炉ろの火は完全に落ちちゃいない」

「……お前に励はげまされるとはね」

「こっちこそ、グルベッティでクースラに助けられるとは思わなかったよお」

　クースラはそう言われ、「そうかい」とだけ言った。

　ウェランドなりに、あの時のことは恩義に感じていたらしい。

「ただ、ねえ」

「あ？」

「まさか、クースラが折れるとはね。イリーネちゃんがクースラを説得したとか言ってたけど」

　と、ウェランドは顔から笑みを消して、クースラを見た。

　どうやら、ウェランドはイリーネから事前に話を聞いていたらしい。

「そのまさかだよ」

　クースラはあっさりと負けを認める。

　ウェランドは本気で驚いているようだったが、クースラはさばさばしたものだ。

「遠回しに、どうせ死ぬなら二人でってんだろ？　あいつもずいぶん頭の中がお姫ひめ様だ。ただまあ、それがあいつのマグダラだって言うなら、説得力も増すってもんだろ」

　ウェランドは「あー」とか言って、うなずいている。

「意外だが、どいつもこいつもマグダラってのはそんなもんだからな」

「うん？　あの娘こは元々そんな感じだよお。一見気が強そうだけど、おしとやかな部類だあね」

「……本当かよ」

　クースラは胡う散さんくさそうに聞き返すが、ウェランドは肩かたをすくめるだけ。

　鉱石や冶や金きんの見立てで後おくれを取るとは思わないが、こと女に関してはウェランドのほうが上。

　それにしたって、イリーネが、おしとやか。

　ただ、いい奴やつだというのは、認めてやってもいい。

「それにしてもさ」

「あ？」

「うまくいかないもんだねえ」

　ウェランドは、しみじみと言った。

「今の状じよう況きようのことも、ウルちゃんのことも」

「……それが現実ってやつなんだろ」

「現実ねえ。だったらさあ」

　と、ウェランドは後ろにのけぞって、さらに上を見た。

「これも現実だったら、どうにかなりそうなのにねえ」

　そこには、噴ふん水すい装置として鎮ちん座ざしている竜りゆうがいる。アイルゼンがすがったのと同じだ。竜が火を吹ふいてくれれば、確かにこのくそったれな状況も吹き飛ばしてくれるだろう。

「竜を蘇よみがえらせる奇き跡せきでも探してみるか？　あの鶏にわとりの口に水銀を突つっ込んだみたいに」

　クースラは半笑いで言ったのだが、ウェランドはのけぞり、変な姿勢で竜の像を見上げたまま、じっと動かなかった。

「おい？」

「……そうなのかなあ」

「あ？」

　クースラが片かた眉まゆをつり上げて聞き返すと、ウェランドはもう一言、呟つぶやいた。

「これだけが現実じゃない、なんて妙みようじゃないかよお？」

「それは、どういう……」

　クースラは言いながら、確かに、と思う。正教徒の奴やつらがこの町の由来に関するあの絵巻物を見たら、なんとも荒こう唐とう無む稽けいでさすが無知蒙もう昧まいな異教徒ども、とでも思うだろう。

　だが、クースラたちは少なくとも、フェネシスという存在を知っている。

　だとすれば、確かにウェランドの言うとおり、竜の存在だけが非現実、と考えるのは不合理な気がした。

「いや、だが……いくらなんでも」

「いくらなんでも、オリハルコンの剣けんはない」

　ウェランドが、体を起こしてクースラを見た。

「って、言われたらどうだよお」

　クースラは、言葉に詰つまる。

　ただ、怒おこりださなかったのは、ウェランドの顔が真剣だからだ。

「正気か？」

「正気だとも。いや、どちらかというと、他ほかに手はない、というほうが正しいかもねえ」

　口調はややふざけていたが、目があまり笑っていない。

　クースラは、噓うそだろう？　と思う。

　竜りゆうというのは伝説上の生き物で、この世で誰だれ一人見たことがない。

　ただ、クースラは妙みようなことに気がついた。

　誰も見たことがない？

　だのに、どうして竜ってやつは古こ今こん東とう西ざい、どれもこれも火を吐はくんだ？

「なにかおかしな気がするんだよね……。イリーネちゃんが見つけた絵巻物……まあ、切り取られた後だったけど、俺も見たよお。けど、あれってさあ、同じだと思わなかったかなあ」

「同じ？」

　ウェランドは、クースラをまっすぐに見た。

「伝令官殿どのが俺たちに見せた鎧よろいとかと同じだよお。つまり──」

「あっ」

　クースラはその二つの共通点に気がついた。

　つまり、形や大きさが、見事に揃っていたということに。

「この町に冶や金きんだの採さい掘くつだのの技術を伝えたらしい一族だからねえ。他ほかにもたくさんの技術を持っていたはずだよお。だとしたら、もしかしてあの竜も……」

「だ……が、錬れん金きん術じゆつ師ですら、魔ま法ほう使いじゃない。地じ獄ごくにつながる池から竜を呼び出したなんてのは空想だ。竜の血は永遠に燃え続け、水でも消えず、しかも時間を止めて、万病にも効くなどと謳うたうのは無知蒙もう昧まいの極きわみだ。そんなこと──」

　クースラはそこまで言って、不意に言葉を止めた。

　ウェランドが、「？」とそんなクースラを見ている。

　竜の血はよく燃え、水でも消えず、沈しずんだものの時間を止めて、万病に効く？

　その効能、どこかで聞いたことがある。

　しかも、頭にあったのは、あの「竜の血の書」の一文だ。

「竜を傷つけると血が漏もれて火がついて……この鉱山で採れるものは、竜の鱗うろこの破は片へん……」

　クースラは、竜の銅像を見上げている。

　なにかおかしい、という感覚があった。この一文、なにか妙だぞ、と。

　いや、そもそも、この竜の像も妙なところがあった。

　どうしてこんなにも、天を見上げるのに苦しそうな姿勢なのだ？

　そして、竜が吐くのは水ではなく──

「火を吹ふくのか！」

　クースラは、思わず叫さけんでいた。ウェランドが目を丸くして、広場を慌あわただしく行き交かっていた者も数人足を止めたほど。だが、クースラはそんなことなど気にもならない。自分の頭の中で閃ひらめき、つながったことを前に、息をするのも忘れていた。

　竜の血の効能。あの書の一文。そして、絵巻物に描かれていたフェネシスのような連中。

「クースラ？」

　ウェランドがクースラの名を呼ぶが、クースラは返事をせずに、ウェランドを見る。

　顔が、勝手に笑えみになった。

「竜りゆうの復活を、試みてはならない」

　笑ってしまったのは、笑うしかなかったからだ。

「だが、もしも復活させられたら」

　クースラは、飲み込むように、呼吸をする。

「奇き跡せきが起きると思わないか？」

「竜の血の書」と、それが隠かくされていた穴に刻まれた言葉。

　これを暴あばく者に、地じ獄ごくの業ごう火かの災わざわい──。

　クースラは、思わず走りだしていた。ウェランドがなにか言っていたようだが、立ち止まらない。向かう先は工こう房ぼうで、たどり着くや扉とびらを開けて飛び込んだ。

　作業場の長机では、あまりに不安だったのだろう、すがりつくように文字の練習をしていたイリーネが、飛び上がらんばかりに驚おどろいていた。

「な、な、なに？」

　イリーネは目をぱちくりとさせていたが、クースラは無視して奥の寝しん室しつに急ぐ。

「あ、ちょっと──」

　そして、寝室の扉を開けると、フェネシスがベッドの上で小さくなっていた。

　こちらを見る顔は、数すう瞬しゆんは驚きのものだった。

　だが、目の前にいるのがクースラだとわかると、怯おびえるような、苦しそうな、嫌いやそうな、それでいて眩まぶしそうな顔をした。クースラは、自分の乏とぼしい語ご彙いでいうなら、とそんなフェネシスから視線を逸そらして胸中で思う。

　切なそうな顔。

　ウェランドが逃にげ出すわけだ。

　だが、今のクースラに用があるのは頭ず陀だ袋ぶくろの中身で、そこにある一冊さつの書。真っ黒い装丁の、「竜の血の書」だった。

「あ、の」

　と、フェネシスが意を決したように口を開く。

　しかし、クースラは無視をして黒い書を開き、頁ページを勢いよくめくっていく。そこには延々と、普ふ通つうの感覚ならばため息が出るような荒こう唐とう無む稽けいな話が並んでいる。竜がどこの山に舞まい降りて、百里先からも見える炎ほのおを吹ふき上げて、地獄の池の中に帰って行ったという話、まともな大人ならば取り合わない。

　だが、錬れん金きん術じゆつ師が残す技術書でも、占せん星せい術や神話にかこつけて、比ひ喩ゆとして記述することがある。

　この書物もそういうものだと読んでみれば。

「……」

　クースラは、すぐに本を閉じる。そうだとわかれば、ちゃちな暗号だった。

「あのっ」

　その直後、フェネシスが意を決したようにそう言った。

　クースラが視線を向けると、ベッドの上で泣きそうな顔になっている。

　なにかを言わなければいけないのに、感情ばかり先走ってなにを言っていいのかわからない。

　そんな顔のフェネシスに、クースラは冷たく言った。

「立て」

「あの、あ……え？」

「立って、用意しろ」

「……」

　クースラは、フェネシスを睨にらみつける。

「お前の力が要いるんだよ！　さっさと片づけて用意しろ！」

　声を荒あらげたのは、フェネシスがそれくらい呆ほうけていたからというより、実際に苛いら立だっていたからだ。

　ただ、それはフェネシスに対してなのか、自分に対してなのかはわからない。なにせ、フェネシスがベッドの上でなにをしていたのかと思いきや、クースラが与あたえた聖母像やらエメラルドの首くび飾かざりだのを並べて磨みがいていたのだ。《利子クースラ》の名を冠かんする錬れん金きん術じゆつ師が、そんな小こ娘むすめを前に一体どういう顔をしたらいいんだ？　不ふ機き嫌げんにして、怒ど鳴なるしかないだろう？

　クースラは舌打ちをして、慌あわてふためきながら動きだしたフェネシスを寝しん室しつに残し、作業場に戻もどる。ウェランドも来ていて、「クースラよお」と言いかけたのを、「竜りゆうの血の書」を放ほうり投げることで黙だまらせた。

「っと。これは？」

「鉱山跡あと地ちで見つけたものだ。たぶん、隠かくし扉とびらの奥にしまわれていたものだが、荒あらした連中は価値がわからなくて捨て置いたんだろう」

　ウェランドは裏、表、と見比べて、おもむろに頁ページを開いている。

「だが、おそらくそれこそが、この町で最も封ふう印いんされるべき書物だったはずだ」

　クースラが言うと、寝室のほうからぱたぱたと足音が聞こえてきて、フェネシスがやって来た。

「す、すみません。お待たせいたしました！」

　あまりに慌てていたせいか、胸むな元もとでエメラルドの首飾りがぶらぶらしている。

「そんなもの表に出していたら、襲おそってくれと言っているようなもんだぞ」

　クースラの冷たい視線と言葉で指し摘てきされ、フェネシスはあわあわと首飾りを衣服の内側に入れようとするが、もこもこ着込んでいるせいでうまくいかない。クースラはため息をついて、手を伸のばすと無造作にフェネシスの手からエメラルドを奪うばい取り、襟えり首くびをぐいと引っ張ってその中に押し込んだ。

　一いつ瞬しゆん、なにをされたのかわからないといった体ていだったフェネシスは、我に返ると胸むな元もとを押さえ、顔を真っ赤にして後ずさった。

「そんな薄うすい胸を隠かくしてどうするつもりだ？」

　フェネシスの耳が、ヴェールの上からでもわかるくらい跳はねていた。

　顎あごを引き、唇くちびるを尖とがらせ泣きそうな顔でクースラを睨にらむと、ぷいとそっぽを向く。

　クースラとしては、切なげな目を向けられるよりかは、不ふ機き嫌げんそうにしてくれていたほうがまだ気が楽だ。

　それから、事態がまったく飲み込めていない様子のイリーネに視線を向けた。

「お前も来てくれ」

「え？　私？」

「あと、ウェランドも。なるべくでかい金かな槌づちとか、鑿のみとか持って来てくれ。たぶん、力仕事が必要になる」

「ふうん？　まあ、仰おおせのとおりにいたしますよお」

　ウェランドはそう言って、のそのそと作業場の隅すみの道具置き場を漁あさりだす。

　イリーネは椅い子すの上でやや呆あつ気けに取られていたが、ふと、こう言った。

「なにかわかったの？」

　クースラは、短く答えた。

「それを、確かめに行くんだよ」

　向かう先は、鉱山跡あとの聖堂だった。







　鉱山跡の聖堂の入り口前まで上ると、そこから敵てき陣じんを監かん視ししている兵たちがいた。

　クースラたちが来ると一様にぎょっとしていたが、なにかを言うわけでもなかった。

　おそらく、クースラたちの組み合わせが理解できなかったのと、その場所から見える現実が些さ細さいなことなど気にならないほどひどかったからだろう。

　この場所からならば、カザンの町がどのように包囲されているのかが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　アイルゼンがあんな様子になるのも仕方のない光景だった。

「行くぞ」

　しかし、クースラの予想が正しければ、あの軍勢ですら蹴け散らせるはず。

　元坑こう道どうを下りて行くと、再びあの竜りゆうの彫像のある聖堂にまでやって来た。

「……すご、いわね」

　イリーネが感かん嘆たんの声を上げているが、クースラは早さつ速そく指示を出す。

「おい、お前はそこで上から誰だれか来ないか見張ってろ」

　イリーネが、自分のことを指差し、無言で聞き返す。

「出番が来たら呼んでやる。それで、主役はお前だ」

　クースラは、言いながらフェネシスに手を伸のばし、ヴェールを剝はいだ。

「ひゃっ!?」

　はるか頭上から降り注ぐ光に照らされて、真っ白い獣けものの耳があらわになる。

「で、伏ふせろ」

「……え？」

　聞き間ま違ちがいかと呆あつ気けにとられたフェネシスに、クースラはもう一度言う。

「伏せろと言った」

「……」

「膝ひざをついて、伏せるんだ」

　なにかの冗じよう談だんなのか、という顔をしていたが、クースラがかけらも表情を崩くずさないことで、ようやく本気なのだと理解したらしい。

　フェネシスは怯おびえたように耳を伏せ、おずおずと膝をつき、クースラの前で縮こまる。爪つま先さきで突つついて虐いじめたくなる構図だ。
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　見張りに行こうと歩きだしていたイリーネが、その様子に気がついて声を荒あらげた。

「ち、ちょっとなにしてんのよあんた！」

「黙だまれ」

　クースラは、イリーネを見ずに言う。

「静かにしないと、聞こえないだろ」

「は？」

　そんなイリーネをよそに、クースラはにやりと笑う。

「おとなしく耳を澄すませていろよ」

　クースラがそう言うと、意図を察したウェランドも小さく笑っていた。

「さて」

　クースラは、軽く右足を上げた。

「妙みような音がしたら、そこが地じ獄ごくへの入り口だ」

　そして、ごん、と踵かかとで石いし畳だたみを鳴らしたのだった。







　盗とう掘くつに慣れた人間だろうと、そいつは所しよ詮せん人間だ。いくら耳が良くても限度がある。

　だが、人ならざる耳を持つフェネシスならば。

　クースラは、「竜りゆうの血の書」に記されていた陳ちん腐ぷな昔話から、聖堂にはまだ間ま違ちがいなく隠かくし部べ屋やがあると思っている。だから、ウェランドと共に聖堂の石いし組ぐみをくまなく叩たたいて回ったわけだ。フェネシスもすぐに自分の役目を理解して、それならばと地面に寝ねそべって直接耳を当てていた。

　それが、ほどなくしてがばっと体を跳はね起こす。

「そこです」

　フェネシスが迷いもなく指差したのは、ある意味面おも白しろくもない、いかにもな場所。

　巨きよ大だいな竜の彫ちよう像ぞうだった。

「というわけで、ウェランド、出番だ」

「ええー？　俺かよお」

「お前、鉛なまりの占うらないの時、俺をたばかりやがっただろうが。初めてやるみたいな顔しやがって」

「……」

　ウェランドは、今いま更さらそんなこと言うのか、という顔をしていたが、身に覚えがあるせいか、渋しぶ々しぶと柄えの長さが身の丈たけほどもある大きな金かな槌づちを肩かたに担かつぐ。

「でもさあ、ちょっと罪悪感がないかねえ？」

「錬れん金きん術じゆつ師には不要な感情だ」

「クースラには負けるよおっと」

　そして、ウェランドは金槌を振ふり上げて、竜の彫像に叩たたきつける。

　ものすごい音がして破片が飛び散るが、まだ軽くひびが入っただけ。

「これ、予想以上に大変そうなんだけどねえ……」

　ウェランドはそんなことを言いながら、もう一回、また一回と金かな槌づちを振ふり下ろす。

　竜りゆうの彫ちよう像ぞうはその都度ひびが入り、破片が落ち、砕くだけようとしている。

　フェネシスは服の埃ほこりを払はらいつつ、立派な彫像を壊こわすことそのものが恐おそろしいのか、強こわ張ばった顔をして見つめていた。イリーネも聖堂の入り口に寄りかかり、作業の様子を複雑そうな顔で見ていたが、不意に小さな悲鳴を上げると倒たおれ込んだ。

「お前ら、なにをやっている！」

　音を聞きつけて慌あわててやって来た兵士に突つき飛ばされたらしい。

　だが、ウェランドはちらりと視線を向けただけで、無視をしてさらにもう一度金槌を振り下ろす。すると、これまでと違ちがったくぐもったような音と共に、金槌が竜の腹の中に飲み込まれた。それを契けい機きにひびの入っていた箇か所しよも堰せきを切ったように崩くずれだし、もうもうと砂埃が舞まい上がる。

　そして、その場にいた誰だれもが、視線を釘くぎづけにされた。

　崩れた彫像の向こう。

　そこに、なにかがいた。

「う、うわ、わあ！」

　悲鳴を上げてへたり込んだのは兵士たちだった。

　クースラが見れば、イリーネも悲鳴を上げていないだけで完全に気け圧おされている。

　隣となりのフェネシスは、ほとんど無意識な様子で、ぎゅうっとクースラの服の袖そでを摑つかんでいた。

　彫像の向こうから、不ぶ躾しつけな闖ちん入にゆう者を睨にらみつけているそれ。

　しかも、クースラたちを襲おそったのは不気味な眼光だけではない。

「っ!?」

　最初にのけぞったのはウェランドで、遅れてクースラたちにもそれが届く。

　一番慌あわてたのは腰こし抜ぬけの兵たちだ。

「し、瘴しよう気きだ！　鉱山の毒風だ！」

　半はん端ぱな知識があると、余計に恐きよう怖ふが増ますのだろう。

　とはいえ、臭くさいのは間違いない。独特の、石を削けずったような匂におい。

　鼻を押さえて戸と惑まどっているのはイリーネだけ。

　クースラやウェランドはそれを知っているし、フェネシスもすぐに思い出したらしい。

「この匂い……もしかして……」

　フェネシスが、クースラを見上げて呟つぶやいている。

　ウェランドは再び金槌を振り上げ、穴を大きく広げて、瓦が礫れきを取り除く。

　強きよう烈れつな匂いが出てくる穴の中には、四よつん這ばいになった巨きよ大だいなヒグマくらいのそれがいた。

「壮そう観かんだねえ」

　そこにいたのは、数匹ひきの竜りゆう。

　いや、竜をかたどった、広場で見た金属製品があった。

「イリーネ、出番だぞ」

　クースラは、へたり込むイリーネに言葉を向けた。

「竜の死体を調べるんだ。俺たちは」

　と、にやつく顔のために、言葉が途と切ぎれた。

「竜の血を調べてくる」

　クースラはそう言って歩きだそうとしたが、フェネシスに袖そでを引っ張られて足を止めた。

　フェネシスは不安げな顔でクースラを見上げていたが、目が合うと慌あわてて袖から手を離はなした。

「どこにも行きゃしない」

　そして、その頭に手を置いた。

「ちょっと待ってろ」

　フェネシスは頭をぽんぽんとされると首をすくめていたが、なにかを言いたそうだった口は結局なにも言わなかった。

　クースラは肩かたをすくめるウェランドと合流し、彫ちよう像ぞうの裏に隠かくされていた部屋に入って行く。

　そこはクースラたちが両手を上げても届かないくらいの高さの部屋で、金属の竜が全部で六体ほど鎮ちん座ざしていた。

　とはいえ、いくつかは体の一部分が欠けたり、あるいは歪いびつにへこんだりしていた。

「戦いくさの痕こん跡せきかな」

　ウェランドは呟つぶやき、それから、視線を一ヶ所で止めた。

「どうした？」

　クースラがウェランドの隣となりに立つと、クースラも一いつ瞬しゆん息が止まった。

　そこには、壁かべにもたれかかってこと切れている骸がい骨こつが二体あった。

「……なにも言うなよ」

　クースラはそうとだけ呟き、目的の物を探すために部屋の奥に進んで行く。

　ウェランドはしばし二体の骸骨を見つめていたが、ほどなくクースラの後を追って来た。

　その二体の骸骨は、寄り添そうようにしていた。

　身につけている物は完全に風化していたが、独特の様子は窺うかがえた。そして、足に取り付けられた、枷かせと鉄球。おそらくは、最後に竜と共に封ふう印いんされた、異い形ぎようの者。

「ウェランド」

　クースラは部屋の奥から地下へと続く階段をたどり、行き着いた先でその名を呼ぶ。

　ウェランドもすぐにクースラの隣に立ち、小さく口笛を吹ふいた。

「こういう時って、うっかり蠟ろう燭そくを落としてみたくならないかよお」

「ならねえよ」

　クースラは、短く言う。

　そこには、暗くら闇やみよりもさらに昏くらい池が広がっていた。

　足の先でちょいと突つついてみると、それだけでただの水ではないとわかる。それは液体というよりも、人の恨うらみとか憎にくしみとか、そういうどこまでも粘ねん着ちやく質しつななにかだった。

「これが、竜りゆうの血の正体かよお」

　ウェランドは、呆あきれたように言う。

　竜の血は、地じ獄ごくの業ごう火かをもたらす一方、万病に効き、そこに沈しずんだ者の時間を止める。

　いかにも田舎いなかの異教徒が考えつきそうな、万能の存在だ。

　だが、それが単に大おお袈げ裟さに神話的に書かれているだけだとしたら？

　そう考えると、クースラがその話に妙みような既き視し感かんがあったのも当然だった。

　地獄の業火をもたらすというのは単に可燃性のことで、万病に効くというのはなにかしらの治ち療りように使われるというだけで、そこに沈んだ者の時間を止めるとはすなわち、肉の保存だとすれば。

　そういう性質を持つ一群のものに、クースラは心当たりがある。

　しかも、その最も重要な地獄の業火というあたりから、ほぼ確定的に絞しぼり込むことができる。

　竜の血とは、瀝れき青せい、石の油のことだ。

　それらはこの地方ではひどく珍めずらしく、ほとんどがフェネシスの生まれたはるか彼方かなたの砂さ漠ばくの地方で採れるもの。

　それを初めて見た者は、確かに度ど肝ぎもを抜ぬかれたに違ちがいない。

　なにせ、あれはよく燃える。

　その上、この世の終わりのような真っ黒い煙けむりを出す。

　口から噴ふん射しやさせれば、さぞ凄すさまじい光景が展開されるに違いない。

　竜の伝説とは、そういう装置のことなのだ。

「では、眠ねむりについた竜を起こすとするか」

　クースラはそう言って、踵きびすを返したのだった。







　なんとか気を取りなおしたイリーネは、金属の竜の壊こわれた部分から中の仕組みを覗のぞいていた。

　そんなところに、腰こしを抜かした兵らの通報を受けたのだろう、騎き士し団の人間がやって来た。

　クースラが驚おどろいたのは、その中にアイルゼンがいたことだ。

　ただ、その顔を見て、なんとなく理解する。

　なんでもいいから、すがりたかったのかもしれない。

「どういうことだ、これは」

「ご覧のとおりです」

「なっ」

　崩くずれた彫ちよう像ぞうの向こう側がわにいる竜りゆうに睨にらまれ、アイルゼンは足を止める。

　だが、部下の前で無ぶ様ざまは見せられないと思ったのか、咳せき払ばらいをすると、背筋を伸のばした。

「竜の伝説は、本物だったんですよ」

「……」

「今、調べさせてますが、十じつ中ちゆう八はつ九く……竜が火を吹ふくというのは、兵器の話です」

「兵器……」

「広場に噴ふん水すいがあったでしょう？　あれと同じものですよ」

　そして、イリーネが言ったように、あの広場の像はどうにも苦しそうな姿勢だった。それもそのはず、竜の像は、本来四よつん這ばいで、口を開いている格好だったのだ。

「だ……が、それで？　噴水が兵器などと……」

「もちろん、噴水は水を吐はくものですがね、その水が燃える場合はどうなるか」

　クースラは、にやりと笑う。

「クラトール大公は、前に錬れん金きん術じゆつ師に火吹き芸をさせたそうですが」

　それと同じですよ。

　クースラの言葉に、アイルゼンは黙だまりこくる。

　すると、会話の切れ目を窺うかがっていたのか、穴の中からイリーネが出て来た。

「ちょっと調べてみたけど、やっぱりそうね。精密なふいごみたいな構造になってる。たぶん、根本で使われてるのは、噴水に使われているのと同じ技術だと思うけど」

「使えそうなのはあるか？」

「無傷に見えるのが、一応二つある。ものすごい純度の銅製なのね。先週作られたばかりみたいな綺き麗れいさよ。あと、一つか二つは、別のものから部品取りをしたら直せるかもしれないけど、ここじゃわからないわ。それに、私ひとりじゃ手が足りない。加えて、ここはひどく臭くさいし……」

　文句を言うあたり、だいぶ落ち着きを取り戻もどしたようだ。

　クースラはうなずき、アイルゼンを見た。

「というわけですよ。どうです？　鶏にわとりの死体に水銀を突つっ込むよりかは、異教徒どもの度ど肝ぎもを抜ぬけると思いますが。それに、いざとなれば奥にある池から瀝れき青せいを汲くんで、とにかくばらまいて火を放てばいい。血ち道みちならぬ火ひ道みちを上げて突き進めますよ」

　アイルゼンは目の前の出来事が未いまだに信じきれない様子で、まばたきすら忘れて「竜の死体」を見つめている。

　だが、騎き士し団の部隊の伝令官を務めるような男なのだ。

　大きく深呼吸をしたかと思うと、目に光が戻もどってきた。

「大公に掛かけ合う」

「というと？」

「この奇き跡せきに賭かける。錬れん金きん術じゆつ師ども、ただの金食い虫じゃないところを見せてもらおうか」

　クースラは、ゆっくりとうなずいて、言った。

「結構なことですが、協力するのには条件があります」

「条件だと？」

「道中の身の安全。それと、事が落ち着いた後での昇しよう進しんと、それなりの工こう房ぼうの割り当て」

「……」

　アイルゼンはクースラを睨にらみつけるが、その頭の中ではあれこれが計算されていたに違ちがいない。「竜りゆうの死体」と瀝れき青せいを突とつ然ぜん目の前に出されても、クースラたちがいなければ松明たいまつに火をつけて狼おおかみを追い払はらうような使い方しかできないだろう。

　アイルゼンは、「よかろう」とうなずいた。

「我がアイルゼンの名に誓ちかい、お前らの道中の安全と、今後のことを保障しよう。ただし」

「ただし？」

「無事に逃にげられたらの話だ」

　クースラは恭うやうやしく頭を垂たれ、言った。

「仰おおせのままに」

　そして、振ふり向く。

「というわけだ」

　ウェランドは顎あごを撫なでながら薄うすら笑い、イリーネは腰こしに手を当てて「偉えらそうに」とかなんとか言っている。

　残るフェネシスは、なぜか悲しそうな目でクースラを見ていたが、クースラはその視線を無視して、再びアイルゼンを見た。

「では、事は一刻を争うかと？」

「そのとおりだ」

　こうして、クースラたちは土ど壇たん場ばで奇跡を起こすべく、古代の技術の復活に取りかかったのだった。







　カザンの町からの脱だつ出しゆつは、市し壁へきの出入り口から突とつ撃げきしての消しよう耗もう戦とはわけが違う。

　それに、やはり敵は市壁内部の人間と連れん絡らくを取り合っているようで、アザミの紋もん章しようの部隊の脱出を察知したらしく、市壁への攻こう撃げきと共に内部の攪かく乱らんの矢や文ぶみ攻撃も開始していた。

　特に、アザミの紋章の部隊について来たはいいが、この町を出て別の町に逃げても展望が開けない職人や商人たちを籠ろう絡らくしようとしていた。彼らがカザンの町に来たのは、ここならば仕事があると思ってのことで、すでにがっちりと既き得とく権益が確立されている新しい町に行ったところで、辛しん酸さんを舐なめるだけなのは目に見えている。

　そこで、市し壁へきの外の連中は、事の真しん偽ぎはともかく、戦せん闘とうに従事しない者たちに危害は加えない、また町の復興の際には新しい市民として受け入れる旨むねを矢や文ぶみに書いて打ち込んでいた。しかも、その条件は、騎き士し団に敵対をすること。

　市壁の内部には、外と通じている密みつ偵ていがいる。市壁の内部で騎士団に媚こびていれば、いざ騎士団の連中がカザンの町から出て行った後、言い訳ができなくなる。

　だが、騎士団の人間は腐くさっても騎士で、おいそれと剣けんを向けられるような相手ではない。

　町の中は、性格の悪い聖職者が説教のために作り上げた神に見放されたかのような雰ふん囲い気きだった。

　誰だれも何も信じられず、自分たちの利益のためだけに動こうと腹を探さぐり合っている。

　その均きん衡こうが崩くずれるのは、ほんの些さ細さいなきっかけで足りるだろう。

　そんな緊きん張ちよう感にまともに触ふれていれば、頭がおかしくなっていたかもしれない。

　没ぼつ頭とうすべき作業があるというのは、それだけで幸せなことだった。

「この単語は、松まつ脂やにを指すのか？　なら、この水を燃やす魔ま法ほうの粉というのは、生せい石せつ灰かいか……残りは、硫黄いおう、燐りん、それに、水銀か……」

「物ぶつ騒そうだねえ。分量はどうなんだよお」

「書いてない。何種類か試ためすしかないだろ。おい！　そこのお前！　瀝れき青せいを火に近づけるな！」

　市壁を挟はさんでは防衛戦が繰くり広げられ、町の中の暴動を防ぐためにも傭よう兵へいたちが徒党を組んで巡じゆん視ししている。職人たちもそのほとんどが後こう難なんを恐おそれて非協力的になっているため、竜りゆうの復活についてはクースラたちがそのほとんどを担になわなければならなかった。

　聖堂の中には松明たいまつがありったけ掲かかげられ、騎士団と運命を共にしようと決断した職人らが集まって、イリーネと共に損傷した竜の死体を分解して構造を調べている。

　その一方で、地下の池から汲くみ出してきた瀝青を最高の効率で燃焼させるべく、「竜の血の書」の解読をクースラが続け、ウェランドがそれを実地に試ためしていた。

　方法さえわかってしまえば、あとは自分の勘かんに従って、ひたすらに実験を繰くり返すウェランドだ。クースラから新しい情報が引き出せなくなると知るや、邪じや魔まをするなとばかりに不ふ機き嫌げんになった。

　イリーネのほうも、水車と連動したふいごをたちまち組み立ててしまうくらいの腕うでの持ち主であるのに加え、知りたがり、やりたがりはウェランドと同等かそれ以上。しかも、曲がりなりにも鍛か冶じ屋組合の組合長の座にいたせいか、身長も年ねん齢れいも自分の倍くらいの職人たちに混じり、立派に親方らしく振ふる舞まっていた。

　ふと気がつけば、鉱山跡あとの聖堂が、大きな一つの工こう房ぼうのようになっていた。

　人々が、自分の専門性に従って、自らの仕事に従事する。てんでばらばらのことをやっているようで、その最終的な目的は一つ。

　もちろん、分業は珍めずらしくないし、職人の工房がまさにそれだ。衣服のように作業工程が複雑な商品になると、複数の国々の工房を何年も旅して最終製品になることがある。

　だが、これまでずっと一人で作業してきたクースラには、新しん鮮せんで不思議なことだった。

　初めて体験するこの感覚は、おそらく一体感というものなのだろう。

　クースラは、ひどく疲つかれているのにどこか清すが々すがしい感覚に、つい鼻を鳴らしてしまう。

　居場所を求め、盲もう目もく的になっていたフェネシスを笑えない。

　錬れん金きん術じゆつ師はマグダラの地に向かうという目的こそ同じでも、それは個人個人でバラバラだ。

　しかも、誰だれを信用していいのかわからず、他人との共同作業など考えることすら馬ば鹿かげている。だから、クースラも、自分には個人での作業こそ相応ふさわしいし、それこそがこの世で最も洗練されたことなのだと思っていた。

　だが、事実は少し複雑で、経験してみなければわからない、ということがあるらしい。

　こういうのも、悪くない。

　クースラは若じやつ干かんの気け怠だるさを覚えて壁かべにもたれかかり、誰かに降参するかのように、そう思った。

「……なんだよ」

　胸中で己おのれのことをせせら笑っていると、一人の修道女がクースラの前に立っていた。

　自分で仕事を見つけられるようになり、あちこちで雑用をこなして煤すすだらけ、埃ほこりだらけ、汗あせまみれで、純白の修道女から、鼠ねずみ色の修道女になったフェネシスだ。

　そのフェネシスが、言った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　クースラは、作業の進しん捗ちよくを聞かれたのだと思った。

「大丈夫だろう。ウェランドは実験の虫だし、イリーネもあれで人を使うのに慣れてるみたいだからな。なんなら、ふいごを改造して空気の代わりに瀝れき青せいを噴ふん出しゆつさせるっていうのも悪くはないし、それならすぐにでも作れるだろう」

　蟻ありか蜂はちのように忙せわしなく走り回る職人だのを見ながらそう言うと、待っていたのは、綺き麗れいな緑色の瞳ひとみから向けられる、ちょっと怒おこったような視線だった。

「休んでください」

「あ？」

　クースラが聞き返す間もなく、フェネシスはクースラに歩み寄り、脇わきの下に潜もぐり込んだ。

「ひどい顔色です」

「……」

　どうやら、クースラに肩かたを貸してどこかに連れて行こうとしているらしい。

「ひどい意地悪な顔色、の間ま違ちがいだろ」

　クースラは言いながら、フェネシスを押しのけようとしたが、小さな鼠ねずみ色の修道女は頑がん固こだった。

「無理するなと、あなたは私によく言います」

　そのとおりだ、とクースラは思った。

　実際、グルベッティからの長旅を経て、ろくな睡すい眠みんもとらずに働きづめだ。

　そろそろ限界だろう、というのは頭の隅すみでわかっていた。

「……だが、俺だけ寝ねているわけにもいかないだろ」

　クースラはほとんどなにも考えずにそう言ってから、自分自身で驚おどろいた。

　自分が、他人に気を遣つかっている。

　この、大きな工こう房ぼうの一体感に対して、はっきりと自分を重ね合わせていた。

「ちなみに」

　と、フェネシスの言葉でクースラは我に返る。

「私はいつも同じことを感じながら、あなたに忠告されて、休んでいます」

　小こ娘むすめの言葉は、完全に正しい。

　クースラは、それでも言った。

「俺は眠らない錬れん金きん術じゆつ師だ」

「それは物のたとえだと聞きました」

　フェネシスの切り返しに、クースラは少し嬉うれしくなって笑ってしまった。

「わかったわかった。だが、工房に戻もどるのも面めん倒どうだな……」

「外に焚たき火びがあります。そこまで歩けますか？」

「お前と一いつ緒しよにするな」

　クースラはそう言ったのだが、フェネシスは結局クースラの体を脇わきの下から支え、二人で坑こう道どうを進んで行った。人が行き交かうためだろう、坑道にも点々と松明たいまつが掲かかげられ、灯あかりには困らない。

　だが、聖堂から少し離はなれるだけで、たちまち喧けん騒そうが噓うそのように遠くなった。

「……急に静かになるな」

　クースラは、思わず呟つぶやいていた。

「戻っては駄だ目めです。少し休んでください」

　フェネシスが生き真ま面じ目めな口調で言う。まるっきり、世話焼きの頑がん固こな修道女。

　クースラは作業に未練がないわけではなかったが、錬金術師は現実を見て、事実を把は握あくすることが肝かん要ようだ。あの場に自分が必要かどうかくらい、よくわかっている。

「戻もどりはしない。もう、放ほうっておいてもうまくいくだろうからな」

　物分かりの良さにやや疑念を抱いだいたのか、フェネシスが訝いぶかるようにクースラを見上げる。

「分業なんてのは、つまらん仕事ばかりをする職人連中だけの話かと思ってたんだがな……。竜りゆうの形をした火か炎えん放射器の製作だと。傑けつ作さくだ」

　坑こう道どうから外に出ると、身を切り裂さくような寒さに襲おそわれた。その代わり夜空には雲一つなく、満天の星が銀の屑くずを振ふり撒まいたようだ。

　クースラはフェネシスに促うながされて、焚たき火びの側そばに座り込む。フェネシスはすぐに座らず、そのままどこかに行くと、毛布を一ひと山やま抱かかえて持って来た。たぶん、ここで見張りをしている連中が用意したものだろう。彼らの姿は今はなく、聖堂の中にいるのか、それとも町で見回りをしているのか、あるいは市し壁へき越ごしに敵と戦っているのかはわからない。生きているのかどうかすら、曖あい昧まいだった。

「ご苦労だったな。作業に戻もどっていいぞ」

　焚き火の前で毛布に包くるまると、氷が解けるように疲つかれが出てきた。

　寝ね心ごこ地ちはもちろん最悪だったが、そんなこと気にならないくらいの眠ねむ気けだった。

「いえ、側そばにいます」

　クースラはさっさと目を閉じようと思ったのに、フェネシスがそんなことを言って隣となりに座るので、そちらを面めん倒どうくさげに見た。

　フェネシスはクースラのことを見ず、なにか意地を張るように頑かたくなに焚き火を見つめている。

「旅の時には、旅人同士、身を寄せて暖を取りますから」

　そんなことを言うフェネシスは、クースラの包まる毛布の外に座っている。なにか別の目的があるのだろう。

　ただ、クースラは眠気のせいでほとんど頭が回っておらず、フェネシスがなにをしたいのかわかりそうでわからない。

　とにかく、面倒だったのでその小さな体を毛布の中に入れてやった。

「それくらい知ってるが……本当なら、互たがいに裸はだかになるんだろう？」

　服を着たまま同じ毛布に包まるよりも、裸同士のほうが温かいというのは、教会へのいいわけではなく、不思議なことに事実だ。

　ただ、クースラがヴェール越しにフェネシスの耳元で言ってやると、いつもは乳にゆう香こうみたいな甘い香かおりがするのに、今は埃ほこりと瀝れき青せいの匂においがする。

　そのせいか、フェネシスは反はん撃げきに出た。

「……そのとおりですが、あなたが言うと、いやらしく聞こえます」

「眠いんだよ」

　話している最中さなかにも、眠りに落ちかける。

「用があるならさっさとしてくれないか」

　隠かくし事ごとができないのは、そういう性格なのかもしれない。そのフェネシスにたばかられた身としては面おも白しろくないが、その当のフェネシスは、まだまごまごしている。

　だが、ようやく覚かく悟ごを決めたらしいのが身じろぎでわかった。

　体を触ふれ合わせていると、色々なことがわかるらしい。

「イリーネさんから……聞いたことです」

「ふん」

　そうだろうな、とばかりにクースラは鼻を鳴らす。

「あなたが……その……わ、私を連れて行ってくれる、と」

　イリーネがどういう伝え方をしたのかはわからない。

　ただ、あのウェランドが工こう房ぼうから逃にげ出すような反応だったらしい。

　本当は期待していたけれども、言えなかった。だからとても嬉うれしい。でも自分は明らかに足手まといになってしまうから、困る。でも嬉しい。

　そんなところだろうか？

　確かに、ウェランドが逃げ出すのも無理からぬ様子だったかもしれない。

　だから、クースラは自分だったらもっと嫌いやがって、発はつ疹しんができてしまうかもしれない、とすら思っていた。

　なのに、勇気を振ふり絞しぼったように言うフェネシスに対して抱いだいたのは、突つき放そうという嫌けん悪お感ではなかった。

「意外に、工こう房ぼうでの分業も悪くないと思ったからな」

　そして、一人で確実に生き延びるより、二人で死ぬかもしれない賭かけに出たほうがよい。そういうこともあるのだと、気づかされた。イリーネの言ったとおりだ。正確に間ま違ちがえるより、大おお雑ざつ把ぱに正しいほうがまし。

　クースラの言葉の前に、フェネシスはぎゅうっと体を縮めている。それはまるで、胸に矢でも受けたかのよう。

　クースラは、フェネシスの肩かたに腕うでを回す。敏びん感かんになっていたのか、フェネシスの体が小さく震ふるえる。錬れん金きん術じゆつの醍だい醐ご味みは様々な物質の反応を得ることで、それは大きければ大きいほどいい。

　クースラは、残るほうの手で、うつむくフェネシスの顎あごをちょっと強引に上げた。

「……っ……」

　突とつ然ぜんの展開に体を強こわ張ばらせているフェネシスがなにか言いかけたが、クースラのわざとらしい笑えみにすぐに沈ちん黙もくする。

　ほとんど怖こわがっているくらいなのに、抵てい抗こうしない。

　クースラは、自分が吸きゆう血けつ鬼きにでもなったかのような空想にもう一度笑い、柔やわらかそうなフェネシスに自分の印を刻もうとした。

　その、瞬しゆん間かんだった。

「そういうの後にしてくれないかよお」

　あと羊皮紙一枚分。

　そこに割って入ったのは、ウェランドの声だった。

　しかも、イリーネまで姿を見せた。

「うん？　え、あ、やだ、ちょっとウェランドさん、なに邪じや魔ましてんのよ」

「イリーネちゃんが相手してくれるなら邪魔しないけどさあ」

「はあ？　嫌いやです。大体、さっきその瀝れき青せい舐なめてたでしょ。その口でなにするつもりよ」

「燃え上がるような恋になるかもしれないよお」

「怒いかりの炎ほのおともいいますよね」

　長年にわたる相棒同士のように応おう酬しゆうする二人の後から、職人たちも何人か外に出て来る。

　各おの々おのあれこれの道具を持っているし、ウェランドがいくつも抱かかえている甕かめも、どうやら酒ではなく瀝青らしい。

「というわけで、実験するからさあ、クースラも手伝えよお」

　クースラはそちらを半目に見て、小さくため息をつく。

「幸運は長続きしないな？」

　目の前のフェネシスに言うと、フェネシスは目をきつく閉じて、今にも泣きそうな顔でこう言った。

「……離はなして……ください……」

　顔が真っ赤だった。クースラが顎あごから手を離すと、大変なところを人に見られたとばかりに頭を抱えてうずくまっている。

　クースラは小さく肩かたをすくめ、最後の気力で眠ねむ気けを抑おさえ込むと、立ち上がった。

「さて、実験だとよ。続きはまた後でしてやるよ」

　クースラが意地悪げに言うと、あまりに直ちよく截せつ的な物言いに驚おどろき、呆あきれた様子のフェネシスは、クースラを睨にらみ上げる。

「あなたは、本当に……」

「ん？」

「なんでもありません！」

　フェネシスは怒おこり、毛布をはねのけて立ち上がる。

　ただ、クースラの側そばは離れなかった。

　そこが、自分の居場所だと、言わんばかりだった。







　イリーネが他ほかの職人たちと組み立てていたのは、竜りゆうの心臓部だった。いくつかの弁と駆く動どう部が、筒つつ状の金属でつなぎ合わされている。

「基本的な構造は難しくないわ。瀝青を高い場所に置いて、噴ふん出しゆつ孔こうをそれより下に置くだけ。それだけで、液体の重さそのものの力で噴ふん出しゆつを起こすことができる。噴水と同じね。ただ、もっと飛ひ距きよ離りを伸のばすために、さらにふいごみたいな構造で圧力をかけてから、弁を開く。あの竜りゆうの形も理に適かなってる。あの姿勢だと、ちょうど瀝れき青せいを溜ためるお尻しりの部分が上にくるし、翼つばさの存在もふいごの取っ手として機能してる。翼の形をしているのは、翼なら横に長いから梃て子この作用を働かせられるってわけ。これを作り上げた人らは、合理的なうえに、遊び心も満まん載さいだったようね」

　てきぱきと説明するイリーネは、立派な腕うで利ききの職人だ。

　グルベッティの町にいたときの息苦しさには色々理由があっただろうが、やはり最大の原因は、その能力の高さが掟おきてだらけの町の工こう房ぼうでは収まりきらなかったからだろう。

「瀝青のほうは、「竜の血の書」の原料の按あん配ばいで、だいぶ燃えやすさが変わったねえ。それに、粘ねん度どの問題が一番難しいよお」

「粘度？　水っぽいほうがよく飛びそうだがな」

　クースラが言うと、ウェランドは肩かたをすくめた。

「どろどろのほうが、敵にくっついて悲ひ惨さんなことになるだろう？」

「……なるほど」

　これは、人を殺すための兵器だった。

「遠くに飛ばす時も、ある程度粘度があったほうが効果が高いだろうけど、それだと機関部が詰つまりやすくなるし、松まつ脂やにと硫黄いおうが多くなると燃えにくくなる。最良の分量をはっきりあの書に書かなかったのは、たぶん、口承だったんだろうねえ」

　そして、おそらくそれを知る者は、あの彫ちよう像ぞうの裏の暗い場所で、ひっそり並んで座って最後の時を迎むかえたのではないのだろうか。

「というわけで、一応、準備はできたよお」

　ウェランドは甕かめの最後の一滴てきを注ぎ終わる。一方、イリーネはクースラから受け取った燃えさしで、組み立てた機関部の下に組んでいた薪まきに火をつけていた。

「ぞっとするけどよお、熱して柔やわらかくしないとね」

　ウェランドが、楽しげに言う。イリーネは真しん剣けんな顔で、熱せられる心臓部を見つめ続けている。

「内側がわから軽く叩たたくような音がしてきたら、頃ころ合あいだあね。それ以上やると、中で発火すると思う」

　ウェランドの言葉に耳を澄すませるように、イリーネはじっと心臓部を見つめている。

　そして、誰だれも口を開かない中、ゆっくりとうなずいた。

「いいと思う」

　そう言って、中身に圧あつをかけるためのふいご部分に手をかける。

「で、誰が竜の目覚まし役？」

　視線は自然と、クースラに集まった。

「俺か？」

「まあ、一応、発見者なわけだし」

「……悪役を回されたような気がするがね」

「確かに、二度とこの土地は踏ふめないだろうねえ」

　クースラはウェランドを見て、小さく鼻を鳴らす。

　それから、ふいご部分に手をかけた。

「あまり圧あつはかけすぎないで。破は裂れつしたら、火の海よ」

　竜りゆうを傷つければ、の一文はそういう意味だ。

　しかも、この土地の豊富な鉱脈は竜の鱗うろこの破は片へん、というのも、確かに竜の体を形作るのは鉱脈から掘ほり出されたものなのだから、間ま違ちがってはいない。

「実験中に死ぬのなら、処しよ刑けい台の上よりかはましだ」

　イリーネは肩かたをすくめ、金属の管の先に燃えている木を置いた。これで、噴ふん出しゆつさせた瀝れき青せいに火をつけるのだ。

「木に直接当てるより、その上を狙ねらう感じかしらね」

「さて、地じ獄ごくの業ごう火かか。死ぬ前に見たら悪あく魔まどもも脅おどし甲が斐いがなくなるな？」

「嫌いやな冗じよう談だん」

　イリーネはそう言って、離はなれた。

　その場にいる全員が注目する中、クースラはふいご部分を数度動かし、十分な手て応ごたえを得てから、弁を開く取っ手を引っ張った。

「──!!」

　その瞬間、空間が膨ぼう張ちようした。目の前に太陽が現れ、炎ほのおの虹にじができた。すべては一瞬のことで、怖こわいとか、すごいとか、感情らしい感情を抱いだく暇ひまなどなかった。

　数瞬後に残ったのは、顔の皮がすべて焼けてしまったのではないかという熱波の感覚に、炎の魔神が一直線に駆かけ抜ぬけたかのような火の軌き跡せきだ。それも、かなりの飛ひ距きよ離りがあり、遠くの地面で瀝青がごうごうと燃え、暗くら闇やみの中でさえわかるほどに黒い煙けむりを立ち上らせている。

　事態が飲み込めるにつれ、ようやくその場にいた人々の胸に去来したのは、おそらく驚おどろきではなかっただろう。

　その顔つきから、凄すさまじい技術を再現してしまったという、罪悪感に違いなかった。

　だが、そこにはまた、興奮というものもあった。

　これがあれば、間違いなく敵てき陣じんを蹴け散らし、突とつ破ぱできる。

　これは、そういう、悪魔の技術だ。

「教会の連中が見たら、卒そつ倒とうするな」

　伝説の竜はここに、再び生命を得たのだった。







　あとは竜りゆうを組み立て、瀝れき青せいを調整し、軍備を整え、頃ころ合あいを見計らって町から出るだけ。

　外からの攻こう撃げきは続いており、市し壁へきの中の動どう揺ようも臨界点に達しようとしていた。

　アザミの紋もん章しようの部隊に連れられてやって来た者たちですら、騎き士し団はもう駄だ目めだと思う一派と、騎士団にまだ期待をかけて味方しようとする一派とに分かれ、内乱が起きかねない雰ふん囲い気きだった。

　そこに、町を元に戻もどしたいと願う元住人たちがいるのだから、もはや一いつ触しよく即そく発はつで、一刻の猶ゆう予よもならなかった。

　ウェランドやイリーネ、それにクースラとフェネシスも体力はとっくに限界を超こえていたが、夜通しの作業にかかりきりだった。

　しかし、死ぬよりはまし。夢を諦あきらめるよりはまし。

　それだけを燃料に動き続けていた。

　だが。

　それは、比ひ較かく的損傷なく残っていた竜の復旧が、二体目まで終わったあたりまでだった。

　限界を超こえた眠ねむ気けのせいなのか、それとも瀝青の匂においのせいなのか、ひどい頭痛に顔をしかめていたクースラに、一人の兵士が声をかけてきた。

「アイルゼン様の使いです」

「……作業の進しん捗ちよくなら、事前に伝えたとおりだ。必ず間に合わせる」

　クースラは、苛いら立だちを制せい御ぎよできず、嫌けん悪お感丸出しで言う。

「いえ」

　しかし、兵士は小さく言った。

「問題が」

　クースラは、兵士を見つめ返す。そういえば、この兵には粗そ野やな雰ふん囲い気きがない。

　細ほそ面おもてで、どちらかといえば、アイルゼンたちのように、人を動かしたりする立場のほうだ。

「もう一人の錬れん金きん術じゆつ師も呼んでください」

「……人目につくとまずそうだな。奥で待っててくれ」

　祭具の類たぐいがしまわれていた、あの「竜の血の書」があった場所に続く通路を指差し、クースラは言った。兵はそちらを見て小さくうなずくと、ちょっと物を取りに来たといったそぶりで、職人たちの間を縫ぬって奥に消えた。

　クースラはその背中を目で追いかけて、一体なんの用なんだと一人ごちる。

　ただ、まずまともなことではないだろう。

　その覚かく悟ごだけは、決めておく。

　そして、ウェランドにこっそりと声をかけ、間かん隔かくを開けて奥の部屋に向かった。

　先にウェランドが、遅おくれてクースラが部屋に入る。

　その場の空気に、思わず口元が笑った。

「結論から言いますが」

　兵が、言った。

「瀝れき青せいが圧あつ倒とう的に足りません」

　クースラが視線をウェランドに向けると、ウェランドは嫌いやそうに顔をしかめた。

「無む駄だ遣づかいはしてないよお」

「もっと時間があればよかったのでしょうが……」

「だが、足りないってのはどういうことだ？　確かに見た目ほど大きい池じゃなかったが、ずいぶん汲くみ上げただろう」

「実験に用いた瀝青の量と、燃えた範はん囲いについて計算してみたのです」

　兵はそう言って、革かわの鎧よろいの内側がわから羊皮紙を取り出した。

　そこには竜りゆうの絵と、竜から伸のびる線と、人の姿が描かかれていて、横には数字が並んでいる。

　クースラは、それでようやく理解した。

　竜の話は、決して魔ま法ほうを復活させたわけではない。

　どこまでも現実の話であり、瀝青はたった一滴てきで見渡わたす限り焼け野原にできるわけではない。

「敵てき陣じんの大きさ、人数を考こう慮りよすると、完全に連中を足止めするには三倍の量は必要になりそうです。もちろん、彼ら全員を丸まる焦こげにしようと思ったら、途と方ほうもない量が必要になるでしょう」

　狭せまい谷のように、攻せめてくる方向が限定された場所ならば、まだしもだったかもしれない。

　だが、カザンの外は小川や森があるとはいえ、かなり開けている。

　竜を三体組み上げたとして、一体で対応できる範囲は限られ、しかも、瀝青の噴ふん射しやは面ではなく線でしかなせない。

「もちろん、これは単純な計算で、相手側がなんの恐きよう怖ふも感じない木で偶くだと想定してのことです。実際は、木偶ではないので、火に怯ひるむはずですが……」

「同じ意味で木偶じゃなければ、竜の正面に立たなければ火は怖こわくないとわかるだろうねえ」

「そのとおりです」

　どちらに転ぶかはわからない。

　そして、アイルゼンらは竜の威い力りよくに心しん酔すいせず、一つの兵器として考こう慮りよしたうえで検けん討とうしてみた結果、瀝青が足りないと判断したのだろう。

「撤てつ退たいで重要なのは、相手の殲せん滅めつではありません。それができるなら、撤退の必要はない。大事なのは、深追いは無益だとわからしめること。追いかけてきたら、ただではすまないと思わせること」

「それで？」

　尋たずねたのはクースラだ。

　アイルゼンらは、錬れん金きん術じゆつ師よりももっと危機に直面した場所で踊おどっている。

　計算してみたらこうでした。瀝れき青せいが足りません。他ほかになにか案はありませんか。

　それですます連中ではあり得ない。

　手持ちの道具をすべて使い、できることならなんでもやるだろう。

　クースラは、自分がアイルゼンだったらどうするかと考えた。

　撤てつ退たい戦の定じよう石せきは、追いかけてくるなと、吠ほえる。あるいは、中身がないのなら、鉛なまりを金きんに見せかけることだという。

「あなた方の、グルベッティでのから騒さわぎを見ましたよ」

　から騒ぎ、とくる。

　ただ、確かにあれは中身のない奇き術じゆつだった。

「迷信に惑まどわされている異教徒どもに畏い怖ふと衝しよう撃げきを与あたえられれば、瀝青の足りない部分は恐きよう怖ふの炎ほのおで補うことができるかもしれません」

「しょっぱなに派手にぶちかますのかよお」

「それも、一つの案です」

　だが、そうではないだろう。兵の言いたいのは、舞ぶ台たいの演出だ。

「ですが、あなた方には一つ、利用できる道具がある」

　異教徒どもを震ふるえ上がらせるのに最適な道具。表情を固まらせたのは、意外にもウェランドだ。クースラは予測できていたので、じっと兵を見つめ返している。

「俺たちに拒きよ否ひ権はあるのか？」

　クースラが聞き返すと、兵は少しだけ視線を下げた。

「アイルゼン様が頭を下げることは、決してありません」

「……だから、代わりにあんたが来たんだろ」

　クースラが言うと、ウェランドが少し驚おどろいたようにクースラを見る。

　気の良さそうな兵は、小さくうなずいた。

「アイルゼン様は、誰だれが功労者かは理解しています。しかし、あのお方にはなさねばならない決断もある」

「もう、今から俺たちが逃にげ出そうとしても、無理だよな」

　クースラの言葉に、兵はなにも答えない。

　だが、そうだろう。

　状じよう況きようは一刻の猶ゆう予よもならず、そして、虎とらの子、いや、竜りゆうの子の火か炎えん放射器には燃料が足りない。

　そうなると、もう一押しいる。瀝青で足りない炎を補う、恐怖の炎を必要としている。

　彼らが考えつくのは当然だ。そもそも、騎き士し団はそういう目的で、フェネシスをはるか彼方かなたの地から連れて来たのだから。

「私がここに来ているのは、無理やりに命令したくないというアイルゼン様の気き遣づかいだと理解してください」

「だが、どうせ結果は変わらないだろう」

　クースラは吐はき捨てるように言う。

　彼らがなにを望んでいるのかはわかるし、クースラもそれしか手が浮かばない。

　あの竜りゆうの兵器をただの兵器ではなく、それこそ地じ獄ごくから召しよう喚かんした生き物のように見せる必要がある。

　そして、その方法がないわけではない。

　それは、まさしくイリーネが見つけてきた絵巻物のこと。

「呪のろわれた古代の兵器を扱あつかう、大魔ま道どう師、か」

　クースラは、胡う乱ろんな目で兵を見た。

「あの小こ娘むすめじゃあ、少し可か愛わいらしすぎるんじゃないのか？」

　せめてもの抵てい抗こう。

「我々は悪ではありませんが、お上品でもない。ならば〝聖なる魔女〟あたりが相応ふさわしいかと」

　聖なる魔女。

　フェネシスに相応しい二つ名かもしれない。

「出しゆつ陣じんは明朝です。竜の上に乗せるか、可動式の櫓やぐらを荷馬車に組み上げるかは任せるとのことです。とにかく、あのグルベッティで見せたような、派手なものを頼たのむと。おそらく、我々が逃にげられるかどうかは、そこにかかっています」

　そして、兵は一礼して、その場を後にした。

　クースラは、なにもない壁かべを見つめたまま、じっとしていた。

「クースラ」

　ウェランドが、その名を呼んだ。

「どうしてもって言うなら、俺は逃げるのに手を貸すよお」

　クースラは驚おどろいてウェランドを見る。

　ただ、ウェランドはにやりと笑ってこう言った。

「もちろん、クースラのためじゃあないよお。ウルちゃんのためだあね」

　ウェランドはどこまで本気かわからないが、たぶん、本気なのだろう。

　しかし、クースラは頭を振る。現実的ではない。自分たちが生き延びられるとしたら、騎き士し団にしがみつくほかないのだ。

　それに、もっと大事なことがある。

「目的のためなら、使えるものはなんでも使う。それが、錬れん金きん術じゆつ師だ」

　クースラは言う。

　少女を呪のろいの道具にすることくらい、して然しかるべきだった。







　フェネシスはイリーネと共に町の工こう房ぼうに戻もどっているとのことだったので、クースラも丘おかから下りてそちらに向かった。

　市し壁へきの向こう側がわには篝かがり火びが至る所に焚たかれ、敵の姿がはっきりと見えたが、今のところ戦せん闘とうそのものは収まっているようだ。こちら側から攻せめることはできないし、向こう側も明るくなってから騎き士し団の連中が市壁の外に出て来るのに備えているのだろう。

　暗くら闇やみの中でたたずむ敵の姿を見ているせいか、確かにあの闇の中に潜ひそむ敵の追つい撃げきをかわすのに、たった三体の竜りゆうというのはひどく心細い気がしてきた。

　それに、そもそも万の軍勢を震ふるえ上がらせるのは、太い腕うでと巨きよ大だいな棍こん棒ぼうではない。

　どちらかといえば戦場では役に立たないであろう王の細腕と、それが振ふるう錫しやく杖じように怯ひるむのだ。

　フェネシスの存在は、きっと役に立つだろう。

　あの敵側の部隊に少なからずいる、この地方の人間は即そく座ざになにが起きているのか理解するに違ちがいない。自分たちの信しん仰こうする伝説が本当だった。そして、その伝説が牙きばを剝むいていると理解する。

　目的ははっきりとしていて、その効果も見えている。それどころか、手を講じなかった場合の結果は火を見るよりも明らかだった。

　ならばそれを使わない理由がない。

　なのに、この躊ちゆう躇ちよはなんだ。

　クースラは、工房の扉とびらの前で立ち止まってしまう。閉じられた木窓の隙すき間まからは、灯あかりが細々と漏もれている。周りの工房も、いくつかは騎士団に協力すると腹をくくり、竜の復活のための材料作りをしている。そんな中、クースラはまるで、鍵かぎを落として困こん惑わくしているかのようだ。

「馬ば鹿かが」

　自分はマグダラに向かうために、世界の真理を隠かくす扉を開けるのではないのか。

　そのためなら、なんでもする。そう誓ちかったではないか。

　クースラは、己おのれに言い聞かせ、扉を開ける。

　それは世の中のたくさんのことと同じで、いざ開けようと思えば簡単に開いてしまう。そして、開けたという事実は滅めつ多たになかったことにできない。

　工房の中は外とは違い、かなりの熱気だった。炉ろの中ではごうごうと炭が燃えている。

　その前では、イリーネが熊くま手でを抱かかえてうとうととしていて、他ほかにもイリーネの手伝いに来ているらしい職人が二人、眠ねむりこけている。

　不用心だなと思うものの、作業台の上にはこねたパン生き地じのようなものと、金かな盥だらいが置いてあった。クースラがいつだかフェネシスに教えた、目覚まし時計だ。こねた生地が膨ふくらめば、盥が傾かたむいて床ゆかに落ちる。きっと、フェネシスがそのことを利用したのだろう。

　側そばにいれば、こうして、一つ一つ互たがいに知識を共有していくのだ。

　クースラは、奥の寝しん室しつに向かう。

　ゆっくりと扉とびらを開くと、欠けた木窓の隙すき間まから差し込む月明かりに照らされて、フェネシスが眠ねむっている。

　無防備な寝ね顔がおだ。

　この世に悲ひ惨さんなことなどなにもなく、花を摘つみ、鳥を愛めで、穏おだやかな毎日だけが待っている、そんな顔だ。

　だが、その顔の裏に、どれだけの悲ひ惨さんな現実と苦労があったのか、クースラは想像するほかない。奇き跡せきといえば、フェネシスがそんな地じ獄ごくを無事にくぐり抜ぬけてきたこと。そして、それらの経験を経てもなお、こんなにも無防備な寝顔を晒さらせるということだ。

　クースラは、ベッドに歩み寄り、隅すみに腰こし掛かけた。フェネシスを引き取った当初は、いかにも世間知らずで、見み栄えっ張ぱりで、気弱なくせに意地を張り、底抜けに間抜けだった。

　だが、今は自分の足で歩くことを知っているし、時にはクースラ以上だということもある。

　そんなフェネシスにとって、この町の人間が自分のような異い形ぎようの者を受け入れていた、という歴史は、普ふ通つうに考えるよりももっととても重要なことのはずだ。自分たちは、世界にとって疎うとまれた存在であるのかどうか、その絶望的な問いに対する希望の答えともなることだったに違ちがいない。

　クースラがこれからフェネシスに言おうとしていることは、その希望を完全に打ち砕くだくことだ。しかも、あてずっぽうなことではない。事実を観察し、状じよう況きようを勘かん案あんし、推すい測そくした結論を突つきつけるのだ。お前たちのような異形の者が、なぜ世界中で疎まれているのかと、決定的に告げることになる。

　そして、疎まれている者らしく人々を怯おびえさせるように振ふる舞まってくれ、と頼たのもうとしているのだ。

　竜りゆうの伝説の秘密に気がつく前、クースラは生き延びるために、フェネシスの体を差し出せばいい、という選せん択たく肢しを可能性として考えた。それと一体何が違う？　生き延びるために、誰だれかを傷つけようとしている。もちろん、これまでそういう選択肢を取ったことはある。自分の生き方を振り返り、死ねば間違いなく地獄行きだろう、とはわかっている。なのに、今ここにあるのは、躊ちゆう躇ちよだった。自分の中で明らかに一貫性が崩くずれていた。《利子クースラ》の名前はどこにいった？　とクースラは自問する。

　たぶん、フェネシスやイリーネとのやり取りの中で、砂糖菓が子しのように溶けてしまったのだ。

　力を抜いたらいかがですか？　なんてフェネシスに言われた。

　その結果が、これだ。

　やはり、自分は正しかったのだとクースラは思う。

　誰かに心を開くべきなどではなく、ただひたすらに身を伏ふせ、疑い、歯を食いしばって生きるべきだった。この世に思いのほか楽しいことがある、などと知るべきではなかったのだ。

「っ」

　と、不意に自分の体になにかが触ふれ、クースラは息を飲んで腰こしを浮かしかけた。

　振ふり向けば、フェネシスが目を開けて、クースラを見ていた。

「……起きて、たのか？」

「私だけ、寝ねてられませんから」

　小さく笑うのは、クースラへのちょっとした当てつけだからだろう。

「イリーネさんに、寝ろって言われて……」

　ため息をついて、薄うすく目を閉じる。

「ですが、疲つかれすぎていると……逆に眠ねむれないのですね」

　さもなくば、とクースラは思った。

　散々、ひどい目に遭あってきたフェネシスだ。その経験から、虫の知らせというのがあったのかもしれない。

　そうでなければ、説明がつかなかった。

　フェネシスは、妙みように優やさしげな顔をしていたのだ。

「イリーネさんから、聞きましたよ」

「なに？」

　思わず聞き返してしまう。

　ただ、フェネシスはくすくすと笑いながら言う。

「あなたは、自分が上手に表情を隠かくせていると思い込んでいたって」

　その顔は、女の顔。その口調は、女の口調だった。

「もちろん、たまにしかぼろは出ていませんでしたけど……」

　フェネシスは、その手をクースラに伸のばす。

「出る時は、すごくはっきりと出ます」

「……」

「私になにか用があるのでは？」

　賢かしこい娘むすめだ。

　いや、得え手て不ふ得え手ての問題かもしれない。

　得手不得手は、実は才能などではない。

　結局は、経験の問題であり、フェネシスは何度もこういう夜を過ごしてきたのだろう。

「お前に」

　クースラは言って、言葉に詰つまる。顔が歪ゆがむ。

　馬ば鹿かげたことだと思った。

　自分で自分のことに気がついていなかったのだ。

　だから、きっと、クースラは《利子クースラ》という二つ名を受け入れたのだろう。

　自分は人の気持ちに思い至らないのが当たり前、という「建たて前まえ」を手に入れるために。

「あなたは」

　そして、フェネシスは言った。

「やっぱり、優やさしいんですよ」

　くすりと笑ってから、小さくため息をつく。その顔は、クースラが誰だれかをきちんと愛せるのだとクースラに気がつかせた時の、あの顔だった。

「竜りゆうを作り出した大魔ま道どう師になれ。違ちがいますか？」

「おっ……まえ、それを……」

「ふふ。気がついていないとでも思ったんですか？」

　困ったような笑え顔がおは、世界の悲ひ惨さんさを受け入れてもなお、神の教えを説く修道女に相応ふさわしかった。

「いくつか不自然なことがありましたから。あの絵巻物とか」

「……」

「それに、イリーネさんも少し迂う闊かつです。私は、生き延びるために常に、自分は呪のろわれた存在であるという認にん識しきを前提にしてきたんです。目の前で不ふ穏おんな単語が出たら、真っ先に自分のことだと思いますよ。そうしなければ……あなたの言う「どつぼに嵌はまる」生活でしたから」

　フェネシスは、言いながら、少しだけクースラの服の裾すそを指でもてあそんだ。

「それに、突とつ然ぜんのあなたの宗しゆう旨し替がえです」

　ウェランドはもちろん、クースラがイリーネに説得されたと言われたところで、信じなかった。

　だとすれば、どうしてフェネシスだけが騙だまされると思うんだ？　クースラは、思い込みはたくさんのことを見落とさせ、誤った結論に導くとしたり顔で説教した。

　フェネシスはただの小こ娘むすめじゃない。そんなこと、わかっていただろうに。

「なにかあったなって思いますよ。そうしたら、後は簡単です。私が町にいられないなにかが見つかった。だとしたら、あの絵の意味も、イリーネさんの発言も……です。そうなれば、戦いのために私が担かつぎ出されることもあるだろうなって思ってました。なにせ……私は呪いの道具ですからね」

　小さく、一呼吸。

「でも」

　と、フェネシスははっきりとクースラの服を摑つかむ。

「あなたが苦しそうで、すごく嬉うれしかったです。私をただの道具として使い捨てる選せん択たく肢しだってあったはずです。そして、私に手を差し伸のべてくれた騎き士し団が、実際にそうでした」

　クースラは、なにをどうすればいいのかわからない。それは、まったく知らない鉱石を初めて目まの当あたりにした時と同じだ。観察し、ただ観察するしかない。しかも、それがたった一つしかない貴重な鉱石となれば、なおさらだった。

「自分の目的を見据すえ、その達成のためにしたたかになれ、でしたよね」

　フェネシスは出会った頃ころのままではない。

　クースラの言葉を言げん質ちとして、小こ癪しやくな物言いをするようになった。

「あなたになら、呪のろいの道具として使われても構いません」

　そのフェネシスが、月明かりにすら眩まぶしそうに目を細めて、言った。

「だって、頼たよられているんですから」

　自分の居場所を盲もう目もく的に探していた少女。

　なのに、今はそこにあの儚はかなさがない。

「……だが、お前が考えている以上のことだぞ」

　クースラは、またも自分の口から出た言葉が信じられなかった。フェネシスを呪いの道具として使うことが目的なのに、それを止めるような口ぶりだったからだ。

　そして、それがわかっているのに、言葉を飲み込むことができなかった。

「お前の目の前で、山ほどの人間が死ぬぞ。あれは、そういう代しろ物ものだ」

　たとえ、フェネシスが一人であれを動かしているのではなくとも、たとえ、生き延びるためにそうするのだとしても、目の前で、山ほどの人が死んでいく。その行こう為いの代表者として祭り上げられる。

　そんなことをフェネシスが許容できるのか。

　いや、クースラはもっと別のこと、そんなことをさせていいものなのか、と逡しゆん巡じゆんした。

「これまでも、たくさん死んできました」

　そして、フェネシスの答えは、それだった。

「私が生き延びることで、たくさんの人が死んできました。せめて私だけでも生き延びてくれと、そう言われることが多かったです。そして私は実際、あの人たちを見殺しにして逃にげてきました。なぜなら、私自身が死にたくなかったからです。たとえ、相手を、見殺しにすることになっても」

　そんな台詞せりふを、どこか穏おだやかな顔で言える人間がどれほどいるだろうか。

「あなたにたくさん言われました。盲目的になるなって。私が盲目的だったのは、そういう事実から目を逸そらしたかったからかもしれません」

　フェネシスは、ゆっくりと息を吐はく。

「でも、グルベッティの工こう房ぼうに暴ぼう漢かんが来た時、私は初めて、自分以外の誰だれかに逃げて欲しいと思いました。私を逃がそうとした人たちは、みんなこんな気持ちだったんだなって気がつきました」

　信じがたい純度の鉄を製せい錬れんしていた錬金術師トーマスと、彼の技術が招きよせた権力者の疑念によって、クースラたちまで殺されそうになった。

　あの時、確かにフェネシスは、自分を置いて逃にげろと言った。

「なのに、あなたはうるさいって一いつ蹴しゆうしたんですよ。私は、一度だって、逃げろという言葉に抗あらがえなかったのに」

　くすぐったそうな笑え顔がお。

　フェネシスは、悔くやしそうに笑っていた。

「しかも、私を連れて逃げてくれたんです。その時、思いました。運命を切り開くとは、こういうことなんだって」

　その小さな手が、クースラの服を摑つかんでいる。

　置いて行かないで欲しいと、なによりも雄ゆう弁べんに物語っていた。

「ですから……」

　クースラと、フェネシスの視線が、静かに重なり合う。

「できます」

　その短い一言は、力強かった。

「私だけお荷物なんて、嫌いやです。私が呪のろわれているのだとしたら、それこそが、私にとっての呪いです」

　先に手を伸のばしたのは、クースラだった。当初はまったく意識もしていなかったが、フェネシスのことを知るにつれ、握にぎり返してくることを望むようになった。

　そして、今やフェネシスから手を伸ばしてくる。

　クースラは、その手を握り返し、小さく言った。

「お前は、工こう房ぼうの一員らしい」

　決して世の中は綺き麗れいではない。

　だから、その時のフェネシスの笑顔は、病びよう床しようの娘むすめが見せるようなものにも見えた。

　だが、自分たちはまだ歩き続けることができる。

　クースラはフェネシスの手を握ったままゆっくり体を折り、一度止めて、フェネシスを見た。

　フェネシスは、なぜかしょげたような顔をしてクースラを見て、怖こわがるように目を閉じた。

　クースラは小さく笑い、フェネシスの綺麗なおでこに口づけをした。
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「続きはまた今度って言ったばかりだしな」

　少しだけそんな展開を予測していたようなフェネシスは、目を開けると怒おこっていた。

「……あなたは、意地悪です」

　そんなフェネシスに、クースラは肩かたをすくめて立ち上がった。

「眠ねむっておけ。明日はたぶん、ろくなことにならない」

「……それは、あなたも」

　フェネシスの言葉に、クースラは振ふり向いた。

「俺は眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師だからな」

　フェネシスは呆あきれるようにくすりと笑い、ゆっくりと目を閉じた。

　クースラは、音を立てずに、寝しん室しつから出て行ったのだった。
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　明け方頃ごろに、すべての準備が整った。

　騎き士し団について行く者たちと、見限ってこの町に残る者。

　ついて行こうとするのは騎士や傭よう兵へいたちばかりで、職人や商人はほとんどいなかった。

　騎士団が勝かち戦いくさに邁まい進しんするからこそ、臆おく病びような彼らも自分の人生を賭かけたのだ。

　だが、それを責めはしない。どのような人生を送るかなどその個人の自由だし、なにより、この町に残ったところでどうなるかはわからないのだ。あるいは、同情する結果になるかもしれない。

「……置いて行ったら、熊くま手でで頭かち割るわよ」

　最後の最後まで金かな槌づちを振ふるっていたイリーネは、そう言って気を失った。

　その職人の腕うでがあればこの町でもやっていけただろうが、あれだけ嬉き々きとして竜りゆうの体を直していたのでは、町に残るのも難しいだろう。あるいは、イリーネ自身、最初からクースラの言げんにおとなしく従うつもりは毛頭なかったのかもしれない。

　市し壁へきの中では、その好こう奇き心しんを満たすのは無理だとわかっているのだ。

「まったく、忙せわしないねえ」

　ぐったりしたイリーネを荷馬車に積み込み、ウェランドが小さく言った。

「刺し激げきに満ちた人生というやつだ」

「まあ、これは確かに刺激的だよねえ」

　そう言うウェランドの周りには、三機の竜りゆうの形をした火か炎えん放射器がある。荷馬車の荷台を改造したものに乗せてあり、それぞれ四頭の馬で引かせる特別仕様だ。修理され、ぴかぴかに磨みがき上げられた高純度の銅製の竜は、戦いの時を今か今かと待ち構えている。

　そのうちの一機、玉座のようなものが設しつらえられた竜の乗る荷馬車の荷台に、クースラは座っている。

　そして、その玉座の上に鎮ちん座ざする奴やつに視線を向けた。

「高い場所で怖こわくないか？」

　クースラがからかいの言葉を向けると、矢を避さけるための兜かぶとやら鎧よろいだので戦いくさ女め神がみのようになったフェネシスは、不ふ機き嫌げんそうにする。周りにはさらに護衛の兵士がいるために、彼らの前で見み栄えを張りたいのかもしれない。

　そんな中、目を閉じて口の中でもぐもぐとなにかを呟つぶやいているのは、口上を暗唱しているのだろう。緊きん張ちようしているのが丸わかりだったが、それはクースラも例外ではない。

　なにせ、この扉とびらの向こうでは騎き士し団が外に逃にげ出すと察知している敵が、手ぐすね引いて待っているのだ。激戦になることは間ま違ちがいない。さすがにそれを平然と受け流せるような神経は持ち合わせていないし、そういう危機感のない奴はきっとどこかで溺おぼれ死ぬ。

　視線を巡めぐらせれば、伝令官のアイルゼンや、総司令たるクラトール大公の姿も見える。彼らも、いざ、その時に備えてむっつりと口を閉じている。

　そんな中、クースラは顔が勝手に笑ってしまっていた。鉛なまりが金きんに変わるように、予測もできないなにかを追いかけるのが錬れん金きん術じゆつだとしたら、今ほどそれに相応ふさわしい状じよう況きようもないだろう。

　この扉が開けば、生きるのか死ぬのかすらわからない状況が待っている。平へい穏おんなど、この世の果ての異国の言葉になる。しかも、走り抜ぬけた先になにが待っているのか、誰だれにも予測なんてできはしない。

　だが、クースラは楽観的だった。

「総員！　構え！」

　アイルゼンの声が響ひびく。がしゃん、と兵たちが構える鉄の音がする。

　竜の体の下と口元で、職人たちが火をともしている。事前に温められていた瀝れき青せいが、地じ獄ごくの底の呻うめき声ごえのように、ごぼ、ごぼ、と鳴っている。

　世の中には、こんな代しろ物ものが存在する。

　だとしたら、走り抜けた先になにも待っていないなんてあり得ない。

　そして。

「おい」

　クースラは、がちがちに緊張したフェネシスに声をかけた。

「ご褒ほう美びは、続きだからな。しっかりやれよ」

　後ろの竜にまたがったウェランドが、イリーネと一いつ緒しよに「？」と首をかしげていたが、フェネシスは嫌いやそうに笑っただけ。

　ただ、嫌そうなのに、嬉うれしそうだった。

「あなたの言葉は信用しません」

「そうだな」

「だから、私は自分の力で手に入れます」

　クースラは虚きよを突つかれ、フェネシスがイリーネの真ま似ねをしていーっと歯を剝むいた。

「開門！」

　扉とびらが開かれた。

　クースラはハッと我に返り、竜りゆうの翼に手をかける。

　ああ、これこそが錬れん金きん術じゆつだ。鉛なまりは金きんに変わりうる。そう思った。

　フェネシスが大きく息を吸う音が聞こえてくる。

　そして、クースラは手に力を込めた。

　その瞬しゆん間かん、マグダラへの道に、炎ほのおの虹にじがかかったのだった。






　あとがき







　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。なんだかあっという間に四巻目です。それでも前の巻から五ヶ月あいてしまっていました。お待たせしてしまい申し訳ありません。自分の中でも、四ヶ月くらいで刊かん行こうが美しいと思うのですが、なかなか……。とはいえ、今回も書いていてとても楽しかったので、その楽しさがきちんと皆みな様にお伝えできていればと願う次し第だいであります。




　で、今回も作中に使用した大きな話のネタは、一応実在するものです。ただ、正確な原料の特定と配分は残されていないらしいので、実際に当時の物を再現できているかというと答えは否いなですが、大おお雑ざつ把ぱには存在するといっても差さし支つかえないかと思います。装置については、当時はもっと精せい巧こうだったらしく、携けい帯たい式のドライヤーみたいな装置の絵が残されています。なににせよ、今の生活からすると当たり前の物でも、当時初めてそれを見た人はものすごく驚おどろいただろうな、という想おもいから、今回のようなお話にしました。




　しかし、作中の季節は北方の真冬ということでとても寒い設定なのですが、現在このあとがきを書いているのは夏開幕、世間的には夏休み初日のようで、終業式なんてワードも見かけました。暑い時に寒い話を書くのは相変わらずちょっと不思議な感じがします。別に涼すずしくなるとかそういった利点もないですし。それにしても、当時は三十日以上の休みなんて、無限に続く終わりも想像できない長さだったのに、今はちょっと転うたた寝ねしていたらそれくらいすぐですよ。そのくせ、宿題に追われるような感覚だけは今も健在という……。いえ、仕事をきちんとこなして終わらせればいいのですが！

　それでも、やっぱり夏というのはいいですね。なにか新しいことをばりばり始められそうな予感がします。そうやって語学の教科書だのプログラミングの教科書だのが本ほん棚だなに積まれていくことになるのですが、ど、どれか一つがものになったらいいよね！　の精神でいきたいと思います。




　などと書いていたら紙し幅ふくが埋うまってくれました。それでは、鍋なべ島しまテツヒロさんの描かく美び麗れいイラストと合わせまして、次巻にもどうぞご期待ください！

　次の巻はまた寒い季節かな……と、扇せん風ぷう機きを回しながら。





支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。最近田舎暮らしに惹かれております。

[image: ]




鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉県在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に「犬とハサミは使いよう」（エンターブレイン）など。最近３日に一回ぐらいの割合で窓にヤモリが張り付いてるのを見る。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











本書は書き下ろしです。
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